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土偶



茨城県は，長期的な展望のもとに，県土の基盤整備事業を行っ

てお，ります。道路網につきましても，「県土60分構想」の具体化

や円滑な都市交通確保を図るなど，ゆとりある社会の実現をめざ

しでI央適な道路の整備を進めております。

主要地方道つくば古河線地方道路事業は，総和町釈迦地区から

古河市中田地区にかけての交通渋滞の緩和を目的として計画され

たものでありますが，その予定地内には埋蔵文化財包蔵地である

大橋B遺跡及び釈迦才仏遺跡が確認されております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査に

っいて委託を受け，平成7年10月から平成8年3月にかけて発掘

調査を実施してまいりました。

本書は，大橋B遺跡及び釈迦才仏遺跡の調査成果を収録したも

のであり，本書が学術的な資料としてはもとより，教育・文化の

向上の一助として広く活用されますことを希望いたします。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨

城県から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上

げます。

また，茨城県教育委員会，総和町教育委員会をはじめ，関係各

機関及び関係各位から御指導，御協力をいただきましたことに対

し，衷心より感謝の意を表します。

平成10年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本 昌



例 仁コ

1　本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成7年10月から平成8年3月まで発掘調査

を実施した，大橋B遺跡，釈迦才仏遺跡の発掘調査報告書である。

なお，2遺跡の所在地は次のとおりである。

大橋B遺跡　　　猿島郡総和町釈迦964番地の4ほか

釈迦才仏遺跡　　猿島郡総和町釈迦62番地の1ほか

2　上記の2遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月－

副　 理　 事　 長

小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月一平成 8 年 3 月．

中　 島　 弘 ．光 平成 7 年 4 月～

斎　 藤　 佳　 郎 ・平成 8 年 4 月－

常　 務　 理　 事
一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月一平成 8 年 3 月

斎　 藤　 紀　 彦 平成 9 年 4 月－

事　 務　 局　 長
斎　 藤　 紀　 彦 平成 7 年 4 月一平成 8 年 3 月

西　 村　 敏　 一 平成 9 年 4 月－

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 戒　 幸　 重 平成 5 年 4 月一平成 8年 3 月

沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月－

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月－

企

画

管

理

課

課　　　　　 長 水　 飼　 敏　 夫 平成4 年 4 月一平成 8 年 3 月

課　　　　　 長 河 ．崎　 孝　 典 平成 9年 4 月－

課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月－ （平成 6 年 4 月一平成 7 年 3 月係長）

課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成 9年 4 月～

主 任 調 査 員 海老澤　　　 稔 平成 6 年 4 月一平成 8 年 3 月．

主 任 調 査 員 小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月～

経

理

課

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 5 年 4 月一平成 8 年 3 月

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎 平成 9 年 4 月－ （平成 7 年 4 月～平成 8 年3 月主査）

主　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月二

‘課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7 年 4 月⊥平成 9 年 3 月

主　　　　　 任 小　 坤　　 孝 平成 7 年 4 月～

主　　　　　 任 官　 本　　 勉 平成 9 年 4 月－

主　　　　 事‾ 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年4 月一平成 8年 3 月

主　　　　　 事 小　 西　 孝　 典 平成 9年 4 月－

調
課長 （部長兼務） 安　 戒　 幸　 重 平成 5年 4 月一平成 8 年 3 月

課長 （部長兼務） 沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月－

査 調 査 第四班長 鶴　 見　 貞　 雄 平成 7 年 4 月一平成 8 年 3 月

課
主 任‘調 査 員 川　 津　 法　 伸 平成 7 年10月一平成 8 年 3 月

主 任 調 査 員 土　 生　 朗　 治 平成 7 年10月一平成 8 年 3 月



整
理
課

課　　　　　 長 小　 泉　 光　 正 平成 9年 4 月

主 任 調 査 員 川　 津　 法　 伸 平成9 年 7 月～平成10年 3 月整理 ・執筆 ・編集

3　本書に使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成に当たり，土製仮面については，磯前順一氏（日本女子大学助教授）に御指導いただいた。

5　炭化材及び種実遺体の種類についての自然科学分析を，パリノ・サーヴエイ株式会社に依頼した。分析結

果は付章として報告する。

6　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。
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大橋 B 遺跡 集　 落　 跡 縄文時代 竪穴住居跡　　 2 軒 縄文土器片 縄文時代前期

の集落跡であ

る。

近　　 世 土　　 坑　 1 産 土師質土器

時期不明 土　　　 坑　　 4 基

溝　　　　　　 4 条

釈迦才仏遺跡 集　 落　 跡 縄文時代 竪穴住居跡　　 32軒

土　　　 坑　　 34基

縄文土器 ・石器 ・

棒 ・石剣 ・独鈷石

製品 1（耳飾り・土

土製仮面）

縄文土器 ・土製品

石製品 （石

・勾玉）土

版 ・土偶 ・

口（耳飾り）

縄文時代中期

一晩期，及び
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土製仮面が，

調査に，よらて

出土したのは

県内初めてで

ある。

古墳時代 ・方形周痍墓　　 6 基 土師器 （壷 ・小形嚢）

近　　 世 塚　　　　　 ．1基 土師質土器

時期不明 土　　　 坑　　 78基

溝　　　　　　 6 条



凡

1　大橋B遺跡，釈迦才仏遺跡の発掘調査を実施するに当たり，遺跡及び遺構の位置を明確にするため調査区

を設定した。

調査区の設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を

基準点とし，Ⅹ軸（南北）＋17400m，Y軸（東西）

－7400mの交点をそれぞれ基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西

南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，こ

の大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方

の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を

用い，北から南へA，B，C・・・，西から東へ1，

2，3‥・とし，「Al区」，「A2区」のよう

に呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へ

a，b，C・・・j，西から東へ1，2，3・・・

1　　　　　　　　2　　　　　　　　　3
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■
第1図　調査区呼称方法概念図

0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal

区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　　土坑－SK　　清一SD　　方形周溝墓－TM　　塚rSX　　ピットーP

遺物　　土器－P　　土製品－DP　　石器・石製品－Q　　拓本－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

E≡ヨ＝炉　⊂＝］＝赤彩　仁王ヨ＝繊維上器　　圏＝粕

●　＝土器　□　＝土製品　○　＝石器・石製品　△　＝金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）各遺構の実測図は，縄文土器については4分の1，その他の遺物については3分の1の縮尺で掲載する

ことを基本とした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，個々にS＝1／○と表示

した。

（3）「主軸方向」は，炉を通る朝練，あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その主軸が座標北からみ

て，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100－E，N－100－W）なお，［］

を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径，B－器高，C－底径とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推

定値は［］を付して示した。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

主要地方道つくば古河線は，つくば市と古河市を東西に結ぶという重要な役割を果たしてきた道路である。

しかしながら，沿線地域の近年における目覚ましい発展は交通量の増加を招き，さらなる発展を目指していく

には道路網の整備を図る必要性が生じていた○そうした中，茨城県は，総和町釈迦地区に，主要地方道つくば

古河線緊急地方道整備事業を計画した。

工事に先立ち，茨城県は，平成4年9月22日に茨城県教育委員会に対し，この予定地内である総和町釈迦地

区における埋蔵文化財包蔵地の有無について照会した。これを受け，茨城県教育委員会は，平成6年11月16日

に現地踏査を実施し，平成7年2月8日に事業予定地内に大橋B遺跡及び釈迦才仏遺跡が所在することを茨城

県あてに回答した。平成7年3月6日から，茨城県と茨城県教育委員会は，埋蔵文化財の取り扱いについて，

文化財保護の立場から慎重な協議を重ねてきた。その結果，茨城県教育委員会は，平成7年3月9日，大橋B

遺跡及び釈迦才仏遺跡については，現状保存することが困難であると判断し，記録保存とする旨を茨城県に回

答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，平成7年9月18日，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務委託契約を結び，同年10

月から大橋B遺跡及び釈迦才仏遺跡の発掘調査を実施することとなった○

第2節　調査経過

大橋B遺跡及び釈迦才仏遺跡の調査は，平成7年10月1日から平成8年3月31日までの6か月にわたり実施

した。以下，調査経過の概要を月ごとに記述する。

10月　2日から事前準備を開始し，続いて器材の搬入など発掘調査のための諸準備を行った。9日から調査区

内の清掃をし，17日には関係者列席のもとに鍬入れ式を挙行した0

18日からは調査区の手掘りによる試掘調査を開始し，遺構及び遺物の存在を確認した。

11月　6日からは重機による表土除去とともに，遺構確認作業を開始した。13日には，大橋B遺跡の表土除去

及び遺構確認作業が終了し，竪穴住居跡2軒，土坑5基，溝4条を検出した。14日からは竪穴住居跡を中

心とした遺構調査を開始し，それと並行して釈迦才仏遺跡の表土除去及び遺構確認作業を行った。

表土除去は24日に終え，遺構確認作業も28日には終了した。28・29日には方眼杭打ち測量を実施し，29

日からは竪穴住居跡を中心とした遺構調査を開始した。

12月　大橋B遺跡の調査は，8日に終了し完掘全景の写真撮影を行った0

11日からは，釈迦才仏遺跡の調査を開始した。

1月　5日から引き続き，竪穴住居跡及び土坑を中心とした遺構調査を実施した。

22日から，竪穴住居跡と並行して溝の調査を行った○掘り込みが深くかなりの時間を費やした。

2月　竪穴住居跡と並行して土坑及び溝の調査を行った〇第15，16号住居跡，第18，19，21号住居跡は，重複

しており多くの遺物が出土した。

16日に降雪，17日は1日中除雪に追われた。22日には掘り込みは，溝2条を残し終了した0

ー1－



3月　遺構調査を概ね終えたのに伴い，5日に委託者に対しての報告会を実施した。7日に，埋蔵文化財の啓

蒙普及のための報道公開を実施した。調査区内を清掃して，9日には現地説明会を開催し，多数の見学者

が来跡し，調査の成果を発表した。12日には完掘全景の航空写真撮影を実施した。以後，補足調査及び安

全対策を行いながら，これまでに作成した図面類の点検，修正，遺物の洗浄及び注記を行い，19日にはす

べて調査を終了し，22日には安全対策を含めた撤収作業も完了した。
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

総和町は，茨城県の南西部に位置しており，東部で三和町，西部で古河市，南部で境町及び利根川を隔てて

五霞村，北部は栃木県下都賀郡野木町に隣接している。面積は53・34k謡で，人口は47，128人（1997年7月1日現

在）である。かつては純農村地帯であったが，現在は大企業が進出して工業化が進んでいる。また，東京から

約60kmということもあって，人口も増え首都圏のベットタウンとしても発展している。農業は，首都圏向けの

近郊農業が盛んである。鉄道はないが，町の東部を国道新4号バイパスが南北に，町の北部を国道125号線が東

西に走り交通の便がよい。

地形は，なだらかな猿島台地が町域の大部分を占め，南部は利根川に沿った沖積地となっている。猿島台地

は，利根川と飯沼川に挟まれた北西から南東方向へ広がる台地で，関東構造盆地の中心部に近い古河市で標高

15－16m程で，北部に向かってしだいに高くなり平均20m程である。

利根川は，関東平野を貫流し，太平洋に注いでいるが，古くは東京湾へ流れ込みたびたび氾濫をくり返して

いた。そのため，・人工的に何度か流路が変えられ，沿岸に低湿な沖積地と多くの湖沼が形成された。利根川左

岸の沖積地に存在した大山沼・釈迦沼・水海沼・長井戸沼・一ノ谷沼・鵠戸沼などは，利根川の氾濫により流

路が変わり形成されたものである。調査前の現況は，雑木林である。

参考文献

・茨城県　『茨城県史　市町村編Ⅱ』　1975年3月

・蜂須　紀夫　『茨城県　地学のガイド』　1991年7月

・大森　昌衛，蜂須　紀夫　『茨城の地質をめぐって』　1987年8月

第2節　歴史的環境

大橋B遺跡・釈迦才仏遺跡の所在する総和町は，かつては低湿地や湖沼が多く生産活動の妨げとなっていた。

しかし，現在は，護岸工事や干拓などにより，水田が広がり，台地は野菜の生産地，工業団地と活用されてい

る。このように人々が営々と築いてきた生活の跡は，原始・古代から認めることができる。

ここでは，『茨城県遺跡地図』，『総和町埋蔵文化財包蔵地一基本調査報告書』の中で報告されている当該

遺跡周辺の主な遺跡について，時代別に概観することにしたい。
ふるうち　　いなみや　　こうやにし

旧石器時代の遺跡は，まだ調査されていないが，上大野地区の古内遺跡，稲宮地区の行屋西遺跡をはじめと
かずろう　しゃか　しもへんみ

して葛生・釈迦・下辺見地区などでナイフ形石器，尖頭器などの遺物が採集されている。
たかねやま　　　　　　　はぐろ　　　　　　いその　い　　　　　　かとりひがし　　　　　　　　　　　こまはね（1）

縄文時代の遺跡は，鷹根山遺跡く4〉，羽黒遺跡く14〉，磯ノ井遺跡く17〉，香取東遺跡く21〉等がある。駒羽根遺
おおはし（2）

跡では早一晩期の遺物が検出され，前期黒浜期の住居跡が検出されている。隣接する大橋A遺跡く23〉では前・
くのうにしはら（3）　　　　　　　　　　　　　　しあんばし（4X5）

中・後期の遺物が検出されている。久能西原遺跡く27〉では，前期の住居跡が検出されている。思案橋遺跡く3〉

では，縄文時代後期掘之内式から晩期安行Ⅲ式の遺物が検出され，住居跡も調査されている。また，思案橋遺
しんでんうら

跡の対岸，大場の新田裏貝塚は，向堀川の谷津に接した台地の平坦部に所在する鹸水性の貝塚である0
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ささやま　　　　　　　　　　　　　おもてのまえ

弥生時代の遺跡は，渡海道遺跡く8〉，笹山A遺跡く12〉，浅間南遺跡く18〉，表ノ前遺跡く28〉等がある。久能西

原遺跡からは中・後期の嚢・壷の破片が出土しており，西のうせん山遺跡では整地の際，大形の住居跡が検出

された。萩山A遺跡からは，櫛描文を有する後期の土器片が採集されている。
かまやま　　　　しもやま　　　　てんのうみなみ

古墳時代になると遺跡の数が増加する傾向にあり，釜山遺跡く5〉，下山遺跡く6〉，天王南遺跡く7〉，稲荷山
しんかい　　　　　おおみちにしいそのい　　　　　くさかべ

遺跡く9〉，新開遺跡く10〉，大道西磯ノ井遺跡く11〉，日下部遺跡〈15〉，大道北遺跡く16〉，浅間南遺跡，勝願寺遺
どうちょう　　　　しんでん　　　　むかいやま　　　むかいしんでん　　　　しんめいにし

跡く20〉，道丁遺跡く22〉，新田遺跡く24〉，向山遺跡く25〉，向新田遺跡く26〉，神明西遺跡く29〉，三島前遺跡く30〉，
むかいつぼ

観音前遺跡く31〉，新田山遺跡く32〉等がある。向坪B遺跡では，勾玉，子持勾玉，臼玉などの祭祀遺物が多量に
むかいはら

出土している。長井戸沼に画する台地には向原古墳，横塚古墳，毘沙門塚古墳，べったり塚古墳等の遺跡が多

く存在している。向原古墳は，円墳3基からなり，2号墳からは直刀1振が出土しており，毘沙門塚古墳は，

全長約60m，高さ7mの前方後円墳で，直刀や埴輪が出土している。
ささやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなくそ

奈良・平安時代では，笹山A遺跡，笹山B遺跡く13〉，勝願寺遺跡，神明西遺跡等がある。金糞B遺跡，弁才

天B遺跡，萩山C遺跡では鉄棒が出土しており，古代製鉄が多く確認されている。
やぎはし　　こづつみ　　みずうみ

中世では，古河公方足利氏の支配下にあり，柳橋城跡，小堤城跡，水海城跡などの城館跡が知られている。

注

（1）（2）総和町教育委員会

（3）総和町教育委員会

（4）総和町教育委員会

（5）総和町教育委員会

『駒羽根遺跡・大橋A遺跡』　1991年3月

『久能西原遺跡』　1994年3月

『思案橋遺跡』　1987年6月

『そうわの文化財　1号』　1990年7月
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・茨城県教育委員会　『茨城県遺跡地図』　1990年3月

・総和町教育委員会　『総和町埋蔵文化財包蔵地基本調査報告書』　1977年

・総和町教育委員会　『そうわの文化財　2号』　1991年8月

・茨城県教育財団　『一般国道4号改築工事地内埋蔵文化財調査報告書1（総和地区）南坪A・B・C遺

跡・高野遺跡・西坪A・B遺跡・向坪A・B遺跡・北新田A・B・C遺跡・溜原B遺

跡』（茨城県教育財団文化財調査報告第38集）　1986年8月
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表1周辺遺跡一覧表

番

号

県

遺

跡 遺　 跡　 名

時　　　　 代 番

ロ‾弓‾

県

遺
跡 遺　 跡　 名

時　　　　　 代

旧 縄 廟 古 奈 ．中旧 縄 弥 古 奈 中

番

号

石

器 文 生 墳
●
平 近

番

号
石

器 文 生 墳
●
平 近

（丑 3573 大　橋　 B　遺　跡 ○ 17 3566 磯　 ノ　井　遺　跡 ○ ノ ○

（彰 2445 釈迦 才仏 遺 跡 ○ 18 3567 浅　間　南　遺　跡 ○ ○

3 2437 思　案　橋　遺　跡 ○ 19 3568 磯　 部　 遺　 跡 0

4 2438 鷹．根　山　遺　跡 ○ 20 5569 勝　願　寺　遺　跡 ○ ○ ○

5 2439 釜　 山　 遺　 跡 ○ 21 3570 香　取　東　遺　跡 ○ ○

6 2440 下　 山　 遺　 跡 ○ 22 ’3571 道　 丁　 遺　 輝 ○

7 2444 天　王　南　遺　跡 ○ 23 3572 大　橋　 A　遺　跡 ○

8 3535 渡　海　道　遺　跡 ○ ○ 24 3574 新　 田　 遺　 跡 ○

9 3536 稲　荷　 山　遺　跡． ○ 25 3575 向　 山　 遺　 跡 ○

10 3559 新　 開　 遺　 跡 ○ 26 3576 向　新　 田　遺　跡 ‘○

11 3560 大道西磯ノ井遺跡 ○ 27 3580 久 能西 原遺 跡 ○ ○ ○

12 3561 笹　山　 A　遺　跡 ○ ○ ○ 28 3597 表　 ノ　前　遺　跡 ○

13 3562 笹　山　 B　遺　跡 ○ 29 3599 神　明　西　遺　跡 ○ ○

14 3563 羽　 黒　 遺　 跡 ○ ○ 30 3600 三　島　前　遺　跡 ○

15 3564 日　下　部　遺　跡 ○ 31 3602 観　音　前　遺　跡 ○

16 3565 大　道　北　遺　跡 ○ 32 3603 新　 田　山　遺　跡 ○

－5－



第3図　周辺遺跡分布図
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第4図　大橋B遺跡・釈迦才仏遺跡遺構全体図

塚
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第3章　大橋B遺跡

第1節　遺跡の概要

大橋B遺跡は，総和町役場から南に直線で2km程の釈迦地区に所在している0また・女沼川が流れている旧

釈迦沼に，東から舌状に張り出した標高約12mの台地上に位置している0調査面積は2，246nfで，現況は篠が密

生した雑木林であった。当遺跡は，縄文時代及び近世の複合遺跡で，遺跡の中心となる時期は縄文時代である0

今回の調査では，縄文時代前期の竪穴住居跡2軒，近世の土坑1基，時期不明の土坑4基及び溝4条を検出

した。

遺物は，縄文土器（探鉢片）を中心に遣物収納箱（60×40×20cm）に2箱出土した0近世の土坑からは，土

師質土器（ほうろく）が出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を

行った。（第5図）

第1層は，20－40cmの厚さで，明るい褐色ハードロ

ームブロック主体の層から暗褐色ハードロームブロッ

クが主体となる層への漸移層である。

第2層は，20－30cmの厚さで，暗褐色ハードローム

主体の層である。ロームブロック中には，微量の赤褐

色粒子や炭化粒子を含む。

第3層は，16－20cmの厚さで，明るい褐色ローム層

でやや粘性があり粒子が細かい層である。

第4層は，20cm前後の厚さで，褐色の明るい粘性の

あるハードローム層である。

第5層は，20－26cmの厚さで，褐色の明るい粘性の

あるハードローム層で，暗い褐色のブロックを少し含

み4層より暗い褐色の層である。
第5図　基本土層図

第6層は，20－30cmの厚さで，褐色の明るい粘性の

あるハードローム層で，暗い褐色のブロックを多量に含み，下層に粘土層がある。

大橋B遺跡の遺構は，第1層中面で確認されている。
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第3節　遺構　と　遺物

1　竪穴住居跡

今回の調査では，縄文時代前期の竪穴住居跡2軒を検出した。以下，検出した遺構と遺物にって記載する。

第1号住居跡（第6図）

位置　調査区の西部，AlOj7区。

規模と平面形　ローム層への掘り込みがほとんどなく，壁の立ち上がり及び床の広がりを確認することができ

なかった。よって，規模及び平面形は不明である。

長径方向　不明

床　やや起伏があり，炉周辺を中心として，部分的に踏み固められた面が見られる。

炉　平面形は長径66cm，短径40cmの楕円形で，床面を12cm掘り窪めた地床炉である。炉床面は，火熟を受け赤

変硬化している。

炉土層解説

1暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　2　褐　色　ローム小ブロック・焼土大ブロック多量

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，炉及びその周辺から20点ほど出土している。ほとんどの土器片

に属するものである。第6図1は，浅鉢形土器の口縁部片で炉近くの床面から，2は，深鉢形土器の胴部片

で1と同様炉近くの床面からの出土で本跡に伴うものと思われる。

1m

ト　　　l・　　I

第6図　第1号住居跡・出土遺物実測拓影図

第6図1・2は縄文土器の拓影図である。1は

部に一条の

－．、

rt

i’ユ

て一一

′　．・ご　‾‾

筆数ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

「‥一一…一一一一十一一・一‥一・一一一ll」

口縁部片で，口唇部は棒状工具による押庄
‾‾‾‾　　’－一－一．‾‾1’‘‾‘‾‾一、－～－ノーー・・・・’・・．・．1・一一一・一一一．・，＿、、＿．・＿＿

がなされ，口縁

のと思われる。隆帯上部に一列， 艮嵐王敬三盛呈＿癖ヾ巡る。
下部に豊艶駐畳で横位に施文しており，黒浜式併行と思われる。2は無節の縄文が施文されている。

所見　本跡は，尊卑立ち上鍍鬼窪嘩ク革努、＿′纏蹴る、、′璽ゞできなカ芝をカざレ華1運を検坦Lを三上拉よ
l、－11

って，竪穴住居疎ヱあをと判断した。時期は，出土遺物から縄文時代前期（黒浜式期）と考えられる。
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第2号住居跡（第7図）

位置　調査区の東部，Allfo区。

規模と平面形　長径3．88m，短径〔3・59m〕の楕円形である0

長径方向〔N－640－E〕

壁　壁高は8－12cmで，外傾ぎみに立ち上がる0

床　やや凹凸があり，全体的に締まりがない0

覆土1層からなる自然堆積である。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量・炭化粒子・焼土粒子微量

遺物縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から床面にかけて37点ほど出土している。土器は，全体的に散在し

て出土している。第7図1は，靡透口縁部から胴部上半にかけての破片，2－5は深鉢形土器の胴

部片で，いずれも床面から出土している01′5は，すべて本跡に伴うものと思われる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

［－　　；　　i

第7図　第2号住居跡出土遺物実測・拓影図

第2号住居跡出土遺物観察表

ニーで．・写ヌ’
′・－、・－：

飢

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　；　　　」

図版番号器　　種計測値（m） 器　形　及　び文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成

長石・スコリア

備　　　考

Pl　　　lO％
第　7　回探鉢形土器A〔13．0〕口縁部から胴部にかけての破片。胴部から口縁部にかけてゆるや

1 縄文土器B（10．6）
かに外傾して立ち上がる。器面全体に縄文（単節LRの横回転）にぷい黄橙色 中央部床面

を地文とし，半裁竹管による横位と斜位の沈線が施されている。繊維少量

普通

（黒浜）

第7図2－5は縄文土器の拓影図である。2は口縁部片で，口響誓から転壷頑を横位に施
文し，一部縦回転し羽状構成をしている。3－5は胴部片で，3鞄盛男裏条斜線選を施文し，羽状構成を

している。4はLR轡鴨文され，5は単節RLが斜位・LRが横位に施文されている0

所見本跡は，聖聖霊エ上勝認できゑかったが，平面形及び出土遺物才りノー牒文時代前期（黒浜式期）の

草屋整考査攣る。
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表2　大橋B遺跡住居跡一覧表

住居跡

番号
位置 長径方 向 平面形

規　 模（m ）

（長径×短径）

壁高

（cm）
床面 主柱穴 ピット 炉 覆土 出土 遺物 備　　　 考

1 A lOj7 不　　　　　 明 不　　 明 不　　　　 明 不　 明 凹凸 1 縄文土器 縄文時代前期（黒浜式期）

2 A llfo 〔N －640－E 〕 〔楕円形〕 3．88×〔3．59〕 8－12 凹凸 申然 縄文土器 縄文時代前期（黒浜式期）

2　土　坑

当遺跡からは，近世の土坑1基，時期不明土坑4基の計5基の土坑が検出されている。近世の土坑を除き，

それぞれの土坑からの遺物はなく，時期や性格については不明である。近世の土坑について，ここに解説を加

え，その他については一覧表に記載した。

第5号土坑（第8図）

位置　調査区の東部，Allg8区。

規模と平面形　長径1．90m，短径0．98mの隅丸長方形で，深さは35cmほどである。

長軸方向　N－590－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土居解説

1　暗褐色　灰粒子中量，炭化粒子少量

二主二

SK　5

第8図　第1～5号土坑実測図

旦13．6m

l嘉J
SK　2

－12－

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

13．6m

‾‾忘J‾‾

SK　3
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」



遺物　本跡からは，縄文土器片12点，ほうろく片1点，漆椀片1点が出土している0縄文土器片及び漆椀片は，

いずれも覆土上層から出土している0第9図1のほうろくは，底部から口縁部にかけての破片で，中央部の

覆土下層からの出土で本跡に伴うものと思われる。漆椀片は，遺存状態が悪い02は縄文土器の胴部片・3

は底部から胴部下半にかけての破片で覆土上層から出土しており・いずれも流れ込みと考えられる0

所見　本跡は，性格は不明であるが，出土遣物から近世後半（18世紀）の土坑と思われる0

第1号土坑土居解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム大・中・小ブロック少量

5　褐　色　ローム大・中ブロック中量

第2号土坑土居解説

1暗褐色　ローム中・小ブロック多量，黒褐色土少量

2　黒褐色　ローム中・小ブロック少量

第3号土坑土居解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

2　黒褐色　ローム中・小ブロック少量

第4号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

2　黒褐色　ローム中・小ブロック少量

ノ

第9図　第5号土坑出土遺物実測・拓影図

第5号土坑出土遺物観察表

了：．

∴∴．
、．．1‘～・、∴i、．＿L

ト　　；　　！

図版番号 器　　 種 計測値（印） 器形及び文様の特徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

P 2　　　　 10％第　9　図ほう　ろ　くA〔34．6〕底部から口縁部にかけての破片。内・外面横ナデ。 砂粒・石英・雲母

1 土師質土器B　5．0 平底で，体部は僅かに内攣して立 にぷい褐色 中央部覆土下層

C〔29．0〕ち上がる。 普通 近世後半

第9図2・3は縄文土器の拓影図である02は胴部片で，単節の横回転により羽状構成をしている03は

底部下端まで縄文が施され，底部は上げ底でミガキが施されている。

表3　大橋B遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長径 （軸）

方　　 向

平 面 形

長径 ×短径

（m ）

深 さ

（cm）
壁面 底面 覆土 時期 出　 土　 遺　 物 備　　　 考

1 A llj 6 N －500－W 楕　 円　 形 1．34×1．15 55 垂直 平坦 自然 不 明 無

2 A llh6 N － 4 0－E 隅丸長方形 2 ．89×0 ．76 50 垂直 平坦 人為 不明 無

3 A llj 6 N －100－E 隅丸長方形 4 ．70×0 ．77 26 垂直 平坦 自然 不明 無

4 A llj 7 N －160－E 隅丸長方形 5．28 ×0 ．70 38 垂直 平坦 自然 不明 無

5 A llg8 N －590－E 隅丸長方形 1．90 ×0 ．98 35 緩斜 平坦 自然 近世 土師質土器，縄文土器，漆椀片

3　溝

当遺跡からは，4条の溝が検出されている0いずれの溝も出土遺物がなく，時期，性格とも不明である0こ
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こでは，形状に特徴が見られる第1号溝についてのみ解説を加え，その他については一覧表に記載した。

第1号溝（第10図）

位置　調査区の西部，AlOj5区。

規模と形状　上幅1．8－2．5m，下幅0．7－1．0m，深さ1．45mで，全長（14．4）mである。両端は，さらに調査

区域外へと延びている。断面形は，「U」字状を呈している。

方向　N－40－E。

覆土　5層からなる自然堆積である。

遺物　出土していない。

所見　本跡は，エリア内をほぼ南北に掘り込まれており，その形状から地境に伴う区画溝と思われる。時期に

ついては，出土遺物もなく不明である。

吾妻∴ノ

旦14．6m

‾1書「
B

＼ノ　‾「J
SDI SD　2

第10図第1～4号溝実測図

－14－

土層解説
1暗褐色　ローム中・小ブロック多量

2　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　褐　色　ローム粒子・ローム中・小ブロック少量

旦14．7m

「：妄「
B

0　　　　　　　　　　　　　　　4m」
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B
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第2号溝土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4号溝土居解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ロック少量　　　　　　　1暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

2　暗褐色　ローム大・中プロク中量　　　　　　　　　　　　　2　褐　色　ローム大・中・小ブロック多量

3　黒褐色　非常にしまりのある黒褐色土の腐植土多量　　　　　　3　黒褐色　非常にしまりのある黒褐色土多量

第3号溝土層解説

1暗褐色　ローム中・小ブロック多量

2　黒褐色　やややわらかい黒褐色土の腐植土多量

表4　大橋B遺跡溝一覧表

溝

番

‾亨

位　 置 主軸方向 断　 面 形　 状

規　　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備　　　 考長 さ

（m ）

上　 幅

（m ）

下　 幅

（m ）

最深

（m ）

1 A lO j5 N － 4 0－ E ∪字状 直線状 （14．4） 1．8－2．5 0．7－1．0 1．45 垂直 平坦 自然 無

2 A llj3 N － 3 0－ E 皿　 状 直線状 9 ．90 0 ．7－1．3 0．6－0．8 0 ．32 垂直 平坦 自然 無

3 A llh4 N － 2 。－ E 皿　 状 直線状 7 ．89 0 ．7－1．2 0．6－0．9 0 ．34 垂直 平坦 自然 無

4 A llh5 N －110－ E 皿　 状 直線状 8 ．84 0 ．5－0．8 0．3－0．7 0 ．27 緩斜 平坦 自然 無

4　遺構外出土遺物

今回の調査では，表土，確認面から，遺構に伴わない遺物が出土している。ここでは，特徴的な遺物の拓影

図を掲載した。（第11図）

∴

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

L－一一一　十一一一一一一一一一一一一一」

第11図　遺構外出土遺物実測拓影図

1・2は，胎土に繊維を含む縄文時代前期の黒浜式土器である。1は口縁部片で，外削状を呈し口唇部直

下からRLの単節斜縄文を横位に施文し，その下部に縦位に施文し羽状構成をしている。2は胴部片で，1

と同様同一原体による縦横施文により羽状構成をしている。3は胴部片で，地文に撚糸文をもち竹管による

刺突文が施されている諸磯a式段階の縄文土器と思われる。4－6は，縄文時代後期の堀之内1式期の土器

片である。4は口縁部片で，地文に浅い無節の斜状縄文をもち，半裁竹管による沈線が施されている。5は

胴部片で，地文に単節斜縄文をもち半裁竹管による深めの平行沈線文が施されている。6は底部から胴部下

半にかけての破片で，下端はていねいに磨かれ底部に網代痕を有する。
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第4節　まとめ

大橋B遺跡からは，縄文時代の竪穴住居跡2軒，近世の土坑1基，時期不明の土坑4基及び溝4条が検出さ

れた。出土遺物は，ほとんどが縄文土器片である。ここでは，住居跡と土器について時期ごとにまとめてみた

い。

1　住居跡について

当遺跡の住居跡は，現況が篠の密生した雑木林で，根による撹乱が激しかったため，遺構・遺物ともに遺存

状態が悪く，住居跡の調査としては十分な資料を得られなかった。

今回の調査では，住居跡2軒が検出された。両住居跡とも縄文時代前期に比定される黒浜式期のものである。

第1号住居跡では地床炉が確認されているが，柱穴は確認されていない。隣接する駒羽根遺跡では，同時期の

住居跡が1軒検出されている。この住居跡は，7か所の柱穴をもち，南部に地床炉1基が確認されている。

また，住居跡は検出されていないが，大橋A遺跡でも黒浜式期の土器片が多く出土している。このことから，

この台地上は，縄文時代前期に人間の生活の場であり居住地としての機能をもった地域であったことが推察で

きる。

2　遺物について

当遺跡から出土した縄文土器は，概ね2期に推察できる。

I期　縄文時代前期（黒浜式期）

今回の調査で住居跡や遺構外から出土した遺物は，ほとんどが縄文時代前期の黒浜式土器である。遺構と

最も関わり＿のある時期が，この時期である。器種は，浅鉢及び深鉢形土器で胴部片が多い。胎土中には繊維

が燃えてできたであろう黒色の空洞が確認できる。外面は単節の縄文が施され，羽状構成をとるものもある。

Ⅱ期　縄文時代後期（堀之内式期）

遺構外から，地文に浅い無節の斜状縄文をもち半裁竹管により文様を施したり，単節斜縄文をもち半裁竹

管による深めの平行沈線文が施されている。器種としては，深鉢形土器で胴部片が多い。
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第4章　釈迦才仏遺跡

第1節　遺跡の概要

釈迦才仏遺跡は，大橋B遺跡の西側に隣接しており，同一台地上に所在している0調査面積は5，237nfで，

現況は篠が密生した雑木林と畑であった0台地の平坦部からは，縄文土器片及び土師器片などが採集でき縄文

時代及び古墳時代の複合遺跡で，遺跡の中心となる時期は縄文時代である0

今回の調査では，縄文時代中期から晩期にかけての竪穴住居跡32軒・土坑34基，古墳時代前期の方形周溝墓

6基，近世の塚1基，時期不明土坑78基及び溝6条を検出した0

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に155箱出土した。

縄文時代の遺物としては，縄文土器（探鉢，浅鉢，注口土器・異形台付土器，ミニチュア土器及びその破片

等），土製品（耳飾り，土版，土偶，土面，土錘，円板等），石器（石皿・磨石・石錘・石鉄，石匙，石錐，

磨製石斧，打製石斧等），石製品（石棒，石剣，独鈷石，勾玉，九五・小玉・浮子等）が出土している0古墳

時代の遺物としては，土師器（高杯，壷）が出土している0

第2節　基本層序

調査区内（B6d6区）にテストピットを掘り基本土層

の観察を行った。（第12図）

第1層は，上面がかなり削平されており6cm前後の

厚さで，褐色のソフトローム層でしまりがある。

第2層は，14－20cmの厚さで，褐色をしたハードロ

ーム層でしまりがある。

第3層は，10－24cmの厚さで，暗褐色で炭化粒子，

赤色スコリアを微量に含むブラックバンド層でしまり

がある。

第4層は，16－32cmの厚さで，明褐色で炭化粒子を

微量に含むソフトローム層で粘性としまりがある。

第5層は，24－50cmの厚さで，褐色で白色細粒子を 第12図　基本土層図

少量含むハードローム層でしまりがある。

第6層は，10－24cmの厚さで，褐色で炭化粒子を少量含みしまりがあり，やや粘土化したハードローム層で

ある。

第7層は，20－36cmの厚さで，にぷい褐色で炭化粒子，赤色スコリアを少量含みしまりがあり・粘性の掛、

粘土層である。

第8層は，10－20cmの厚さで，にぷい褐色で炭化粒子，赤色スコリアを微量に含みしまりがあり・粘性の強

い粘土層である。

釈迦才仏遺跡の遺構は，第2層上面で確認されている。
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第3節　遺物と遺構

1　竪穴住居跡

今回の調査では，竪穴住居跡32軒を検出した。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

第1号住居跡（第13図）

位置　調査区の東部，B6b8区。

規模と平面形　長径〔4・28〕m．，短径〔3・70〕mの〔楕円形〕である0

長径方向　N－750－W

壁　壁高は6－20cmで，外傾ぎみに立ち上がる。東部は，削平されており壁の立ち上がりをとらえることがで

きなかった。

床　平坦である。P2の周りが踏み固められていて固い。

ピット　8か所（Pl－P8）。Pl－P6は長径28－40cm，短径25－36cmの円形で，深さ22－46cm。ばらつきが

あるが，規模及び配列から主柱穴と思われる。P7，P8は性格不明である。

炉　2か所。炉1と炉2は近接している。炉1は本跡の南側に寄って付設されている。長径40cm，短径36cmの

楕円形で，深鉢形土器を埋め込んだ土器埋設炉である。炉床はそれほど焼けてなく，赤変硬化した部分も見

られない。炉2は南壁寄りに付設されている。直径36cmの円形で，中央部に深鉢形土器を埋め込んだ土器埋

設炉である。炉1と同様に炉床はそれほど焼けてなく，硬い部分も見られない。

第13図　第1号住居跡実測図－



炉1土層解説
1暗褐色　炭化小ブロック中量，焼土粒子微量，ローム粒子微量
2　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　色　炭化粒子・焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

炉2土層解説
1暗褐色　炭化物・焼土小ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒

子微量
2　褐　色　炭化粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

覆土　2層からなる自然堆積である。

5　黒褐色　炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
6　褐　色　炭化物少量，焼土粒子・ローム粒子微量
7　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

黒褐色　焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
5　暗褐色　焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
6　褐　色　焼土粒子少量

土層解説
1黒褐色　炭化粒子少量，炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子　2　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

微量

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中及び炉内から132点出土している0土器は，全体的に散在して出土

言＼圭．㌣‥．一、三二二　　・・／
r　　一、．戚　当

囁臨事輌！　　　　　　　／

二‾l‾千千IIl二fIl‥ll：lJ二一Ill革こ‥ll

第14図　第1号住居跡出土遺物実測・拓影図
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している。第14図の1，2は炉体土器で，炉内から出土している。3はミニチュア土器の底部から胴部にか

けての破片で覆土中から，4－6は口縁部片，7は胴部片で東部覆土下層から出土している。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（皿） 器　 形　 及　 び　文　 様　 の　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 14 図 深鉢形土器 B （16．6） 口縁部及び胴部下半を欠損する。胴部は外傾 して立ち上がり，沈 長石 ・パミス P 1　　　　 30％

1 縄 文 土 器 線，隆線により区画されている。区画内は，縦位の単節縄文R L にぷい橙色 炉内

で施文している。 普通 （加曽利E Ⅲ）

2

深鉢形土器 B （19．7） 口縁部及び胴部下半を欠損する。胴部は，、外傾 してゆるやかに立 長石・石英・パミス P 2　　　　　 20％

縄 文 土 器 ち上がる。胴部は無節縄文L で施文している。胴部下端は，櫛状 ‘黄橙色 炉内

工具により施文して早る。 普通 （加曽利E Ⅲ）、1

3 ミニチュア土器 B （‾6．2） 底部から胴部下半にかけての破片。丸底で，胴部は外傾 して立ち 長石 ・スコリア P 3　　　　　 45％

縄 文 土 器 q （3．6） 上がる。僅かに縄文が施されている。 橙色 覆土中

第14図4－7は縄文土器片の拓影図である。4－6は口縁部片で，4は沈線を沿わせた隆線で区画文を描

き区画内を複節縄文RLRで施文している。5は口縁部下を横位の沈線により区画し羽状構成により施文し

ている。6は沈線により区画され斜位の単節縄文RLを施文している。7は胴部片で地文に単節縄文RLが

施文されている。

所見　本跡は，炉体土器及び他の出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）の住居跡と思われる。

第2号住居跡（第15図）

位置　調査区の東部，B6b7区。

重複関係　本跡は，住居跡中央部を第3号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径5．09m，短径4．24mの楕円形である。

長径方向　N－470－W

壁　壁高は12－16cmで，外傾ぎみに立ち上がる。

床　平坦である。北東部が固く踏み固められている。

ピット　6か所（Pl－P6）。Pl～P3は，直径20～32cmの円形で，深さ20～30cm。規模及び配列から主柱穴

と思われる。P4は長径34cm，短径24cmの楕円形で，深さ10cm。Plに近接し，補助柱穴の可能性がある。P5，

P6は性格不明である。

炉　北西部に付設されている。直径60cmの円形で，中央部に深鉢形土器を埋め込んだ土器埋設炉である。埋設

土器の周囲は，炉床が火熟で赤く焼け，硬化している。

炉土居解説
1褐　　　色　焼土小ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量，4　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　炭化粒子・焼土小ブロック・ローム粒子微量

2　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量　　　　6　褐　　　色　炭化粒子・焼土小ブロック・ローム粒子微量
3　にぷい褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　5層からなる自然堆積である。

土居解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・焼　4　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中層から床面にかけて393点出土している。第16図の1は，炉体土器

で，炉内から出土している。2・3は深鉢形土器の口縁部片，4は胴部片，5の石鉄はいずれも覆土中から

出土している。
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第15図　第2号住居跡実測図
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第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形　 及　 び 文 様　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

P 4　　　　 30％
第 16 図 深鉢形土器 B （16．7） 口縁部及び胴部下半を欠損する。胴部は外傾して立ち上がり，地 長石・雲母・パミス

1 縄 文 土 器 文にR L の単節縄文を施文し，微隆帯によって文様を構成してい 赤褐色 炉内

る。 普通

長石 ・スコリア

（加曽利E Ⅲ）

P 5　　　　 10％

2

探鉢形土器 A （29．9） 口縁部片。胴部はやや外傾 して立ち上が り，内攣しながら口縁部

縄 文 土 器 B （13．6） に至る。4 単位の波状口縁で波頂部に小突起を有する。縦位の単 にぷい樫色 覆土中

節縄文R L が充填 され，微隆起線により文様を構成 している0 普通 （加曽利E Ⅲ）

図版番号 器 ．種

計　　　 測 ．　 値
石 一　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第16図 5 石　　　 鉄 2．6 1．7 0．4 1．0 チ ャ ー ト Q l　 凹基無茎鉄 ・覆土 中

第16図3・4は縄文土器片の拓影図である。3は口縁部片で，単節縄文RLの地文に沈線で「∩→状のモ

チーフが措かれている。4は胴部片で，単節縄文RLの地文に沈線により区画がなされ，区画間は磨り消し

てある。
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占

第16図　第2号住居跡出土遺物実測・拓影図

所見　本跡は，炉体土器及び他の出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）の住居跡と思われる。

第3号住居跡（第17図）

位置　調査区の東部，B5g7区。

重複関係　本跡は，北側部分を第4号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。南部は調査区域

外となっており，規模及び平面形は不明である。

長径方向　不明。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　3か所（Pl－P3）。Pl－P3は長径28－48cm，短径24－42cmの楕円形で，深さ30～40cm。規模及び配列

から主柱穴と考えられる。
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遺物　縄文土器及び縄文土器片が，細片であるが住居跡全域の床面から513点出土している。第17図の1は，

深鉢形土器の口縁部片でP3の覆土下層から出土している。2は，探鉢形土器の底部から胴部にかけての破

片でP2の覆土下層から出土している。3は口縁部片，4－7は胴部片で覆土中から，8－11は覆土中から

出土しており流れこみと考えられる。12は土製円板で覆土中から出土している。
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第17図　第3～5号住居跡・出土遺物実測・拓影図

第18図　第3号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（肛） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 17 図 探鉢形土器 A （14．2） ロ緑部か ら胴部上半 にかけての破片。ロ緑部はやや外傾 する。口 砂粒 ・長石 P 6　　　　 10 ％

1 縄 文 土 器 B （13．3） 縁部下位の微隆起線 に刺突文 を充填 し文様 を構成 している。胴部 明赤褐色 P 3内

は無節縄文 L で施文 してい る。 普通 （堀之内 Ⅱ）

2

深鉢形土器 B （7．6） 胴部下半か ら底部 にか けての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。 長石 ・石英 P テ　　　　 5 ％

縄 文 土 器 C （8．7） 胴部下半外面 に縦方向の磨 き，底部外面に も磨 きが施 されている。 橙 色

普通

P Z内

（堀之内 Ⅱ）

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第 18 図

1 2

土 製 円 板 4 ．6 4．5 1．0 2 4．1 100 表面は隆帯 に刻みを施 し，斜位の条線が施

文 されてい る。

D P l　 覆土中

第17図3・4，第18図5－11は縄文土器片の拓影図である。3は口縁部片で，口縁部下から縄文が施文さ

れている。4－7は胴部片で，4は沈線で四角形状のモチーフが措かれている。5は単節縄文LRの地文に

沈線が施され，6は斜位の単節縄文LRが施文され，7は沈線が施されている。8－1’1は安行期に比定され

る。8・9・11は口縁部片で，8・11は隆起帯に刻みが施されている。9は隆起帯縄文に癌状の突起が貼り

付けられている。10は胴部片で単節縄文RLに磨り消しが施されている。

所見　本跡は，南部が調査区域外で覆土が削平されており，規模及び平面形は不明であるが，主柱穴の配列か

ら竪穴住居跡と思われる。時期は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内Ⅱ式期）と思われる。

第4号住居跡（第17図）

位置　調査区の東部，B5g7区。

重複関係　本跡は，南部で第3号住居跡，東部で第5号住居跡，第21号土坑，中央部で第23－A号土坑，第23

－B号土坑，第23－C号土坑と重複しているが，いずれも本跡の床より下層で確認されており，本跡の方が

新しい。

規模と平面形　遺構の確認プランが明瞭に把握できず，壁の立ち上がりは確認できなかった。

長径方向　不明。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　9か所（P1－Pg）。Pl－P6は長径30－40cm，短径22－38cmの楕円形で，深さ55－77cm。規模及び配列

から主柱穴と考えられる。P7は長径32cm，短径24cmの楕円形で，深さ32cm。P6に近接し，補助柱穴の可能性

がある．。P8は長径32cm，短径24cmの楕円形で，深さ32cm。Plに近接し，補助柱穴の可能性がある。P9は性

第19図　第4号住居跡出土遺物実測拓影図
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格不明である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，細片であるが住居跡全域の床面から53点出土している0第19図の1－4は，

探鉢形土器の口縁部及び胴部片で西部覆土中層から出土している0

第19図1－4は縄文土器片の拓影図である01は胴部片で，平行沈線が施されている。2はロ縁部片で・

ロ緑部下に押捺を加えた隆帯が貼り付けられている03は胴部片で・無節縄文Lの地文に沈線により文様が

構成されている。4は口縁部で，縄文地文に6条の横位の沈線が施されている0

所見　本跡は，覆土が削平されて規模及び平面形は不明であるが，柱穴の配列及び遺物の広がりから竪穴住居

跡と思われる。遺物は，堀之内I式期から加曽利BI式期まで出土しており，時期は，縄文時代後期として

おきたい。

第5号住居跡（第17図）

位置　調査区の東部，B5g8区。

重複関係　本跡は，南西側部分を第4号住居跡に掘り込まれている0

規模と平面形　覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることがでず，規模及び平面形は不明で

ある。

長径方向　不明。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　4か所（Pl－P4）。Plは長径34cm，短径28cm，深さ50cmのほぼ円形で，他に同様のピットは見ら

れないが，主柱穴と考えられる。P2－P4は，長径24－30cm，短径22－28cmのほぼ円形で・深さ30cmo配列

に規則性がなく性格は不明である。

炉　平面形は，長径62cm，短径50cmの楕円形で，床面から10cm掘り込まれた地床炉である0炉床面は火熱を受

け，赤変硬化している。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，細片であるが住居跡全域の床面から22点出土している。第20図1－3は，

深鉢形土器の口縁部片で炉脇の覆土中から出土している。

第20図　第5号住居跡出土遺物実測拓影図

第20図1－3は縄文土器片の拓影図である。1－3は口縁部片で，1は沈線により区画され，区画内は縄

文が充填され，区画外は磨り消されている。2・3は沈線区画内に列点文が施されている0

所見　本跡は，壁の立ち上がり及び床の広がりを確認することができなかったが，炉1基とピット1か所を検

出したことにより，竪穴住居跡であると思われる。時期は，出土遺物が少ないが称名寺I式期及び称名寺Ⅱ

式期の土器が出土しており，縄文時代後期（称名寺式期）としておきたい。
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第6号住居跡（第21図）

位置　調査区の東部，B5h4区。

規模と平面形　本跡は，南側部分が調査区域外に延びており，また，覆土が削平されているため，壁の立ち上

がりをとらえることができず，規模及び平面形は不明である。

長径方向　不明。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　26か所（Pl－P26）。Plは長径44cm，短径30cmの楕円形で，深さ68cm。P2は長径30cm，短径28cmの

不整円形で，深さ79cm。P3は長径38cm，短径36cmの不整円形で，深さ76cm。P4は長径50cm，短径46cmの不

整円形で，深さ79cm。P5は長径28cm，短径24cmの不整円形で，深さ83cm，P6は長径34cm，短径30cmの不整円

形で，P7は径24cmの円形で規模及び配列から主柱穴と考えられる。P8－P14は長径26～40cm，短径20～38

cmの円形で，深さ33－43cm。これらは補助柱穴と思われる。P15－P26は性格不明である。
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第21図　第6号住居跡実測図

第22図　第6号住居跡出土遺物実測・拓影図
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炉　中央部に付設されている○平面形は長径30cm，短径22cmの楕円形で床面から8cm掘り込まれた地床炉であ

る。炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，細片であるが住居跡全域の床面から791点出土している。第22図の1－4

は口縁部片で覆土中から，5は胴部片でP7から出土している。6の磨石，7の石錘は覆土中から出土して

いる。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
．石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第22図 6

7

磨　　　 石

石　　　 錘

（5．4）

6．3

8．3 3 ．9 （16 6．8） 安　 山　 岩 Q 2　 敵石兼用　 欠損品 ‘覆土中

5．1 1 ．5 5 8．8 硬 質 砂 岩 Q 3　 覆土中

第22図卜5は縄文土器片の拓影図である。卜4は口縁部片で，1は隆起帯縄文に癌状の突起が貼り付

けらており，2も隆起帯縄文下に刻文帯が施されている。3は3段の隆起帯縄文に癌状の突起が貼り付けら

れている。4は赤彩が施されている。5は胴部片で沈線により弧線文に縄文が充填されている。

所見　本跡は，覆土は削平されて規模及び平面形は不明であるが，炉1基及び主柱穴の配列から住居跡と判断

した。時期は，出土遺物から縄文時代後期（安行I式期）と思われる。

第7号住居跡（第23図）

位置　調査区の中央部，B3i9区。

重複関係　本跡は，北部を第18号住居跡に掘り込まれている。また，西部で第132号土坑と重複しているが本

跡の方が新しい。

規模と平面形　長径5．95m，短径5．01mの楕円形である。

長径方向　N－460－E

壁　壁高は11－14cmで，外傾ぎみに立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない○

ピット　20か所（P1－P20）。Pl－P5は，長径42－60cm，短径34－50cmの不整楕円形で，深さ60～77cm規模

及び配列から主柱穴と思われるo P6－Pllは，長径24～34cm，短径24～34cmのほぼ円形で，深さ59－66cm

（P8は87cm）で主柱穴と主柱穴の中間に位置し補助柱穴と思われる。P12，P20は東壁を掘り込んでいる。

その他のピットは性格不明である。

炉　南東側部に付設されている○長径62cm，短径56cmの不整方形で，床面から40cm掘り込まれた地床炉である。

炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子微量

3　赤褐色　焼土大ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子微量

覆土　2層からなる自然堆積である。

苦層雷霊色。＿ム小ブ。ツク少量，炭化粒子・。－ム粒子微量　2褐色ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，床面及び覆土中から530点出土している。第24図の1は底部から胴部にか

けての破片で覆土中から，2・3は口縁部片で3はP16から出土している。4・6は胴部片で，5はP12か

ら出土している。
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第24図　第7号住居跡出土遺物実測・拓影図

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（印） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 24 図 深鉢形土 器 B （5．6） 底部片。平底で，胴部は外傾 して開 く。胴部下半外面 に縦方 向の 長石 P 8　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 C 〔7 ．8〕 磨 き，底部外面に も磨 きが施されている。 にぷ い褐色

普通

覆土 中（堀 之内 Ⅱ）
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第24図2－6は縄文土器片の拓影図である02・3は口縁部片で，2は無文で口縁部下及び頚部に平行沈

線が施され，3は隆起線上に刻みが施されている04－6は胴部片で，4は文様が沈線で構成され，5・6

は沈線により区画がなされ縄文が充填されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内Ⅱ式期）と思われる0

第8号住居跡（第25図）

位置　調査区の中央部，B4g5区。

重複関係　本跡は，西部で第34号土坑，北部で第156号土坑と重複しているが，本跡の方が新しい0

規模と平面形　本跡は，北部が調査区域外に延びているため確認できなかったが，径〔5・50〕m程の円形と推定

される。

床　平坦である。柔らかく踏み固められた面は見られない。

ピット18か所（P1－P18）。Pl－P6は，長径30～40cm，短径24－32cmの不整円形で，深さ42－73cm（P2は

94。m）。規模及び配列から主柱穴と思われる。P7－P13は，長径20～32cm，短径18－30cmのほぼ円形，深さ

16－25cmで，主柱穴と主柱穴の中間に位置し補助柱穴と思われる。P14－P18は不明である0

炉　ほぼ中央に付設されている。長径60cm，短径〔50〕cmの楕円形で，床面から16cm掘り込まれた地床炉である0

焼土は多いがi炉床はあまり赤変硬化していない。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土小ブロック中量，炭化粒子少量，炭化物微量 2　赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブ

ロック少量

覆土　住居跡北部は，エリアの境界になっており耕作土が深い。2層からなる自然堆積である0

土層解説

1褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量
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第25図　第8号住居跡実測図
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遺物　縄文土器及び縄文土器片が，細片であるが住居跡全域の床面から222点出土している。第26図の1－5

は深鉢形土器の口縁部片及び胴部片で，いずれも覆土中からの出土である。

I

第26図　第8号住居跡出土遺物実測拓影図

第26図1－5は縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，1は単節縄文LRの地文に沈線が施され，

2は平行沈線により文様が構成されている。3・4は口縁部片で，3は突起口縁で「S」字状を構成し，4

は隆帯に刻みを施している。5は胴部片で，単節縄文LRが施文されている。

所見　本跡は，住居跡の北部が調査区域外であり，主柱穴の配列及び遺物の広がりから住居跡と判断した。住

居跡を取り囲むように第6号方形周溝墓が検出され，覆土はすでに削平され確認面近くまで耕作土が堆積し

ていた。遺物は，堀之内Ⅱ式期から安行I式期までの土器が出土しており，時期はこの範疇であると思われ

る。

第9号住居跡（第27図）

位置　調査区の中央部，B5h6区。

重複関係　本跡は，中央部を第174号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　南部が調査区域外となっているが，長径（5．66）m，短径（4．01）mの〔楕円形〕と推定される。

長径方向　N－760－W

壁　壁高は8－20cmで，外傾ぎみに立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　45か所（Pl－P45）。Pl－P7は，長径30～40cm，短径26－32cmの円形で，深さ69－81cm（P3は41cm，

P4は44cm，P7は41cm）。規模及び配列から主柱穴と思われる。P8は長径36cm，短径32cm，深さ32cmの円形で

P2に近接しており，P9は長径38cm，短径34cm，深さ20cmの円形でP5に近接しており補助柱穴と思われる。

P20－P41は，壁際に沿って柱列が回り壁柱穴と思われる。壁柱穴は，径14－18cm，深さ14－20cmの規模の

ものと，径20－30cm，深さ20－42cmの規模のものに分けられる。P42－P45は壁を掘り込んでおり，性格は

不明である。

炉　中央部に付設されており，北部は第174号土坑に掘り込まれている。長径120cm，短径〔80〕cmほどの楕円形

と推定される地床炉である。焼土粒子と焼土ブロックが少量で，炉床が少し残存していたが硬化はしていな

い。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
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3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量



遺物　縄文土器及び縄文土器片が，床面及び覆土中から114点出土している。第28図の1は，深鉢土器の口縁

部から胴部にかけての破片で，中央部覆土下層から，2・3は注口土器の注口部片で，2は東部覆土下層か

ら，3は覆土中から出土している。4－7は口縁部片で覆土中から，8・9は胴部片で，8は中央部覆土下

層から，10－15は口縁部片で，15は中央部覆土下層から出土している。16の耳飾り，17・18の石鉄は東部覆

土中から出土している。

第27図　第9号住居跡実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第28図深鉢形土器A〔27．0〕胴部下半から底部を欠損する。4単位の波状口縁で，口縁部文様長石・石英・スコリアP9　　　　　40％

1 碑文土器B〔26．3〕帯は4段の隆起帯縄文と痛の貼付により構成されている。頚部は橙色 覆土下層

沈線下に連続の刻みを施し，第4段目隆起帯縄文と沈線間に綾杉

文が施されている。胴部は攣曲LRLの単節縄文で施文している。

普通 （安行I）

2

注口土器長さ（6．5）注口部片。基部外径3．0cm，内径1．6cm，先端部外径2．0cm，内径長石・石英・スコリアPlO　　　　　5％

縄文土器 1．2cm，基部からやや反り気味に先端部に至る。外面は，ナデ整橙色 東部覆土下層

形されている。 普通 （後期か）

3

注口土器長さ（3．2）注口部片。基部外径3．0cm，内径1．1cm，先端部外径1．5cm，内径長石・スコリアP11　　　　5％

縄文土器 1．0cm，基部からやや反り気味に先端部に至る。外面は，磨きが橙色 覆土中

施されている。 普通 （晩期か）
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図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第 28 図 耳　 飾　 り 1．4 1 ．5 1．2 1．8 ‘ 100 表面及び側面は磨 きが施 されてお り，無文 で D P 2　 覆土中　 長石 ・砂粒

16 あ る。 褐色　 普通 （後期後葉）

図版番号 器　　 種

計　　　 測 一　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第28図17 石　　　 鉄 3 ．2 1．8 0 ．6 3 ．3 チ ャ　ー ト Q 4　 凹基無茎鉄　 東部覆土中

18 石　　　 鉄 2 ．2 1．7 0 ．3 0 ．8 チ ャ　ー ト Q 5　 凹基無茎鉄　 東部覆土中

第28図4－15は縄文土器片の拓影図である04－9は加曽利BⅢ式期に比定される土器である0　4－7は

口縁部片で，4は口縁部に刻みが施され，口縁部及び胴部は条線が施され，頚部は2本の沈線で区画され刺

突文が施文されている。5は口唇部に刻みが施され，太い沈線で区画され，区画内は単節縄文LRが施文さ

れている。6は条線が施文され，7は口縁部及び頸部に刻みが施されている。8・9は胴部片で，8は頚部

に刻みが胴部は上向きの弧線文が施されている。9は縄文地文に沈線が施されている。10－15は口縁部片で，

安行I式期に比定される。10は口縁部に隆帯が貼り付けられ押捺がなされている。11は単節縄文RLの地文

に磨り消しが施され，12は単節縄文RLの地文に沈線による区画がなされている。13は隆帯に押捺がなされ

隆帯直下は粗い条線が施され，14は器面に縦方向の条線が施され，15は単節縄文RLが沈線により区画され

ている。

所見　本跡は，大・小はあるが壁柱穴が壁際を巡る○出土遺物は，加曽利BⅢ式期及び安行I式期の土器が主

体であり，時期もこの範噂であると思われる。

第10号住居跡（第29図）

位置　調査区の中央部，B5i2区。

規模と平面形　南部が調査区城外となっているが，長径5．28m，短径（3・07）mの〔楕円形〕と推定される。

長径方向　N－120－W

壁　壁高は15－34cmで，外傾ぎみに立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　60か所（P1－P60）。新旧の柱列と思われる柱穴が2列検出された。P3－P31は新しく，P32－P60は

古い柱穴と思われる。Plは長径24cm，短径20cm不整円形で，深さ70cm。P2は，径20cmの円形で，深さ64cm。

炉を取り囲むように位置し，規模及び配列から新旧併用の主柱穴と思われる。P3－P31は新しく立て替え

た後の柱列であり，長径18－36cm程の円形及び楕円形で，深さ23－47cm（P8は78cm，P9は74cm，Pllは75

。mと他に比べて深い）である。P32－P60は立て替え前の柱列であり，径14－30cmの円形及び楕円形で，深

さ15－40。m（P。3は60cm，P36は67cm，P47は56cm，P55は61cmと他に比べて深い）である。

炉　中央部に付設されている。径80cm程の円形と推定される地床炉である。焼土粒子及び焼土ブロックが少量

で，炉床が少し残存していたが赤変硬化はしていない。

覆土11層からなる。1－6層は自然堆積であるが，7－11層は暗赤褐色主体の人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　5　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子中量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量　　　6　暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子中量　　　　　　　　　　　7　暗褐色　炭化粒子・焼土粒子少量，ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
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9　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　11暗赤褐色　焼土粒中量，ローム粒子少量

10　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，床面及び覆土中から4，792点出土している。第30図の1は，探鉢形土器の

胴部から口縁部にかけての破片で北部の覆土中から，2は深鉢形土器の胴部から底部にかけての破片で覆土

中から，3は探鉢形土器の胴部から底部にかけての破片で西部の覆土中から正位の状態で，4は浅鉢形土器

の底部から胴部にかけての破片で覆土中から，5は台付鉢の台部片，6・7は浅鉢形土器で6は中央部覆土

中から，8は突起口縁の破片で東部覆土上層から，9は台付土器の台部片で覆土中から出土している。10－

18は，口縁部片でいずれも覆土中から，19・21は胴部片で中央部覆土中から，22・23は赤彩されている。24

・25の磨石，26の石皿は覆土中層から，27の石棒，28の打製石斧は覆土中から出土している。

第29図　第10号住居跡実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

ul．　凸I

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第30図探鉢形土器A〔26．0〕．‘胴部から口縁部にかけての破片。胴部は緩やかに内攣しながら口長石・石英 P12　　　　20％

1 縄文土器B〔35．2〕縁部に至る。口縁部及び頚部は隆帯を貼り付け，指頭による押捺・褐色 北部覆土中

が加えられている。口縁部から胴部にかけて浅い条線が施されて

いる。

・普通 （安行I）．

2

探鉢形土器B（18．3）底部から胴部にかけての破片。底部は小形の平底で，胴部は内攣長石・石英 P13　　　　　20％

縄文土器C　2．6 しながら立ち上がる。底部から胴部下半外面に縦方向の削りが施暗赤褐色 覆土中

されている。胴部はRLの単節縄文で碑文され，沈線区画内が磨

り・消されている。

普通 （後期後菓）

3

深鉢形土器B（7．0）底部から胴部にかけての破片。底部は小形の平底で，胴部は外傾長石・石英 P14　　　　10％

縄文土器C　3．2 して立ち上がる。底部う、ら胴部下半外面に縦方向の削りが施され暗赤褐色 西部覆土中

ている。胴部はRLの単節縄文で施文している。 普通 （後期後菓）

4

深鉢形土器B（6．1）底部から胴部下半にかけての破片。底部は小形の平底で，胴部は長石・石英 P15　　　 5元

縄文土器C　3．7 外傾して立ち上がり，浅い条線が施されている。 暗赤褐色

普通

覆土中

（後期後葉）
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第30図　第10号住居跡出土遺物実測図（1）



C
第31図　第10号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）
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第32図　第10号住居跡出土遺物実測図（3）

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（伽） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第30図台付土器B（4．2）台部から胴部下半の破片。低い台部で「八」の字状に開くと思わ長石・石英・スコリアP16　　　　　5％

5 縄文土器E（1．4）れる。胴部下半は無節縄文Rで施文している。 褐色

普通

覆土中

（後期後菓）

6

浅鉢形土器A〔21．8〕小形の平底で，胴部は内攣し，外傾して口縁部に至る。口縁部下長石・石英 P17　　　　50％

縄文土器BlO．9

C〔5．2〕

に沈線が施されている。 橙色

普通

中央部覆土中

（後期後葉）

7

浅鉢形土器A　20．2 小形の平底で，胴部は外傾して立ち上がり，口縁部に至る。ロ縁長石・石英 P18　　　　50％

縄文土器B　7．7 部以下に隆起帯縄文を2段施し，隆起帯間は磨り消されている。明暗褐色 覆土中

C　6．1 胴部は，横方向の磨きが施されている。 普通 （後期後棄）

8

把　　　手長さ（3．5）環状把手片。隆帯により4区画がなされ，区画内は沈線により楕長石・石英・スコリアP19　　　　　5％

縄文土器幅（3．9）円形及び横位の文様が施されている。 橙色

普通

東部覆土上層

9

異形台付土器B（3．9）台部片で上部欠損。攣曲した台部で，台部下半には2段の隆起帯長石・石英 P20　　　　25％

縄文土器C〔7．8〕縄文を施し，隆起帯間は指頭によってナデ整形し，さらに上下に黒褐色 覆土中

沈線を施している。第1段隆起帯を挟み径0．6cmほどの孔が穿た

れている。

普通 （後期後菓）

図版番号器　　種

計　　　測　　　値
石　　質 備　　　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第31図24磨　　　石12．6 6．8 5．1 605．2 安　山　岩Q6　敵石兼用　一部欠損品　覆土中層

25磨　　　石5．9 6．0 4．9 217．2 安　山　岩Q7　覆土中層

第32図26石　　　皿（8．8）（7．2）（3．2）（154．1）安　山　岩Q8　欠損品　覆土中層

第31匡127石　　　棒（7．8） 3．9 3．6 （166．6）粘　板　岩Q9　欠損品　覆土中

第32図28打製石斧（8．6）（5．5）（1．5）（58．2）凝　灰　岩QlO　分銅形　欠損品　覆土中

第31図10－23は縄文土器片の拓影図である。10－18は口縁部片である。10・11は粗製土器で，器面に縦方

向の条線が施されている。12・13・14は縄文帯同が磨り消され，癌状の突起が貼り付けられており，15は突

起の下に孔が穿たれている。16・17・18は縄文帯同が磨り消されている。19は単節縄文RLの地文に磨り消

しが施されている。20は刻文帯上に癌が付されている。21は縄文帯間が磨り消され，斜位の条線は沈線区画

内の磨消帯が直線的に垂下している。22・23は赤彩が施されている。

所見　本跡は，住居の建て替えを行ったと思われる2列の壁柱穴跡が検出された。時期は，出土遺物から縄文

時代後期（安行I式期）と思われる。
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第12号住居跡（第33図）

位置　調査区の中央部，B4i5区。

規模と平面形　ローム層への掘り込みはほとんどなく，覆土が削平されており，規模及び平面形は不明である。

長径方向　不明。

炉　北部の一部が撹乱により削られている。平面形は長径68cm，短径〔60〕cmの楕円形で，床面から36cm掘り込

まれた地床炉である。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗　赤　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量
2　赤　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック多量

3　赤　褐　色　焼土大・中ブロック多量
4　にぷい赤褐色　炉床面下の火熱を受けた層

遺物　縄文土器及び縄文土器細片が，炉及び炉周辺から99点出土している。第33図の1－3は，口縁部片及び

胴部片で炉周辺の床面から出土している。

／撹乱、
＿　④

旦13．2m

二幸「
0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第33図　第12号住居跡・出土遺物実測拓影図

0 10cm

】　　　；　　　！

第33図1－3は縄文土器片の拓影図である。1は粗製土器で，2・3は沈線により文様が構成され，3は

列点文が施されている。

所見　本跡は，壁の立ち上がり及び床の広がりとピットを確認できなかったが，炉周囲の床面と炉1基を検出

したことによって，竪穴住居跡であると判断した。時期は，出土遺物から縄文時代晩期（安行ⅢC式期）と

思われる。

第14号住居跡（第34図）

位置　調査区の中央部，B4j4区。

重複関係　本跡は，第3号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　ローム層への掘り込みはほとんどなく，覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえ

ることができず，規模平面形は不明である。

長径方向　不明。

炉　南部を第3号溝により掘り込まれている。平面形は長径80cm，短径〔64〕cmの楕円形で，床面から22cm掘り

込まれた地床炉である。炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
2　赤褐色　焼土小・中ブロック多量

3　褐　　色　炉床面下の火熱を受けた層

遺物　縄文土器及び縄文土器細片が，炉及び炉周辺から821点出土している。第34図1は，鉢形土器で炉脇の

覆土中から，2は異形台付土器の台部片で炉内から，3の口縁部片，4の胴部片も炉内から出土している。

5の石皿の破片は炉内，6の浮子は炉脇から出土している。
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第3咽　第14号住居跡・出土遺物実測・拓影図

第14号住居跡出土遺物観察表

⊂）
0　　　　　　　　　　　10cm

⊆二一一一十　　二∃

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 音 形 及　び 文 様 の　特 徴 胎土・色調・焼成

≠・スコリア

備　　　 考

P21　　　 60％
第34 図 鉢形土器 A 〔14．3〕 椀状で内攣しながら□綾部に至る0 口縁部は平緑で，内面ナァ， 長石・石央

炉脇覆土中

1 縄文土器 B　6．5 外面横方向の削りで整形されている。 褐色

普通
（安行Ⅲ）

台部片。攣曲した台部で2段の刻みが施され・上下2個の径0・4 長石・スコリア P22　　　 10％

2

異形台付土器 B （2．6）

縄文土器 C （3．7）cmほどの孔が穿たれている。 明赤褐色

普通

炉内

（安行Ⅲ）

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（） 幅（cm）

（5．6）

厚さ（cm）

（4．5）

3．4

重量（g）

（60．0）

21．9

第34図5 皿

cm

（4．3）
安　山　岩

軽　　　 石

Qll 欠損品　炉内

石
Q12　炉脇

6 淳　　　 子 4．8 4．9

第34図3・4は縄文土器片の拓影図である03はロ縁部で，貼癌には横位の刻みがなされ，刻文帯にはブ

タ鼻状の壇が貼り付けられている04は胴部片で，刻文帯にはブタ鼻状の癌が貼りつけられている0

所見本跡は，壁の立ち上がり及び床の広がりとピットを確認できなかったが，炉周囲の床面と炉1基を検出

したことによって，竪穴住居跡であると判断した0時期は・出土遺物から縄文時代後期（安行Ⅱ式期）と思

われる。

第15－A号住居跡（第35図）

位置　調査区の中央部，B4il区。

重複関係本跡は，中央部で第15－B号住居跡・東部で第16号住居跡を掘り込んでおりいずれの遺構よりも本

跡の方が新しい。

規模と平面形　長径4・33m，短径3・87mの楕円形である。
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長径方向　N－200－W

壁　壁高は16－30cmで，外傾ぎみに立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット10か所（Pl－PlO）。Pl～P7は，長径20～40cm，短径20～26cmの不整円形で，深さ33－54cm。規模及

び配列から主柱穴と思われる。P8－PlOの性格は不明である。

炉　北部に付設されている。長径66cm，短径60cmの不整円形で，床面から10cm掘り込まれた地床炉である。炉

床面は，火熟を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　時赤褐色　焼土小・中ブロック中量，焼土粒子少量

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，焼土中・中ブロック・炭化　2　暗褐色　ローム粒子中量
物粒子少量

遺物　本跡の全域にわたる床面と覆土中及び炉内から，縄文土器片20，603点が出土している。第36図の1－4

一一′

／

／

／一一一　　一一一　　　　　　　　、　、

、、

＼

sl158　　　　　　　＼

第35図　第15－A・B号住居跡実測図
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第36図　第15－A号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第38回　第15－A号住居跡出土遺物実測図（3）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　」

は，探鉢形土器の口縁部片で，1は南部覆土上層から，2は北部床面から，3は西部覆土中から，4は炉内

から出土している。5・6は台付鉢の台部から胴部にかけての破片で，5は中央部覆土中から出土しており

台部底面は赤彩されている。6は，北部床面から出土している。7・8は浅鉢形土器で中央部覆土中から，

9は注口土器の注口部で，中央部覆土下層から出土している。10は手程土器で北部中層から，1卜23は探鉢

形・浅鉢形土器の口縁部片で，11・12は北部床面から，13は東部床面から，14は南部覆土中から，15・16は

南部床面から，17－19は南部覆土中から，20は北部覆土中から，21は中央部覆土下層から出土している。22
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・23は大洞系の土器片で，22は東部覆土中から，23は南部覆土中から出土している。24－32は，南部覆土上

層から出土しており，流れ込みと思われる033－39は耳飾りで，33・34は北部覆土中から，35は西部床面か

ら，36～39は東部覆土中から出土している040－42は土版で，40は東部床面から，41は覆土中から・42は北

部床面から出土している。43－45の円板は，いずれも南部覆土中から出土している046のスタンプ形土製品

は南部覆土中から，47・48の動物形土製品は，東部覆土中から出土している。49の不明土製品は，覆土中か

ら出土している。50の磨石，51の凹石，53の小玉は南部床面から，52の石剣は北部壁際の床面から出土して

いる。

第15－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 酪 図 探鉢形土器 Å〔24．0〕 胴部から口縁部にかけての破片。内攣 して口縁部に至る。内面ナ 長石・石英・スコリア P 23　　　 2d％

1 縄 文 土 器 B 〔14．5〕 デ；外面削り後ナデで整形 されている。 橙色

普通

南部覆土上層

（安行Ⅲb）

2

深鉢形土器 A 18．4 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣 しながら立ち上がり， 長石・石英・スコリア P 24　　　　 30％

縄 文 土 器 B （7．5） 口縁部はやや外反する。胴部は横位に連続するS字状沈線が施 さ にぷい橙色 北部床面

れている。口縁部は斜位の沈線により文様を構成し，無節縄文L

で施文 している。

普通 （安行Ⅲa）

3

深鉢形土器 A 〔18．0〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣 しながら立ち上がり， 長石 ・石英 P 25　　　　 25％

縄 文 土 器 B （20．8） 口縁部はやや外反する。胴部上半は地文に単節縄文R L が施文さ にぷい黄褐色 西部覆土中

れ2段の縄文を押圧 し，下半部は削 りで整形されている。口唇部

は小突起を有 し，口縁部と胴部の間は磨 り消 しが施されている。

普通 （安行Ⅲa ）

4

探鉢形土器 A 〔18．7〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣して口縁部に至る。・ 長石・石英・スコリア P 26　　　　 20％

縄 文 土 器 B （11．3） 内面ナデ，外面削 り後ナデにより整形されている。 にぷい褐色

普通

炉内

（軍行Ⅲa）

5

台 付 土 器 B （5．7） 台部から胴部下半の破片。胴部は緩やかに外傾 して立ち上がる。 長石 ・石英 P 27　　　　 10％

縄 文 土 器 E （0．9） 低い台部で 「八」の字状に開くと思われる。台部底面に赤彩が施 褐色 中央部覆土中

P 28　　　　 10％

ざれている。 普通

6

台 付 土 器 B （4．2） 台部から胴部下半の破片。胴部は緩やかに外傾 して立ち上がる。 長石 ・石英 ・砂粒

縄 文 土 器 低い台部で 「八」の字状に開くと思われる。 スコリア

黄橙色　 普通

北部床面

7

浅鉢形土器 A 19．2 平底で，胴部は外傾して立ち上がり口縁部に至る。口縁部に小突 長石・石英・スコリア P 29　　　　 90％

縄 文 土 器 B　 5．1

C　 8．6

起を有する。内面ナデ，外面削り後ナデにより整形されている。 明赤褐色

普通

中央部覆土中

（晩期前葉）

8

浅鉢形土器 A 〔20．β〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣 し，口縁部は外傾す 長石 ・石英 P 30　　　　 30％

縄 文 土 器 B （8．2） る。口唇部に小突起を有する。ロ縁部は横位 と斜位の沈線を施 し， にぷい橙色 中央部覆土中

単節縄文L R で施文している。胴部は削り後ナデにより整形 され

ている。

普通 （晩期前葉）

9

注 口 土 器 長さ（7．0） 注口部片。基部外径3．4cm，内径2．3cm，先端部外径1．7cm，内径 長石・石英・スコリア P 31　　　　 5 ％

縄 文 土 器 1．0。m，基部からやや反り気味に先端部に至る。外面ナデにより 浅黄橙色 中央部覆土下層

P 32　　　 100％

整形されている。 普通

10

手 程 土 器 A　 5．1 丸底で，胴部は内攣 しながら立ち上がる。内 ・‾外面に指頭による 長石 ・石英

縄 文 土 器 B　 3．2

C　 l．8

整形痕が残されている。 にぷい赤褐色

普通

覆土中層

図版番号 器　　 種

計　 測　 値 （。ふ） 重　 量

（g ）

現存率

（％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大長 最 大幅 最大厚

第 37 図 耳　 飾　 り 2 ．．6 2．7 1．7 8 ．8 10 0 滑車形 。表面 は沈線 によ り文様 が構成 されて D P 3　 北部覆土 中

33
お り，赤彩 されている。表面 及び側面 は磨 き 長石 ・石英　 褐灰色

が施 されている。 良好 （晩期前葉）

34

耳　 飾　 り 2 ．4 2．3 1．4 3．0 1 00 滑車形 。透か し彫 りで，表面 に孔 があ り刻み D P 4　 北部覆土 中

目と沈線に より文様 が構 成 され，赤彩 されて 長石 ・石英　 褐灰色

いる。表面及び側面は磨 きが施 されている。 良好 （晩期前葉）
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図版番号 甲　 種

計　 測　 値 （cm） 重　 量

（．g ）

現存率 ・

（％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大畢 最大幅 最大厚

第 37 図 耳　 飾　 り 3．3 3．2 1．6 13．0 109 環形。内径1 ．1cm。車両に 3 か所の小突起があ D P 5　 西部床面

35 り，刻 み目が施 されている。 長石 ・パ 手ス　 褐色

普通 （晩期前葉）

36

耳　 飾　 り 〔6 ．9〕 〔6．7〕 〔1．8〕 （13．6） 25 滑車 形。内径 〔3・1〕cm 。表 面 に嘩及 び貼 り付 D P 6　 東部覆土 中

けに刻 み 目を施 し文様 を構成 してい る。 長石 ・スコリア　 にぷい褐色

普通 （後期後葉）

37

耳　 飾　 り 〔8 ．1〕 〔8．1〕 ．2 ．1 （11．5） 25 滑 車形。 内径 〔5．4〕cm で無文。表面 及び側 面 ‘D P 7　 東部覆土 中

は磨 きが施 されている。 長石 ・スコリア　 褐色

良好 （後期後菓）

38

耳　 飾　 り 〔6．0〕 〔6 ・．0〕 2 ．1 （5．2） 20 環 形。内径 〔4 ．9〕cm で無文。内面 に沈線 が 1 D P 8　 東部 覆土 中

本巡る。表面及び側面 は磨 きが施 きれている。長石 ・石奥　 灰褐色

普通 （後期後葉一晩圃前葉）

39

耳　 飾　 り 〔5．5〕 〔5 ．3〕 1．7 （4 ．0） 20 環形 。内径 臼．0〕cm。刺突文 2 個が 1 組で 4 か D P 9　 東部 覆土 中

所文様が施 されている と思われる。刺突文 は 長石 ・石英　 黒褐色

赤彩 されてい る。 普通 （後期後葉一晩期前葉）

40

土　　　 版 6＿．7 4 ．9 1．9 甲 ・6 1 00 楕円形 を呈 し，表面は弧線状沈線に より文様 D P lO　東部 床面

が構成 されてい る。裏面は無文である。 長石　 褐色

普通

41

土　　　 版 5．5 3 ．3 1．9 3 6．9 100 楕円形 を呈 し，表面 は弧線状沈線に より文様 D P ll 覆土 中

が構成 されてい る。裏面 は無文である。側 面 長石　 褐色

に 2 本の沈線が施 されてい る。 普通

42

土　　　 版 （5．9） 7．2 3．0 （84．2） 20 長方形 を呈 し，表 ・裏面 とも．に弧線状沈線に D P 12　 東部 床面

よ．り文様が構成 されてい る。両面は，丁寧 に 長石 ・石英　 褐色

磨か れているd 普通

43 ・土 製 円 板 6．0 5．1 0．9 30．9 100 表面 に単節縄文 L R 。 D P 13　 南部覆土中

44 土 製 円 板 5．4 5」1 1 ．0 26．7 10 0 表面 に条線女。 D P 14　 南部覆土中

45 土 製 円 板 5．1 4．3 1 ．1 24．3 10 0 無文。 p P 15　 南部覆土 中

46 ス タンプ形 1 ．8 1．8 1 ．9 6 ．1 10 0 表面 は円形 の貼 り付 け文様 を構成 し，側面及 D P 16　 南部覆土 中

土　 製　 品 び裏面 は，丁寧 に磨 かれている。 長石　 褐色　 普通

47 動物形土製畠 （3‾．9） （3．5） 3 ．9 （28 ．3） 50 体部 の下 半両足 にかけての破片。 ナデによ り D P 17　 東部覆土 中

整形 されている。 長石 ・パ ミス　 褐色　 普通

48 動物形土製品 （2 ．2） （3．4） 2 ．7 （16 ．9） 30 体部 の下 半の破 片。粗雑 である。 D P 1 8　東部覆土 中

長 石　 褐色　 普通

49 不 明土製品 2 ．4 2．5 2 ．5 15 ．8 10 0 表 ・裏 ・側 面 ともに磨 きが施 され整形 されて D P 1 9　覆土 中

いる。 長石　 褐色　 良好

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 軍量 （g ）

第38図50 磨　　　 石 6 ．0 5 ．7 3 ．7 19 0．3 安　 山　 岩 ・ Q 13　南部床面

．51 凹　　　 石 ，（18 ．8） （11．6） 11．4 ＿ （193 2．5） 安　 山　 岩 Q 14　石血兼用　 欠損 品　 南部床面・

52 石　　　 剣 （14 ．6） 3 ．9 1．9 （14 0．8） 緑 ．泥 片 岩 Q 15　 欠損 畠　 北部壁際床面 ．

53 ．小　　　 玉 ．＿1 ．2 1．3 1．0 2．0 硬　　　 玉 Q 16　径0 ．6cmの通孔　 南部床面

第36図1ト13，第37図14－32は縄文土器片の拓影図である01ト21は口縁部及び胴部上半にかけての破片

である。1ト13・18は突起を有し，11は縄文地文が磨り消され，沈線により曲線的文様が措かれており，12

・13は粗製土器で平行沈線が施されている。18は貼痛に刻みが施されている。14は縦位の2段の癌及び隆帯

は押捺がなされている15－17は波状口縁部の波頂部片で，頂部の突起には貼癌に刻みが施されている019は
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隆起帯縄文に貼癌が付され，20は口縁部直下から単節縄文RLの地文が沈線により区画され磨り消され，21

は粗製土器で沈線により区画され，区画内は刻みが施されている。22・23は大洞式の影響が見られる土器で，

大洞BC式並行と思われる。24－32は流れ込みと思われる土器である。24－27は口縁部片で，24・25は隆帯

に刻みが施され，26は粗製土器で斜位の条線が施文されている。27は三叉文が施されている。28－30は胴部

片で，28は沈線区画内に粗い刻みが施され，29・30は貼癌が付され，29は隆起線上には刻みが施され，30は

楕円区画内は磨り消されている。31・32は沈線区画内は細かく刺突されている。

所見　本跡は，3軒の住居跡が重複しており流れ込みの遺物もある。時期は，安行Ⅲaから安行ⅢCまでの遺

物が出土しており縄文時代晩期としておきたい。

第15－B号住居跡（第35図）

位置　調査区の中央部，B4il区。

重複関係　本跡は，西部を第7号住居跡，中央部を第15－A号住居跡，東部を第16号住居跡に掘り込まれてい

ることから，いずれの遺構より古い。

規模と平面形　本跡は，西部と中央部と東部で他の住居跡に掘り込まれており，また，覆土が削平されている

ため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。しかし，遺物の広がり等から長径〔5．65〕m，短径

〔5．33〕mの〔楕円形〕と推定される。

長径方向〔N－200－W〕

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　6か所（P11－P16）。Pllは長径34cm，短径30cmのほぼ円形で，深さ73cm。P12は長径38cm，短径32

cmのほぼ円形で，深さ88cm。P13は長径40cm，短径34cmのほぼ円形で，深さ115cm。P16は長径38cm，短径34

cmのほぼ円形で，深さ85cm。規模及び配列から主柱穴と思われる。P14は長径32cm，短径28cmのほぼ円形で，

深さ35cm。P15は径26cmの円形で，深さ44cm。P14はP13に，P15はP16に近接しており，補助柱穴の可能性

がある。

遺物　出土遺物は，ごく僅かである。第39図の54は，縄文土器の探鉢形土器の口縁部から胴部にかけての破片

で南部覆土下層から出土している。55の磨石は南西部床面から，56の磨石は南東部床面から，57の敵石は北

部覆土下層から，58の石皿は南東部床面から出土している。

第15－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ，種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 39 図 深鉢形土器 A　27．0 胴部下半から口縁部にかけての破片。胴部は緩やかに外噂 して立 長石 P 33　　　　 55％

54 縄 文 土 器 B （28．1） ち上がり，内攣 しなが ら口縁部に至る。微隆起線区画内は，横位 浅黄橙色 南部覆土下層

・縦位 ・斜位の単節縄文が施され，口縁部直下まで縄文が施され

ている。

普通 （加曽利E Ⅲ）

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm）l重量 （g ）

第39図55 磨　　　 石 9．3 6．3 6．0 57 9．6 安 ・山　 岩 Q 1 7　南西部床面

56 磨　　　 石 6．3 6．1 （3．0） （14 6．3） 安　 山　 岩 Q 1 8　欠損品　 南東部床面

57 敲　　　 石 4 ．3 4．4 2．8 ‘6 9．4 チ ャ　ー ト Q 2 0　北部覆土下層

58 石　　　 皿 14 ．2 9．5 4．5 62 3．7 安　 山　 岩 ・Q 2 1 四石兼用　 南東部床面
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くつ
第39図　第15－B号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡は，中央部を第15－A号住居跡に掘り込まれており炉は確認できなかった。時期は，出土遺物から

縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）と思われる。

第16号住居跡（第40図）

位置　調査区の中央部，B4j2区。

重複関係　本跡は，西部で第15－A号住居跡に掘り込まれている。同じく，西部で第15－B号住居跡を掘り込

んでいる。第15－A号住居跡よりは古く，第15－B号住居跡よりは新しい。

規模と平面形　本跡は，西部が第15－A号住居跡に掘り込まれ，また，覆土が削平されているため，壁の立ち

上がりをとらえることができなかった。遺物の広がり及びピットの配列から，径〔5．90〕mの〔円形〕と推定さ

れ，北東部に柄部長1．5m，最大幅1．4mの柄部の付く柄鏡形住居跡である。

主軸方向〔N－430－E〕

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　22か所（Pl－P22）。Plは径28cmの円形で，深さ67cm。P2は径28cmの円形で，深さ51cm。P3は長径54

cm，短径44cmの楕円形で，深さ102cm。P4は長径44cm，短径40cmのほぼ円形で，深さ86cm。P5は長径50cm，
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第40図　第16号住居跡実測図
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短径32cmの楕円形で，深さ54cm。P6は径28cmの円形で，深さ97cm。規模にばらつきはあるが配列から主柱穴

と思われる。P7・P8・P9は深さ60－85cmの円形で，入口部に位置する同じタイプの柱穴であり柄部に伴う

と思われる。P19－P22は，柄部の←八」字形の港内に掘られており，出入り口施設に伴う柱穴と思われる。

PlO－P18は性格不明である。

炉　中央部に付設されている。南西部を第15－A号住居跡に掘り込まれているが，径〔74〕cmの円形で，床面か

ら20。m掘り込まれた地床炉である。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している0

炉土居解説
1暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　赤褐色　焼土大ブロック・焼土粒子多量

3　赤褐色　炉床面下の火熱を受けた層

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，細片で器形のわかるものは少ないが，覆土中から床面にかけて8，000点出

土している。第41図の1は，深鉢形土器の口縁部から胴部にかけての破片で北部床面から出土している02

は，異形台付土器の台部片で流れ込みと思われる03はロ縁部片で覆土中から，4は胴部片でP7覆土下層か

ら出土している。5の磨石はP16から，6の磨石は覆土中から，7の石棒は中央部床面から出土している0

第41回　第16号住居跡出土遺物実測・拓影図

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 4 1 図 探鉢形土器 B （26 ．8） 底部 から胴部 にか けての破片。底部 は小形の平底で，胴部 は外傾 長石 ・パ ミス P 3 4　　　　 7 0％

1 縄 文 土 器 C （6 ．郎 して立 ち上が る。底部か ら胴部下半外面 に縦方 向の削 りが施 され にぷい橙色 北部床 面

ている。胴部 は無節縄文 R で施文 してい る。 普通 （堀之 内 I ）
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図版番号 1器　　 種 計測値（cm） 器 ‘形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 41 図 異形台付土器 D （5．8） 台部片 。攣 曲した台部 で 2 段の刻みが施 され，上下 2 個 の径0．5cm 長石・石英・スコリア P 35　　　　 15％

2 縄 文 土 器 E （．3．3） ほ どの孔 が穿たれている。 黒褐色

普通

霞土 中

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　　 考　 ＿
長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第41図 5 磨　　　 石 6．7 （5．2） 4．7 （17 9‾．1） 安　 山　 岩 Q 22　 欠損品　 P 16内

6 磨　　　 石 ‾ （5．6） 6．7 （3．9） （150 ．7） 安　 山　 岩 Q 23　 欠損 品　 覆土 中

7 石　　　 棒 （6．8）－ 3．2 2．2 （ら0 ．2） 粘　 板　 岩 Q 24　 欠損 品　 中央部床面

第41図3・4は縄文土器片の拓影図である。3は口縁部直下から縄文地文が沈線により区画され，区画内

は磨り消されている。4は粗い条線が施されている。

所見　本跡は，「八」字形に開く柄部をもつ柄鏡形住居跡である。時期は，住居の形態及び出土遺物から縄文

時代後期（堀之内I式期）と思われる。

第17号住居跡（第42図）

位置　調査区の中央部，B4gl区。

重複関係　本跡は，南部で第5号方形周溝

墓に掘り込まれている。南東部で第31号

住居潮；・第136号土坑を掘り込んでいる。

第5号方形周溝墓より古く，第31号住居

跡・第136号土坑より新しい。

規模と平面形　本跡は，北部が調査区域外

に延びており，また，覆土が削平されて

いるため，壁の立ち上がりをとらえるこ

とができなかった。規模及び平面形は不

明であるが，南部に柄部長1．3m，最大

幅1．4mの柄部の付く柄鏡形住居跡であ

ると思われる。

主軸方向　N－150－W

床　やや凹凸があり，全体的に締まりがな

い。

ピット13か所（P1－P13）。Plは長径32

旦13．2m

＞1√
0

第42図　第17号住居跡実測図

2m
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」

cm，短径24cmの楕円形で，深さ20cm。P2は径44cmの円形で深さ34cm。配列から主柱穴と思われる。P7は長

径46cm，短径22cmの楕円形で，深さ50cm。P8は径46cmの円形で，深さ60cm。P9は長径36cm，短径20cmの楕

円形で，深さ38cm。PlOは長径64cm，短径40cmの楕円形で深さ60cm。いずれも柄部の港内に掘られており，

出入り口施設に伴う柱穴と思われる。Pll～P13は性格不明である。

炉　北部が調査区城外で確認できなかった。

遺物　出土遺物が少量で，いずれも細片で器形のわかるものはほとんどない。第43図の1－5は，深鉢形土器

及び鉢形土器の口縁・胴部片で覆土中から出土している。6の土製円板，7の磨石，8の打製石斧，9の浮
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いずれも覆土中から出土している。

C∠二と＝〕6

第43図　第17号住居跡出土遺物実測・拓影図

第17号住居跡出土遺物観察表

3　　－－∴禦き「F

⊂⊃　9

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿　　；　　二」

図版番号器　　種

計　測　値（m） 重　量

（g）

現存率

（％）

器形及び文様の特徴 備　　　　　　 考

最大長最大幅最大厚

第43図6 土製円板 5．2 5．2 1．5 35．2 100 表面隆起帯刻み呂。沈線と単節縄文。 DP20　覆土中

図版番号器　　種

計　　　 測　　　 値
石　　質 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第43図7 磨　　　 石 7．4 6．8 4．2 273．7 安　山　岩Q25　敵石兼用　覆土中

8 打製石斧 （9．0） 5．8 2．5 （133．6）凝　灰　岩Q26　分銅形　欠損品　覆土中

9 浮　　　 子 6．0 5．0 2．9 22．9 軽　　　 石Q27　覆土中

第43図1－5は縄文土器片の拓影図である01は突起を有し楕円区画内は磨り消されており，2は波状□

縁部の波頂部で，波頂部下の貼痛には刻みが施されている。3は沈線区画内は刻みが施され，4は入り組み

状の曲線が見られる。5は隆帯上に貼癌が付されている。

所見　本跡は，覆土が削平されて壁の立ち上がりをとらえられずに，平面形は柄鏡形住居跡の柄部のみが確認

できただけであった。時期は，出土遺物が少量で細片ばかりであるが，縄文時代晩期（安行Ⅲb式期）と思

われる。
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第18号住居跡（第44図）

位置　調査区の西部，B3h9区。

重複関係　本跡は，北部を第21号住居跡・第135号土坑に掘り込まれている。第132号土坑と重複しているが本

跡の方が新しい。南西部で第19号住居跡・第133・134号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　壁の立ち上がりは，東部及び南部でしかとらえられなかったが，長径〔6・00〕m，短径〔5・60〕m

の〔楕円形〕と推定される。柄部長およそ1．7m，最大幅1．3mの柄部の付く柄鏡形住居跡である○

主軸方向〔N－220－W〕

壁　壁高は6－10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット16か所（P1－P16）。Plは径42cmの円形で，深さ72cm。P2は径40cmの円形で，深さ80cm。P3は長径

48cm，短径36cmの楕円形で，深さ70cm。P4は長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さ65cm。規模にばらつき

はあるが，配列から主柱穴と思われる。P5－P16は性格不明である。

炉　中央部に付設されている。北西部を第21号住居跡に掘り込まれているが，径〔180〕cmの円形で，床面から

14cm掘り込まれた地床炉である。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1黒褐色　焼土粒子多量，焼土中・中ブロック中量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・中ブロック少量

3　時赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック多量

覆土　5層からなる。不自然な堆積状況で，人為的に埋め戻していると思われる。

土層解説
1暗褐色　炭化粒子・焼土粒子・ロームブ小ロック・ローム粒子微量　4　暗褐色　炭化粒子・焼土粒子・ローム粒子微量

2　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量　　　　5　暗褐色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロ‾

3　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　ム粒子微量

遺物　本跡の全域にわたる床面及び覆土中から，縄文土器及び縄文土器片が6，255点出土している。第45図の

1は深鉢形土器の口縁部片で東部覆土中から，2・3・4・5は探鉢形土器で，2はP2の覆土下層から，

3は炉内から，4・5は南部覆土中から，6・7は手淫土器で，6は南東部壁際の覆土中から，7は南東部

覆土下層から出土している。8・9・10は探鉢形土器の口縁部片で，8は中央部覆土下層から，9は東部覆

土下層から，10は覆土中から出土している。11は胴部片で，覆土中から出土している。12－16は耳飾りで，

12・14・15は南部床面から13は東部床面から，16は東部覆土中から出土している。17・18は不明土製品で，

17は南部覆土中から，18は南部床面から出土している。19の磨石は東部覆土中から，20の石皿は南部覆土中

から，21の勾玉，22の小玉は南部床面から出土している。

第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 45 図 深鉢形土器 A 〔31．6〕 胴部は内攣 しながら立ち上がり，上位でくびれや．や外傾 して口縁 長石 ・石英 P 36　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B 〔18．7〕 部に至る。5 単位の波状口縁で，口縁部外面に隆起帯縄文が施さ にぷい赤褐色 東部覆土中

れ，波頂部には刻みを加えた突起，波底部には縦長の刻みを加え

た突起が貼 り付けられている。胴くびれ部に隆起帯に刻み目を3

本巡らし，三角文様が作 られ，区画内は磨り消ざれている。隆起

帯の刻み目文が接続する要所にはブタ鼻状の痛が貼 り付けられて

いる。くびれ以下の胴部中位は無節縄文R で施文し，縦刻みを加

えた横長貼痛が2段に施されている。

普通 （安行Ⅱ）

1
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第44図　第18・19・21号住居跡実測図
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第45図　第18号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第45園深鉢形土器A16．4小形の粗製深鉢形土器。底部は小形で平底である。胴部は様やか長石・石英・礫
P37　　　　70％

2 縄文土器B18．0に内攣し，ロ緑部はやや外傾して立ち上がる。□綾部から胴部に明褐色 PZ覆土下層

C　2．4は右下がりに斜行する粗い条線が施され，2段の沈線間に刻みが

巡り，文様が分断されている。

普通 （安行I）

3

深鉢形土器A〔20．2〕胴部上半から口縁部にかけての破片。口縁部から胴部には右下が長石・石英・スコリアP38　　　　20％

縄文土器B（11．4）りに斜行する粗い条線が施され，口綾部には横位の沈線が巡る。褐色

普通

炉内

（安行Ⅲ）

4

探鉢形土器A〔26．0〕胴部上半から□縁部にかけての破片。胴部は緩やかに内攣しなが長石・スコリアP39　　　　10％

縄文土器B（11．5）ら□縁部に至る。口縁部から胴部は粗い条線が施され，棒状工具赤褐色
南部覆土中

押圧文により文様が構成されている。 普通 （安行Ⅲ）

5

深鉢形土器A〔13．1〕胴部上半から口縁部にかけての破片。胴部は緩やかに内攣しなが長石 P40　　　　20％

縄文土器B（8．3）ら□縁部に至る。折り返しにより□縁部は肥厚している。胴部は橙色 南部覆土中

右下がりに斜行する条線が施されている。 普通 （安行Ⅱ）

6

手捏土器A　2．6丸底で，胴部は外傾しながら立ち上がる。内・外面に指頭による長石・石英 P41　　　100％

縄文土器B　l．4

C　O．4

整形痕が残されているが粗い。 橙色

普通

南東部壁際覆土中

7

手捏土器A　2．5丸底で，胴部は外傾しながら立ち上がる。内・外面に指頭による長石・スコリアP42　　　100％

縄文土器B　1．2

C　l．3

整形痕が残されているが粗い。 橙色

普通

南東部覆土下層

図版番号器　　種

計　測　値（cm）重　量

（g）

現存率

（％）

器形及び文様の特徴 備　　　　　考

最大長最大幅最大厚

第45回耳　飾　り7．5 －1．8 （52．1．）90 滑車形。内径4．1cm。無文で裏面が深く凹んDP21南部床面

12 でいる。 長石　褐色　普通（後期後葉）

－55－



図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
器 ・形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第 45 図・耳　 飾　 り 5．9 2 ．2 5 6．9 100 滑車形 。内径 2．6cm 。無文で裏面 が浅 く凹 ん D P 2 2　東部床面

13 でいる。 長石 ・石英　 明褐色

普通 （後期後葉）

14 耳　 飾　 り 2 ．4 － 1 ．2 4 ．2 1 00 小形の環 形。内径1 ．8cm 。無文で粗雑 である。 D P 2 3　南部床面

長石・礫　褐色　 獣亀 （後期後葉）

15 耳　 飾　 り 2 ．2 － 1．7 7 ．3 1 00 小形 の環形。内径1．0cm。無女で外面はナデ整 D P 2 4　南部床面

形 されている。 長石　 褐色　 普通 （後期後葉）

16 耳　 飾　 り 7 ．2 1 ．9 （10 ．6） 15 滑車形。 内径 〔4 ．9〕cm 。無文で表面 及び側面 D P 2 5　東部覆土 中

は磨 きが施 されている。 長石 ・石英　 褐色　 普通

（後期後菓）

17 不明土製品 4 ．1 4．1 2 ．8 （46 ．5） 95 表 ・裏 ・側面 ともに粗雑で ある。 D P 2 6　南部覆土 中

長石　 黒褐色　 普通

18 不明土製品 （3 ．2） 2．‾1 2 ．0 （15 ．1） － 3 段 の太 い沈線 が巡 る。粗雑であ る。 D P 2 7　南部床面

長石 ・礫　 褐色　 普通

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石 ．質 備　　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第46図19 磨　　　 石 11 ．7 7 ．9 5．0 7 20 ．3 安　 山　 岩 Q 28　敲石兼用　 東部覆土中

20 石　　　 皿 （4 ．6） （9 ．2） 4 ．8 ．（14 7．2） 安 ’山　 岩 rQ 2 9　 欠損品　 南部覆土中

21 勾　　　 玉 2 ．8 （1 ．6） （0．9） （4 ．5） 滑　　　 石 Q 30　一部欠損　 南部床面

22 小　　　 玉 0 ．9 1．0 0．4 0 ．3 滑　　　 石 Q 31 南部床面

第45図8－11は縄文土器片の拓影図である。8－10は口縁部片で，8・9は口縁部直下及び胴部上半に刻

文帯が巡り，口縁部には下向き弧線状の条線が施されている。10は波状口縁部の波頂部片で，波頂部下には

ブタ鼻状の癌が貼りつけられている。11は刻文帯上にはブタ鼻状の癌が貼りつけられている。

所見　本跡は，3軒の住居跡が重複しており流れ込みの遺物もあるが，時期は，床面の出土遺物から縄文時代

後期（安行Ⅱ式期）と思われる。

第19号住居跡（第44図）

位置　調査区の西部，B3i8区。

重複関係　本跡は，北部で第21号住居跡，第124・126号土坑，東部で第18号住居跡，南西部で第130・131号土

坑，中央部で第127・128号土坑，南部で第129・134号土坑に掘り込まれている。いずれの遺構よりも本跡が

古い。

規模と平面形　壁の立ち上がりは，西部及び南部でしかとらえられなかったが，長径〔5．85〕m，短径〔4・34〕m

の〔楕円形〕と推定される。

長径方向〔N－370－W〕

壁　壁高は8－10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　5か所（P1－P5）。Plは長径52cm，短径48cmの円形で，深さ65cm。P2は長径50cm，短径38cmの楕円

形で，深さ72cmの楕円形。規模及び配列から主柱穴と思われる。P3は径26cmの円形で，深さ25cm。P4は径

20cmの円形で，深さ64cm。規模及び位置関係から補助柱穴と思われる。P5は性格不明である。

炉　第18号住居跡と8基の土坑に掘り込まれており，炉は確認できなかった。
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覆土　2層からなる自然堆積である。

土居解説

1暗褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量　　　　　　2　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

遺物　全域の床面及び覆土中から，縄文土器及び縄文土器片が1，013点出土している。第47図の1は，深鉢形

土器で中央部床面から，2－9は胴部片及び口縁部片で，2は中央部覆土中から，3は西部覆土中から出土

している。4・5・6・8は中央部覆土中から，7・9は西部覆土中から出土している。10の磨石は覆土中

から，11の浮子は，中央部覆土中層から出土している。

くこ○
第47図　第19号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 嘩 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考 ’

第 47 図 探鉢形土器 B （26．0） 底部から胴部にかけての破片。底部は平底で，胴部はやや内攣し 長石 ・石英 P 43　　　　 40％

1 縄 文 土 器 C lO．0 て立ち上がる。‘胴部は洗練で帯状に 「J」字文を措き，区画内は にぷい橙 中央部床面

縄文が施され区画外は磨 り消されている。胴部下半は無文である。 普通 （称名寺 I）

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値 ，

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第47図10 磨　　　 石 （7．7） （6．6） （4．4） （21 6．3） 安　 山　 岩 Q 32　 欠損品　 中央部 覆土中

11 浮　　　 子 （3．7） 3．4 1．5 （5．0） 軽　　　 石 Q 33　 欠損 品　 中央部 覆土中

第47図2－9は縄文土器片の拓影図である。2は沈線で帯状に渦巻き「J」字文が措かれ，区画内は磨り

消し区画外は単節縄文RLが施文されている。3は文様が沈線により構成され，4は縄文に縦方向の沈線が

施されている。5は口縁部直下から単節縄文RLの地文に，3本の横方向の沈線及び7本1組の曲線状の沈

線により文様が構成されている。6は平行沈線が施され，7は隆起線状に刻み及び貼癌には2個の刺突文が

施され，平行沈線内は縄文が施文されている。8は貼癌には刺突文が施され，9は斜め及び縦方向の沈線に

より文様が構成されている。

所見　本跡の時期は，遺物が称名寺I式期から堀之内Ⅱ式期まで出土しており，縄文時代後期前葉としておき

たい。

第20号住居跡（第48図）

位置　調査区の西部，C3al区。

重複関係　本跡は，北東部で第1号方形周溝墓，北部で第33号住居跡，第111号土坑，南東部で第110号土坑に

掘り込まれている。いずれの遺構も本跡の方が古い。

規模と平面形　覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができず，規模及び平面形は不明

である。

床　平坦である。踏み固めれれた面は見られない。

ピット　33か所（P1－P33）。Plは径28cmの円形で，深さ53cm。P2は径24cmの円形で，深さ68cm。P3は径34

。mの円形で，深さ76cm。P4は長径40cm，短径34cmの楕円形で，深さ58cm。P5は径24cmの円形で，深さ54cm。

P6は径30cmの円形で，深さ110cm。規模及び配列から主柱穴と思われる。P7は径32cmの円形で，深さ17cm。

PlOは径32cmの円形で，深さ18cm。P23は径20cmの円形で，深さ21cm。P24は径26cmの円形で，深さ17cmの

円形。P26は長径32cm，短径24cmの楕円形で，深さ17cm。P32は径24cmの円形で，深さ34cmである。それぞ

れ規模が同じで主柱穴の間に位置し補助柱穴と思われる。P8・P9・P11－P22・P25・P27－P31・P33は性格

不明である。

炉　中央部に付設されている。平面形は長径98cm，短径64cmの楕円形で，床面から18cm掘り込まれた地床炉で

ある。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック多量，炭化小ブロック微量　3　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量　　　4　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化小ブロック微量
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遺物　全域から縄文土器片が548点出土している。第49図の1は，探鉢形土器の底部から胴部にかけての破片

で覆土中から，2－4は探鉢形土器の胴部片で，2はPlの覆土下層から，3・4は覆土中から出土してい

る。

S133

q　　◎
巳，

吼26主

避D

欝6
A12．7m

第48図　第20号住居跡実測図
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第49図　第20号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備 ‘　 考

第 49 図 探鉢形土器 B （6．7） 底部か ら胴部下半 にかけての破片。底部 は平底 で，胴部 はやや外 長石 ・パ ミス P 4 4　　　　 10％

1 縄 文 土 器 C 〔7．1〕 傾 して立ち上がる。底部か ら胴部下半外 面に縦方 向の削 りが施 さ 橙色 覆土 中

れている。 普通 （加 曽利 E Ⅳ）

第49図2－4は縄文土器片の拓影図である。2・3は微隆起線区画の磨消帯が施され，4は直線的に垂下

する沈線区画の磨消帯が施されている。

所見　本跡は，覆土は削平されて規模及び平面形は不明であるが，炉1基及び主柱穴の配列から住居跡と判断

した。時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅣ式期）と思われる。

第21号住居跡（第44図）

位置　調査区の西部，B3h8区。

重複関係　本跡は，南部で第18・19号住居跡，第121・122・123・135号土坑に掘り込まれており，本跡の方が

新しい。

規模と平面形　東西径6．06m，南北径1．90m。北部が調査区域外となっているが，規模及び平面形は不明で同

時期の遺構から推測して〔円形〕と思われる。

壁　壁高は22－30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。中央部が踏み固められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Plは長径52cm，短径40cmの楕円形で，深さ53cm。P2は長径42cm，短径34cmの楕

円形で，深さ82cm。P3は長径48cm，短径40cm，深さ84cmの楕円形。P4は長径36cm，短径30cmの楕円形で，

深さ72cm。壁際に位置し，規模及び配列から主柱穴と思われる。P5－P8は性格不明である。

炉　北部が調査区城外であり，確認できなかった。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

遺物　全域にわたる床面及び覆土中から，縄文土器及び縄文土器片が847点出土している。第50図の1は，鉢

形土器の底部から胴部にかけての破片で南部床面から，2は深鉢形土器の底部片で南西部床面から出土して

いるが流れ込みと思われる。3は鉢形土器で南部床面から正位で，4は台付鉢の台部片で南西部床面から，

5・6手淫土器で5は南西部覆土中から，6は南部床面から出土している。7－12は口縁部片で，7は南部

床面から，8は北東部覆土下層から，9・12は東部覆土中から，10・11は西部覆土中から，13は胴部片で南

部床面から出土している。14－19は耳飾りで，14は南西部床面から横位の状態で，15・16は南西部床面から

正位の状態で，17・18は南部覆土中から出土している。20の石皿片は南部床面から，21の蔽石は東部覆土中

から，22の凹石は南西部床面から，23は磨製石斧で南部床面から，24は石剣で中央部覆土下層から，25は磨

製石斧で東部覆土中から，26の石匙，27の石錘は東部覆土中から，28の石製勾玉は南部覆土中からそれぞれ

出土している。
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第51図　第21号住居跡出土遺物実測図（2）

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 5 0 図 鉢 形 土 器 B （11．5） 底部 から胴部下半 にか けての破片。底部は丸底で，胴部はやや内 長石 ・石英 P 45　　　　　 30 ％

1 縄 文 土 器 ．C　 7．0 攣 しなが ら立 ち上が る。無文で横方向の削 りが施 されている。 にぷい褐色

普通

南部床面

（安行Ⅲ b ）

2

深鉢形土器 B （3．6） 底部か ら胴部下半にかけての破片。底部は平底で，胴部は外債 し 長石 ・スコ リア P 46　　　　 15 ％

縄 文 土 器 C　 4．6 て立 ち上がる。胴部下里は細 く浅めの沈線に より文様が構 成 され にぷい赤褐色 南西部床面

ている。 普通 （流れ込みと思われる）
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

3

鉢 形 土 器 B （9．5） 椀状で内攣 しなが ら立 ち上が る。底部 は平底で，胴部は斜位の沈 長石 ・ス コリア ． P 47　　　　 60 ％

縄 文 土 器 C　 6．0 線 を施 し沈線間 に刺突文が巡 る。外面 は縦方向の削 りにより整形 にぷい樺色 南部床面 ‾

されている。 普通 （安行 Ⅲ b ）

4

台 付 土 器 B （3 ．9） 台部片。台部 は内攣 して立 ち上が る。無文 で外面指頭 による整形 長石・石英・スコリア P 48　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 4 ．4 痕 が残 されているが粗 い。僅 かに赤彩 されている。＿ 浅黄樫色．

普通

南西部床 面

（安行 Ⅲb ）

5

手 淫 土 器 A　 2 ．9 平底で，胴部 は外傾 しなが ら立ち上 がる。内 ・外面 に指頭 による 長石 ・石英 P 49　　　 100％

縄 文 土 器 B　 2 ．3

C　 1．6

整形痕 が残 されている。 にぷい褐色

普通

南西部覆土中

6

手 淫 土 器

縄 文 土 器

Å　 4 ．0

B　 2．8

C　 4 ．3

平底で，内 ・外面 に指頭 に よる整形痕が残 されているが粗 い。 長石

明赤褐色

普通

P 50　　　　 90 ％

南部床面

図版番号 器　　 種

計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（元）
器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第 50 図 耳　 飾　 り 3．2 1．5＿′ 8．1 100
滑車 形。内径1．0cm。側面 はつづみ状 を呈 lD P 28　 南西部床面

14 し，表面 は沈線 により上下 ・左右対称 な文 長石 ニス コリア　 褐色　 普通

様構成 を してい る。裏面及び側面は磨 きが

施 されてい る。

（晩期前葉）

15 耳　 飾　 り 2．2 ’ － ・1．4 5．5 9 0 小形の環形。内径1 ．0cm 。無文で内 ・外面ナ D P 29　南西部床面　 長石　 褐色

デ整形 され てい るが粗雑である。 普 通 （後期後菓一晩期前葉）

16 耳　 飾　 り 1．6 － 1．2 2．2 9 0 小形の環形 。内径1．2cm 。無文で内 ・外面ナ D P 30　南西部床面　 長石 ・石英

デ整形 されてい るが 粗雑である。 灰褐色普通 （後期後葉～晩期前葉）

17 耳　 飾　 り 〔7．2〕＼ 2．0 （9．1） 30 滑車 形。 内径 〔3．2〕cm 。側面 はつ づみ状 を D P 31 南部覆土中　 長石 ・石英

呈 し，表面 は沈線 によ り文様が構成 されて

いる。

褐色　 普通 （晩期前葉）

18 耳　 飾　 り 〔7．1〕‾ － 1．6 （16．2）＿ 40 滑 車形。 内径 〔4．5〕cm 。無文で表 面及 び側 D －P 32　 南部覆土中　 長石

面 は磨 きが施 されてい る。 暗赤褐色　 普通 （後期後菓）

19 耳　 飾 ・り 〔1．8〕 1．6 （1．9） 40 小形 の環形 。内径 〔1．2〕cm。無文で内 ・外面 D P 33　 南部覆土 中

ナデ整形 されているが粗雑であ る。 長石 ・ス コリア　 褐色　 普通

（後期後葉一晩期前葉）

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

1長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第51図20 石　　　 皿 （8．1） （10．7）1 3．8 （36 0．3） 安　 山　 岩 Q 34　 欠損品　 南部床面

21 蔽　　　 石 5．9 5．5 4．5 （17 8．1） 安　 山　 岩 Q 35　 一部欠損　 東部覆土中

召2 凹　　　 石 （11．0） （6．2） （4．9） （14 8．1） 流　 紋　 岩 Q 36　 欠損品　 南西部床面

23 磨 製 石 斧 （12．0） 6．1 3．5 （45 6．6） 緑色凝灰岩 Q 37　 定角式　 刃部欠損　 南部 床面

24 石　　　 剣 （12．0） （2．8） （0．9） （40．0） 粘　 板　 岩 Q 38　 欠損品　 中央部覆土下層

25 磨 製 石 斧 （6．2） 4．0 2．9 （12 5．5） 硬 質 砂 岩 Q 39　 乳棒状　 欠損 品　 東部覆土中

26 石　　　 匙 3．5 4．9 1．0 1 0．2 メ　ノ　ウ 石 Q 40　 東部覆土中

27 石　　　 錘 4．8 2．5 1．7 2 6．4 砂　　　 岩 Q 41 東部覆土中

28 勾　　　 玉 4．4 1．6 0．4 3．6 凝　 灰　 岩 Q 42　 南部覆土中

第50図7－13は縄文土器片の拓影図である。7は粗製土器で，8は2段の隆帯に押捺がなされ，隆帯間は

横方向の条線及び沈線区画内は磨り消されている。9・10は突起を有し沈線区画内は磨り消されている。11

は隆帯上は押捺がなされ，12は隆帯上に刻みが施され，平行沈線文間には列点文が施されている。13は縄文

地文に曲線状の沈線区画内は磨り消されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代晩期（安行Ⅲb式期）と思われる。
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第22号住居跡（第52図）

位置　調査区の西部，B3j8区。

重複関係　本跡は，西部で第56・57・58号土坑，南部で第63・160号土坑，中央部で第103号土坑を掘り込んで

おり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかったが，遺物の広がり

及びピットの配列から長径〔5．73〕m，短径〔5．06〕mの〔楕円形〕と推定される。

長径方向〔N－660－W〕

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット17か所。（Pl～P17）。Plは径32cmの円形で，深さ102cm。P2は径30cmの円形で，深さ60cm。P3は径

24cmの円形で，深さ60cm。P4は径40cmの円形で，深さ100cm。P5は長径46cm，短径40cmの不整円形で，深さ

74cm。P6は径38cmの円形で，深さ73cm。P7は径36cmの円形で，深さ113cm。P8は長径60cm，短径50cmの楕円

形で，深さ86cm。規模及び配列から主柱穴と思われる。P9－P17は，規模及び配列にばらつきがあり性格不

明である。

炉　中央部に付設されている。平面形は長径82cm，短径72cmの楕円形で，床面から6cm掘り込まれた地床炉で

ある。炉床面は，火熱を受けているがあまり赤変硬化していない。

炉土居解説
1　赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化物粒子微量

遺物　出土遺物は極少量で，いずれも細片で器形のわかるものはない。

所見　本跡は，覆土が削平されて壁の立ち上がりをとらえられずに，平面形は炉を中心としたピットの配列か

らの推定である。時期を判断する遺物がなく，時期は不明である。
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第23号住居跡（第53図）

位置　調査区の西部，C2ao区。

重複関係　本跡は，南部で第24－B号住居跡，中央部で第75・81・119号土坑に掘り込まれている。いずれの

遺構よりも本跡の方が古い。

規模と平面形　ほとんど覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかったが，遺物

の広がり及びピットの配列から長径〔4．75〕m，短径〔4．70〕mの〔円形〕と推定される。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　7か所（P1－P7）。Plは径40cmの円形で，深さ20cm。P2は径44cmの円形で，深さ19cm。P3は径40

。mの円形で，深さ20cm。P4は長径38cm，短径30cmの楕円形で，深さ31cm。P5は長径30cm，短径24cmの楕円

形で，深さ19cm。P6は長径38cm，短径32cmの楕円形で，深さ20cm。規模及び配列から主柱穴と思われる。

P7は長径60cm，短径58cmのほぼ円形で，深さ13cm。他のピットに比べ大形で性格は不明である。

炉　南部に付設されている。平面形は長径102cm，短径90cmの楕円形で，床を20cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床面は，火熱を受けているがあまり赤変硬化していない。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・炭化物粒子・ローム粒子少量　　　　　　　2　暗赤褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

遺物　出土遺物は少量で，いずれも細片で器形のわかるものはない。第54図の1－3は，深鉢形土器の口縁部

片で，1は南部覆土中から，2は東部覆土中から，3は覆土中から出土している。4の磨石は東部覆土中か
l

ら出土している。

第53図　第23号住居跡実測図

第23号住居跡出土遺物観察表

＼
芸

l
／
／
く
∵
′
＼
デ
ノ

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第54図4 磨　　　 石 （5．2） 5．2 （3．3） （100．4） 安　 山　 岩 Q 43　欠損品　 東部覆土中
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0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第54図　第23号住居跡出土遺物実測・拓影図

第54図1－3は縄文土器片の拓影図である。1－3はロ縁部片で，1は沈線で区画文が描かれ，2は口縁

部無文帯下に隆起線が施され，3は沈線区画内に縄文が施文されている。

所見　本跡は，縄文時代中期加曽利EⅢ式期から称名寺I式期までの遺物が出土しているが，主体となる遺物

が縄文時代中期加曽利EⅢ－Ⅳ式期に比定されるものが多く，本跡の時期と思われる。

第24－A号住居跡（第55図）

位置　調査区の西部，C2bo区。

重複関係　本跡は，第24－B号住居跡に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　第24－B住居跡の床面下から本跡が確認された。南部は，覆土が削平されている。長径〔5．30〕

m，短径4．73mの〔楕円形〕と推定される。

長径方向　N－330－E

壁　壁高は15－60cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦である。炉東部に踏み固められた面が見られる。

ピット14か所（Pl～P14）。Plは長径32cm，薙径24cmの楕円形で，深さ34cm。P2は長径36cm，短径28cmの

楕円形で，深さ60cm。P3は径24cmの円形で，深さ54cm。P5は長径30cm，短径24cmの楕円形で，深さ34cm。

PlOは長径28cm，短径26cmのほぼ円形で，深さ57cm。P12は長径36cm，短径32cmのほぼ円形で，深さ39cm。

P14は径30cmの円形で，深さ40cm。規模及び配列から主柱穴と思われる。炉内に位置するP16・P17の2つ

のピットは，炉床を掘り込んでおり第24－B号住居跡のピットと思われる。P4は径24cmの円形で，深さ85cm。

P6は長径28cm，短径24cmのほぼ円形で，深さ76cm。共に深さが他のピットと比べ深く性格は不明である。

炉　中央部に付設されている。平面形は長径176cm，短径140cmの不整楕円形で，炉南部に2つの探鉢形土器を

埋め込んだ土器埋設炉である。炉床は，それほど焼けてなく赤変硬化した部分も見られない。北部に火熱を

受け赤変硬化した焼土ブロックが炉床に認められるので，土器埋設炉の使用は短期間であったと思われる。

炉土居解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム粒子・ローム　3　暗褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子・ローム

小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小ブロック少量

2　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム小・中ブロック中量
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覆土3層からなる自然堆積である。

苦層霊雷褐色品孟警㌔㌫㌶霊品中量，炭化粒子少量，昔富警票票・炭化粒子・ローム小ブロック中量

遺物　全域にわたる床面及び覆土中から，縄文土器及び縄文土器片が4，853点出土している0第56図の1・2

は，探鉢形土器で炉内から′出土している。3－6は深鉢形土器の口縁部片で，3は南部床面から，4は東部

覆土中から，5は北部床面から，6はP2の覆土下層から，7・8は口縁部の突起部で南部床面から出土して

いる。9は胴部片で，覆土中から出土している。10－13は石皿の破片で，10・11は北部床面から，12は覆土

中から，13は覆土中から，14・15は磨石で北部覆土下層から，16・17は打製石斧で北部覆土下層から，18の

磨製石斧は覆土中から，19の石剣は北東部覆土中層から，20の勾玉，2卜23の石鉄，24の蔽石は覆土中から

出土している。

第24－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形　 及　 び 文 様　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備 ・　 考

P 51　　　　 40％
第 56 図 探鉢形土器 A 〔39．2〕 口縁部から胴部上半にかけての破片。胴部は緩やかに外傾 し，口 長石 ・石英

1 縄 文 土 器 B （23．2） 縁部は内攣しながら立ち上がる0 胴部は地文に単節R L の縄文が にぷい褐色 炉内

施され， 3条の洗練で区画された磨消帯を口縁部直下から直線状

に懸垂 している。

普通 （加曽利E Ⅲ）

2 探鉢形土器 B （14．8） 胴部片。胴部は地文に単節R L の縄文が施され， 2条の沈線で区 長石 P 52　　　　 20％

縄 文 土 器 画された磨消帯を口縁部直下から直線状に懸垂している。 にぷい橙色　 普通 炉内（加曽利E Ⅲ）

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm）

（8 ．7）1

（8 ．1）

（9 ．8）

（8．3）

8．4

幅 （cm ）

（8 ．3）

（9．3）

厚 さ（cm） 重量 （g ）

第57図10

11

12

13

14

石　　　 皿

石　　　 皿

石　　　 皿

石　　　 皿

磨　　　 石

3．6 （273．0） 安　 山　 岩 Q 4 4　欠損 品 ．北部床面

6．6 （295．4） 安　 山　 岩 Q 4 5　 凹石兼用　 欠損 品　 北部床面

（7．2） 4．7 （245 ．0） 安　 山　 岩 Q 4 6　 欠損 品　 覆土 中

（6．7） 5．0 （262 ．3） 安　 山　 岩 Q 4 7　 凹石兼用 ・欠損 品　 覆土 中

8．0 5．9 524 ．9 安　 山　 岩 Q 48　 北部覆土下層

230 ．1 安　 山一　岩 Q 49　 北部覆土下層
15 磨　　　 石 5．9 6．2 4．4

（134 ．6） 安　 山　 岩 Q 50　 分銅形　 一部欠損　 北部覆土下層
16

17

18

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

打 製 石 斧

打 製 石 斧

磨 製 石 斧

石　　　 剣

勾　　　 玉

石　　　 鉄

石　　　 鉄

石　　　 鉄

敲　　　 石

10．1 5 ．7 1 ．3

（11．5）

（9．3）

（16 ．8）

3 ．8

7 ．1 2 ．4 （13 4．0） 粘　 板　 岩 Q 5 1 撥形　 一部欠損　 北部覆土下層

（5 ．1）

2 ．6

3．3 （24 3．2） 硬 質 砂 岩 Q 5 2　乳棒状　 刃部欠損後敲石 として再利用　 覆土中

1．8 （117．3） 粘　 板　 岩 Q 5 3　欠損 品　 北東部覆土 中層

2．9 0．7 7．1 安　 山　 岩 ・Q 54　 覆土中

．1．5 1．4 0．3 0 ．4 黒　 曜　 石 Q 55　 凹基無茎鉄　 覆土 中

2．1 1．0 0．3 0 ．4 チ ャ　ー ト Q 56　 凹基無茎鉄　 覆土 中・

（1．7） 1．9 0．6 （1．2） チ ャ ー ト Q 57　 欠損品　 凹基無 茎鉄　 覆土 中

4．1 3．3 2．9 5．5．2 チ ャ ー ト Q 60　 覆土中

第56図3－9は縄文土器片の拓影図である。3－6は口縁部片で，3は単節縄文RLの地文に沈線及び隆

線により文様が構成され，4は単節縄文RLの地文が沈線で区画され，区画内は磨消帯が直線的に垂下し，

5は隆線内は磨り消されており，6は磨消帯が沈線により区画されている07・8は把手で波頂部は円形で，

波頂部直下からは太い沈線が施されている。9は隆線及び沈線により区画され，区画内は単節縄文RLと蛇

行する条線が施されている。

所見　本跡の時期は，炉体土器及び出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）と思われる。
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第55図　第24－A・B号住居跡実測図
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第24－B号住居跡（第55図）

位置　調査区の西部，C2bo区。

重複関係　本跡は，中央部で第24－A号住居跡を掘り・込み，東部で第74・79

号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。また，南東部で第148号土

坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。また，北部で第81・83号土坑に

掘り込まれているが，後世の掘り込みと思われる。

規模と平面形　南部は，覆土が削平されている。長径8・26m，短径7・90mの

楕円形と思われる。

長径方向　N－160－W

壁　壁高は10－25cmで，外傾して立ち上がる○

床　平坦であるが，軟らかく踏み固められた面は見られない。

ピット10か所（P15－P24）。P15は径36cmの円形で，深さ29cm。P18は径

32cmの円形で，深さ43cm。P22は径32cmの円形で，深さ50cmo P24は長径

38cm，短径30cmの楕円形で，深さ83cm。配列から主柱穴と思われる。P16

・P17・P19～P21・P23は規模及び配列にばらつきがあり性格は不明であ

る。

炉　南東部に付設されている○平面形は長軸86cm，短軸78cmの不定形で，床

を17cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床面は，火熱を受けてい

るがあまり赤変硬化していない。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック少量，炭化小ブロック微量
2　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック微量

覆土1層からなる自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

遺物全域にわたる床面及び覆土中から，縄文土器及び縄文土器片が310点出土している。第58図1・2は，

深鉢形土器の口縁部から胴部にかけての破片で・1は北部床面から，2は北部覆土下層から出土している。

3・4は口縁部片でいずれも炉内から，5・6は胴部片で中央部覆土中から出土している。7の土製仮面は，

北部壁際の覆土下層から顔面を下にした状態で出土している。8のスプーン形土製品は，北東部覆土下層か

ら出土している。

第24－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 及　 び 文 様 ．の　 特 徴

⊥＿　　　　　　　　　　　－ヾ

胎土 ・色調 ・焼成

長石 ・ス コリア

備　　　 考

50 ％
第 58 図 深鉢形土器 A 〔34．0〕 口縁部か ら胴部下半 にか けての破片○胴部は外傾 して止ち上が り P 53　　　　　　　 0

北部床面1 縄 文 土 器 B （35．2） 口縁部 に至 る。 口唇部 に 4 個の小突起 を有 し，口縁部か ら胴部は にぷい橙色

櫛状工具で 6 － 7 条 を単位 とす る条線 により文様が構成 されてい 普通 ‘

長石 ・石英

（堀之内 I ）

る。
p 5 4　　　 30‾％

2

深鉢形土器 A 〔18 ．8〕 ロ縁部 か ら胴部下半 にかけての破片‘○胴部 は緩やか に外傾 して立

縄 文 土 器 B （1．8 ．2） ち上が り，やや内攣 しなが ら口縁部 に至 る。無文で胴部 は縦方 向 にぷい橙色 北部覆土下層

の粗い削 りが施 されている。 普通 （堀之内 I ）
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第56図　第24－A号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第57図　第24－A号住居跡出土遺物実測図（2）
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第58図　第24－B号住居出土遺物実測・拓影図

一・八
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図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第 58 図 土 製 仮 面 （10 ．6） （13．5） 3．9 （21’9 ．9） 70 板状 で， 両 目が 内径 1．6cm ほ どで両脇 に縦 D P 34　北部 覆土 下層

　 7 長の孔が開いてい る。 また，顎部か ら口部 長石 ・石英

は破損 しているが， 口部は楕円形 と思われ 灰褐色　 普通

る。眉 と鼻はT 字状 に連結 した隆帯で表現

されている。

（後期前葉）

8 ス プー ン形 （7 ．1） 4．4 3．7 （60 ．5） 60 内面は丁寧なナデ整形が されているが，外 D P 3 5　北東部覆土下層

土　 製　 品 面は粗 い。把手部は欠損 している。 長石 ・石英　 黒褐色

第58図3－6は縄文土器片の拓影図である。3・4は口縁部片，5・6は胴部片で，蛇行及び直線的な沈

線により文様が構成されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）と思われる。

第25号住居跡（第59図）

位置　調査区の西部，C2C7区。

重複関係　本跡は，北部で第163号土坑に掘り込まれている。東部で第164号土坑に掘り込まれているが後世の

掘り込みと思われる。いずれよりも，本跡の方が古い。

規模と平面形　南部が調査区城外となっているが，長径4．36m，短径（2．88）mの円形と思われる。

壁　壁高は10－17cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。軟らかく踏み固められた面は見られない。

ピット　4か所（P1－P4）。Plは長径38cm，短径32cmのほぼ円形で，深さ53cm。P2は長径58cm，短径50cm

のほぼ円形で，深さ26cm。P3は長径44cm，短径34cmの不整円形で，深さ24cm。規模にばらつきはあるが，

配列から主柱穴と思われる。P4は長径66cm，短径40cmの楕円形で，深さ18cmで性格不明である。

I　　　　④

二」⊥＿＿、＿′⊥＿＿＿＿／－‾

第59図　第25号住居跡実測図
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炉　南部が調査区城外であり確認できなかった。

覆土　2層からなる自然堆積である。

苦層雲雷色。＿ム断中量，焼土折．炭化物粒子少量　　　2暗褐色。－ム粒子少量，焼土粒子・炭化物粒子少量

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中及び床面から1，461点出土している。第60図の1は，探鉢形土器の

□緑部から胴部にかけての破片で西部床面から，2・3は口縁部片で，2は東部覆土下層から，3は中央部

床面から，4は胴部片で中央部覆土中から，5・6は胴部片で中央部覆土上層からの出土で流れ込みと思わ

れる。

第60図　第25号住居跡出土遺物実測・拓影図

第25号住居跡出土遺物観察表

：プア

図 版 番 号 器 　 　 種 計 測 値 （c m ） 器 　 形 　 及 　 び 　 文 　 様 　 の 　 特 　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備 　 　 　 考

第 6 0 区 l 探 鉢 形 土 器 A 〔3 1 ． 5 〕 ロ 緑 部 か ら 胴 部 上 半 に か け て の 破 片 。 沈 線 に よ り 文 様 が 構 成 さ れ 長 石 P 5 5 　 　 　 　 　 3 0 ％

1 縄 文 土 器 B （2 0 ． 9 ） 区 画 内 は 長 め の 刺 突 列 点 文 が 施 さ れ て い る 。 褐 色

普 通

西 部 床 面

（ 称 名 寺 Ⅲ ）

第60図2－6は縄文土器片の拓影図である。2は沈線区画内は磨り消され，区画外は単節縄文LRが施文

されている。3・4は沈線区画内に列点文が施されている。5は蛇行及び直線的な沈線により文様が構成さ

れている。6は縦及び斜め方向の沈線により文様が構成されている。

所見　本跡は，炉は確認できなかったが，出土遺物から縄文時代後期（称名寺Ⅱ式期）の竪穴住居跡と思われる。
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第26号住居跡（第61図）

位置　調査区西部，B3i4区。

重複関係　本跡は，西部で第1号方

形周溝墓に掘り込まれている。

規模と平面形　ほとんど覆土が削平

されているために，壁の立ち上が

りをとらえることができなかった。

よって，規模及び平面形は不明で

ある。

床　平坦である。踏み固められた面

は見られない。

ピット10か所（Pl－PlO）。Plは

径22cmの円形で，深さ50cm。P2は

径48cmの円形で，深さ49cm。P3は

長径36cm，短径34cmの不整円形で，

深さ55cm。P4・は長径32cm，短径26

cmの不整円形で，深さ49cm。P5は

◎。

二一　　二

第61図　第26号住居跡実測図

0　　　　　　2m

L＿＿＿　　；　　」

1m

ト　一　十一　　一一1

長径30cm，短径24cmの楕円形，深

さ55cm。P6は長径37cm，短径28cmの楕円形で，深さ49cmo規模にばらつきはあるが，配列から主柱穴と思

ゎれる。P7・P8・P9は，それぞれ主柱穴の間に位置し補助柱穴と思われる。PlOは・性格不明である0

埋設土器　本跡の東部床面から埋設土器が出土している0掘り方は，長径45cm，短径38cmの不整円形で・78cm

ほど掘り込まれている。出土状況は，正位で底部は欠損しており，土器の中から遺物等は出土していない0

埋設土器土層解説
1褐　色　ローム小・中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　褐　色　ローム粒子少量

炉　中央部に付設されている0平面形は長径110cm，短径100cmの楕円形で，床を36cmほど掘りくぼめた地床炉

である。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している。

誓雷雲諾色焼土粒子中量，炭化粒子・。－ム粒子少量　　　4赤褐色焼土粒子少量，炭化粒子・焼土小ブロック微量
2　時赤褐色焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子・ロー　5　暗赤褐色焼土粒子少量

ム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，焼土中ブロック

・炭化粒子徴量

遺物　全域から縄文土器片が64点出土しているが・器形の判断できるものは埋設土器のみで他は細片である0

第62図の1は，埋設土器で北東部から正位で出土している。

第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

長石

備　　　 考

P 56　　　　 70％
第 62 図

1

深鉢形土器 A　28．9 ロ緑部か ら胴部下半にかけての破片。胴部は内攣 し，外傾 しなが

縄 文 土 器 B （37 ．0） ら口縁部 に至 る。 口緑部は 2 山 を単位 とす る3 個の突起 を有 し， 橙色 北東部

円形刺突文が沈線 と連繋 し巡 り，いずれ も突起の中央 に貫通孔 を

有 し，沈線が巡 る。 口縁部直下か ら胴部 にか けては地文 に単節縄

文 L R を施 し，突起か ら頚部 には 2 条の隆帯 を垂下 させ，頚部 に

2 個 の円形刺突文 を有す る。頸部及 び胴部 は平行沈線 によ り文様

が構 成されている。内面 は，横位の削 りによ り整形 されている0

普通 （堀之内 I ）
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第62図　第26号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，覆土は削平されて規模及び平面形は不明であるが，炉1基及び主柱穴の配列から住居跡と判断

した。時期は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）と思われる。

第28号住居跡（第63図）

位置　調査区西部，C3b2区。

重複関係　本跡は，南東部で第30号住居跡，第109・115号土坑に掘り込まれている。西部で第77号土坑を掘り

込んでいる。本跡は，第30号住居跡，第109・115号土坑より古く，第77号土坑より新しい。

規模と平面形　長径5．25m，短径4．68mの楕円形である。

長径方向　N－350－E

壁　壁高は10－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット11か所（Pl～Pll）。Plは径24cmの円形で，深さ27cm。P2は長径24。m，短径20cmのほぼ円形で深さ31

cmo P3は径40cmの円形で，深さ36cm。P4は長径30cm，短径26cmの不整円形で，深さ38cm。規模及び配列から

主柱穴と思われる。P5－Pllは，規模及び配列にばらつきがあり性格不明である。

炉　中央部に2か所付設されている。炉1は，平面形が長径112cm，短径46。皿の楕円形で，床を16。mほど掘り

くぼめた地床炉である。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している。炉2は，探鉢形土器を埋め込んだ土器埋
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設炉である。長径54cm，短径30cmの楕円形で，16cmほど掘り込まれている。出土状況は，正位の状態で底部

及び口縁部は欠損しており，土器の中から遺物等は出土していないが，焼土粒子が少量確認された。

写1≡雲等褐富警監禁呈小ブロック多量，炭化粒子少量　呈霊褐富霊宝㌫完ロック多量，焼土粒子中量

誓2志讐見。＿ム粒子．焼土粒子少量　　　　　　2暗褐色ローム粒子少量

覆土3層からなる自然堆積である。

票霊色競粒子中量・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒鵠褐富呂＝霊宗吾焼土粒子・炭化粒子微量

吾Al

第63図　第28号住居跡実測図
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遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中及び床面から798点出土している。第64図の1は，埋設土器で中央

部から出土している。2は深鉢形土器のロ縁部片，3は胴部片で，2は南部覆土下層から，3は中央部床面

から，4・5は中央部覆土中から出土しているが，5の口縁部片は流れ込みと思われる。

第64図　第28号住居跡出土遺物実測・拓影図

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 64 図 探鉢形土器 B （15．9） 胴部片。胴部 は地文 に単節縄文 R L を施 し， 2 条の沈線 で区画 さ 長石 ・パ ミス P 58　　　　 40 ％

1 縄 文 土 器 れた磨消帯 を直線状 に懸垂 してい る。 明赤褐色　 普通 中央部（加曽利E Ⅲ）

第64図2－5は縄文土器片の拓影図である。2・3は沈線を沿わせた隆帯で区画され，単節縄文RLの地

文に沈線区画の磨消帯が施されている。4の口縁部は2本の沈線で区画され，胴部は縄文地文に縦方向の沈

線が施されている。5は徴隆起線区画の磨消帯が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）と思われる。
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第29号住居跡（第65図）

位置　調査区西部，C3a5区。

重複関係　本跡は，東部で第2号方形周溝墓に掘り込まれ，南東部で第104号土坑を掘り込んでいる。第2号

方形周溝墓より古く，第104号土坑より新しい。

規模と平面形　長径4．19m，短径3．89mの楕円形である。

長径方向　N－30－E

壁　壁高は5－14cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。軟らかく踏み固められた面は見られない。

ピット　5か所（Pl－P5）。Plは径30cmの円形で，深さ43cm。P2は径30cmの円形で，深さ52cm。P3は長径40

cm，短径34cmのほぼ円形で，深さ42cm。規模及び配列から主柱穴と思われる。P4・P5は，規模及び配列に

ばらつきがあり性格不明である。

炉　北部に付設されている。平面形は長径108cm，短径84cmの楕円形で，床を12cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している？

炉土層解説
1　暗褐色　焼土中・中ブロック中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土小・中ブロック多量，炭化粒子微量

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　焼土中・中ブロック多量，炭化物粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

旦13．2m

第65図　第29号住居跡実測図
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3　暗褐色　焼土中・中ブロック多量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・炭化物粒子少

量
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第66図　第29号住居跡出土遺物実測・拓影図
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遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中及び床面から2，336点出土している。第66図の1は，深鉢形土器で

南東部床面から，2・3は異形台付土器片で覆土上層から出土しており流れ込みと思われる。4－6は口縁

部で，4はPl覆土下層から，5・6は中央部覆土下層から出土している。7の磨石は南部床面から，8の磨

製石斧は南部覆土中から，9の石剣は南西部床面から，10の石鉄は南部覆土中から出土している。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 66 図 探鉢形土器 A 〔3 2．4〕 口縁部か ら胴部下半にかけての破片。胴部 はや や内攣 し，外傾 し スコリア P 6 0　　　　 75％

1 ・ 縄 文 土 器 B （3 1．6） なが ら口縁部に至る。口縁部 は 4 個 の突起 を有 し， 円形刺突文が にぷい橙色 南東部床面

沈線 と連繋 し巡る。口縁部直下 から胴部 にか けては地文 に単節縄

文 L ’R が施文 されている。

普通 （堀之 内 I ）

2

異形台付土器 A 〔6．2〕 台部欠損。胴部は外傾 して立 ち上が り，．口縁部 に至 草。口縁部 か 長石 ・石英 P 6 1　　　　 20％

縄 文 土 器 B （5．6） ら胴部 にかけては 3 段 の隆起帯 に刻 み目が施 され，隆起帯 間はナ 橙色 覆土中 （流れ込み）

デ整形 され，径0．9cm ほどの孔が穿たれている。 普通

3

異形台付土器 B （3．1） 胴部片。胴部中位 には中空 でラ ッパ状 の突起 を有す る。摩滅が著 長石・石英・スコリア P 6 2　　　　 10％

縄 文 土 器 しい。 明赤褐色

普通

覆土中 （流れ込み）

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第66図 7 磨　　　 石 9 ．3 8．9 5．2 64 9．3 安　 山　 岩 Q 6 1 敲石 ・凹石兼用　 南部床面

8 磨 製 石 斧 （2 ．6） 2．5 1．0 （8．4） 蛇　 紋　 岩 Q 6 2　定角式　 欠損 品　 南部覆土中

9 石　　　 剣 （12 ．5） 7．5 2．6 ・（云‘30．‾5） 粘　 板 ‘‾岩 Q 6 3　欠損 品　 南西部床面

10 石　　　 鉄 （2 ．2） （1．1） 0．4 （0．9） 黒　 曜　 石 Q 6 5　平基無茎鉄　 一部欠損品　 南部覆土中 ’

第66図4－6は縄文土器片の拓影図である。4－6は口縁部片で，4・6は蛇行する沈線，5は斜め及び

縦方向の沈線により文様が構成されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）と思われる。

第30号住居跡（第67図）

位置　調査区西部，C3C3区。

重複関係　本跡は，北西部で第28号住居跡を掘り込んでおり，第109号土坑に掘り込まれている。中央部で第

115号土坑に掘り込まれている。第109・115号土坑より古く，第28号住居跡より新しい。

規模と平面形　南部が調査区城外となっているが，長径5．66m，短径（3．76）mの〔円形〕と推定される。

壁　壁高は10－15cmで，外傾ぎみに立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　6か所（Pl－P6）。Plは径28cmの円形で，深さ46cm。P2は長径32cm，短径28cmのほぼ円形で深さ39cm。

P3は径30cmの円形で，深さ31cm。P4は長径38cm，短径34cmのほぼ円形で，深さ34cm。P5は長径34cm，短径

30cmのほぼ円形で，深さ36cm。P4・P5は炉に近いがいずれも規模から主柱穴と思われる。P6は，北部の壁

を掘り込んでおり，性格は不明である。

炉　中央部に付設されている。平面形は長径96cm，短径74cmの楕円形で，床を20cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量　　　　　　　　2　にぷい赤褐色　焼土粒子少量
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覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　褐　色　ローム中・大ブロック・ローム粒子少量

遺物　全域から縄文土器片が，118点出土しているが細片が多い。第68図の1・2は深鉢形土器で中央部覆土

中層から，3の口縁部片は中央部覆土上層から出土しており流れ込みと思われる。

」
第67図　第30号住居跡実測図

第30号住居跡出土遺物観察表

④

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

図版番号彿　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴． 胎土・色調・焼成 備　　　考

第68図探鉢形土器B（35．1）底部から胴部上半にかけての破片。底部は小形の平底で，胴部は長石・石英 ・P59　　　　60％

1‘縄文土器C（6．5）外傾して立ち上がる。底部から胴部下半は外面に縦方向の削りがにぷい橙色 中央部覆土中層

施されている。胴部は単節縄文LRで施文している。 普通 （堀之内I）

2

探鉢形土器B（23．0）胴部片。胴部はやや外傾して立ち上がる。胴部下半は外面に縦方長石 P63　　　　30％

縄文土器 向の削りが施されており，単節縄文LRで施文している。 橙色

普通

中央部覆土中層

．（堀之内I）

第68図3は縄文土器片の拓影図で，貼痛には刺突文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく細片であったが，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）と思わ

れる。
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第68図　第30号住居跡出土遺物実測・拓影図

－83－

0　　　　　　　　　　10cm

ヒ二二→　：　二∃



第31号住居跡（第69図）

位置　調査区の中央部，B4h2区。

重複関係　本跡は，南部で第17号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。また，第136号土坑を掘り込

んでいる。

規模と平面形　北部が，調査区城外に延びており，また，覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとら

えることができなかった。規模及び平面形は不明であるが，南部に柄部長1．6m，最大幅1．2mの柄部の付く

柄鏡形住居跡であると思われる。

主軸方向　N－110－E

床　やや凹凸があり，全体的に締まりがない。

ピット　6か所（Pl～P6）。Plは径26cmの円形で，深さ30cm。P2は長径60cm，短径20cmの楕円形で，深さ41

cm。P3は長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ68cm。P4は長径36cm，短径24cmの楕円形で，深さ23cm。P5

は長径82cm，短径20cmの楕円形で，深さ50cm。P6は径26cmの円形で，深さ32cm。いずれも柄部の構内に掘

られており，出入り口施設に伴う柱穴と思われる。

炉　北部が調査区域外で確認できなかった。

遺物　出土遺物が少量で，いずれも細片で器形のわかるものはほとんどない。第69図の1～4は，深鉢形土器

の口縁部片で，1は柄部内のPlから，2－4は覆土中から出土している。5・6は耳飾りで，5はP2の覆

土上層から，6はP3の覆土上層から出土している。

旦13．2m
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第69図　第31号住居跡出土遺物実測・拓影図

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（壷）

現存率

（％）
器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第 69 図 耳　 飾　 り 4．3 4 ．3 2．0 （36．0） 9 5 臼形 。表 ・裏面 ともに凹んでお り，無文 でナ D P 3 6　 P 2覆土上層

5 デによ り整形 されている。 長石 ・石 英 ・雲母

にぷい褐色　 普通 （後期後棄）
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図版番号 器　　 種 ．

計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g．）

現存率

（％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

6 耳　 飾　 り 4．8 4．8 1．8 4 5．5 100 臼形。表 ・裏面 ともに凹んでお り，無文でナ D P 37　 P 3覆土上層

デによ り整形 されてい る。 長石 ・石英 ・雲母

にぷい褐色　 普通 （後期後菓）

第69図1－4は縄文土器片の拓影図である。1は縄文帯間は沈線により楕円形状の区画がなされている。

2は，縄文帯が施され，3・4は口縁部直下に刻みが施されている。

所見　本跡は，覆土が削平されて壁の立ち上がりをとらえられずに，平面形は柄鏡形住居跡の柄部のみが確認

できただけであった。時期は，出土遺物が少量で細片ばかりであるが，縄文時代後期（安行I式期）と思わ

れる。

第32号住居跡（第70図）

位置　調査区西部，B3j3区。

重複関係　本跡は，南部から西部にかけて第1号方形周溝墓に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　本跡は，すでにほとんどの覆土が削平されており，壁の立ち上がりをとらえることができなか

った。よって規模及び平面形は不明である。

床　やや凹凸あり，全体的に締まりがない。

ピット　9か所（P1－P9）。Plは長径80cm，短径52cmの楕円形で，深さ30cm。P2は径40cmの円形で，深さ40

cm。P。は長径76cm，短径68cmの楕円形で，深さ33cm。P4は径60cmの円形で，深さ33cm。P5は長径40cm，短

径36cmの不整円形で，深さ23cm。P6は長径66cm，短径52cmの楕円形で，深さ35cm。規模にばらつきはある

が配列から主柱穴と思われる。P7－P9は長径48－60cm，短径48－50cmの楕円形で，深さ64－84cm。規則性

がなく性格は不明である。

炉　南部に付設されている。平面形は長径70cm，短径62cmの楕円形で，床を12cmほど掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面は，火熱を受け赤変硬化している。

誓雷雲霊色焼土粒子．焼土中ブ。ツク少量　　　　　2時赤褐色焼土中・中ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　全域から縄文土器片が354点出土しているが，細片が多い。第71図の1は，深鉢形土器でP4覆土下層か

ら出土している。2は口縁部片でPl覆土下層から，3・4は胴部片で，3はP6覆土下層から，4は覆土中

から出土している。

第32号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・．色調 ・焼成 備　　　 考

第 71 図 深鉢形土器 B （17．1） 底部から胴部にかけての破片。底部は僅かに上げ底で，胴部はや 長石・石英・スコリア P 64　　　　 50％

1 縄 文 土 器 C　 7．2 や内攣しながら立ち上がる。胴部上半から垂下する沈線が僅かに にぷい橙色 P 4覆土下層

見られる。外面磨 きが施 されており，整形時の条線が残存 してい

る。

普通 ・（堀之内 I）

第71図2－4は縄文土器片の拓影図である。2は刺突文及び縦方向の沈線，3・4は蛇行する沈線が施さ

れている。

所見　本跡は，覆土は削平されて規模及び平面形は不明であるが，炉1基及び主柱穴の配列から住居跡と判断

した。時期は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）と思われる。
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第70図　第32号住居跡実測図

第71図　第32号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第33号住居跡（第72図）

位置　調査区西部，B3jl区。

重複関係　本跡は，東部から南部にかけて，第1号方形周溝墓に掘り込まれている0南部で第111・112号土坑・

西部で第116号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい0南西部で，第118号土坑に掘り込まれており，本

跡の方が古い。

規模と平面形　北部が調査区城外に延びており，また，覆土が削平されているため・壁の立ち上がりをとらえ

ることができなかったが，径〔7．60〕mの〔円形〕と推定される。

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット　3か所（P1－P3）。Plは径28cmの円形で，深さ51cm。P2は長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さ

24。m。P3は径14cmの円形で，深さ35cm。他にピットが確認されず，規模及び配列から考えると性格不明で

ある。

炉　中央部に付設されている。3分の1ほどが調査区城外であるが，径44cmの円形と推定される。覆土は残存

しておらず，赤く焼けた炉床が露出している。

遺物　全域から縄文土器片が47点出土しているが，細片が多い。第73図の1・2は胴部片で，覆土中から出土

している。

第73図1・2は縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，1は横方向の沈線，2は無節縄文Lが施

文されている。

第72図　第33号住居跡実測図
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所見　本跡は，覆土が削平されて壁の立ち上がりをとらえられ

ずに，平面形は炉及び遺物の広がりからの推定である。時期

は，出土遺物が少量で細片ばかりであるが，縄文時代後期堀

之内式期と考えておきたい。

表5　釈迦才仏遺跡住居跡一覧表

！‾．

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第73図　第刀号住居跡出土遺物実測・拓影図

住居跡

番　 号

位 置 長径 （軸）方向 平 面 形 規　 模 （m ）

（長 径 × 短 径 ）

壁 高

（c m ）

床 面 主 柱 穴 ピ ッ ト 炉 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　 考

＊重 複 関 係 （新 → 旧 ）

1 B 6 b 8 N －7 5。－W 〔楕 円 形 〕 〔4 ．2 8〕× 〔3 ．7 0〕 6 ～ 2 0 平 坦 6 2 2 自然 縄 文土 器 炉1 ・2土 器埋 設炉

2 B 6 b 7 N －4 7。－W 楕 円 形 5 ．0 9 × 4 ．2 4 1 2 － 1 6 平 坦 3 3 1 自然 縄 文土 器， 石鍍 SK 3→本 跡 ∴炉1土 器埋 設炉

3 B 5 g 7 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 平 坦 3 不 明 縄 文土 器， 土製 円板 S I4→本 跡

4 B 5 g 7 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 平 坦 6 3 不 明 縄 文土 器 本跡 →S I 3・S 1 5，S K2 1・23 A ・2 3B ・23 C

5 B 5 g 8 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 平 坦 1 3 1 不 明 縄 文土 器 S I4→本 跡

6 B 5 h 4 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 平 坦 7 1 9 1 不 明 縄 文土 器， 磨石 ，石 錘

7 B 3 i g N －4 6 0 －E 楕 円 形 5 ．9 5 × 5 ．0 1 1 1 － 1 4 平 坦 5 1 5 1 自然 縄 文土 器 S I1 8→本 跡→ SK 1 32

8 B 4 g 5 〔円　 形 〕 〔5 ．5 0〕 不　 明 平 坦 6 1 2 1 自然 縄 文土 器 本跡 →S K 34 ・1 56

9 B 5 h 6 N －7 6 0 －W 〔楕 円 形 〕 （5 ．6 6 ）× （4 ．0 1） 8 ～ 2 0 平 坦 7 3 8 1 自然 縄 文土 器， 土製 品 （耳飾 り），

石 赦

SK 1 7 4→ 本跡

1 0 B 5 i 2 N －1 2 0 －W 〔楕 円 形 〕 5 ．2 8 × （3 ．0 7） 1 5 － 3 4 平 坦 2 5 8 1 自然 縄 文土 乳 磨瓦　 石 皿， 石棒 ，

打 製石 斧

1 2 B 4 i 5 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 不 明 不 明 不 明 1 不 明 縄 文土 器

14 B 4 j 4 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 不 明 不 明 不 明 1 不 明 縄 文土 器， 異形 台付 土器 ，石 皿

洋 子

SD 3→本 跡

1 5－A B 4 i l N －2 0。－W 楕 円 形 4 ．3 3 × 3 ．8 7 1 6 － 3 0 平 坦 7 3 1 自然 縄 文土 器， 土製 晶 （耳飾 り， 円

板 ， ス タンプ形 ，動 物形 ）， 石

器 （磨 瓦　 凹石 ，石 剣， 小玉 ）

本跡 →S I 7，5 I 15－B，S I1 6

1 5－B B 4 i l 〔N －2 0 0－W〕 〔楕 円 形 〕 〔5 ．6 5〕× 〔5 ．3 3〕 不　 明 平 坦 4 2 不 明 縄 文土 器， 磨石 ，敲 石， 石皿 S I1 5－A， S I7 ．S I1 6→ 本跡

16 B 4 j 2 〔N －4 3 0－W〕 柄 鏡 形 〔5 ．9 0〕

柄 部 1．5 × 1．4

不　 明 平 坦 6 1 6 1 不 明 縄 文土 乳 異形 台付 土器 ，磨 石

石 棒

S I1 5t A→ 本跡 →S I 15－B

17 B 4 g l 不　　 明 柄 鏡 形 柄 部 1．3 × 1．4 不　 明 凹 凸 2 1 1 不 明 縄 文土 器， 円楓 打 製石 斧， 磨

石 ，淳 子

TM 5→本 跡→ S I3 1， S K 13 6

18 B 3 h 9 〔N －2 2 0－W〕 柄 鏡 形 〔6 ．0 0〕× 〔5 ．6 0〕 6 ～ 1 0 平 坦 4 1 2 1 人 為 縄 文土 器， 手捏 土鼠 耳 飾 り， S I2 1 ．S K 1 35→ 本跡→ S I 19 ，S K1 3 2・1 3 3

柄 部 1．7 × 1．3 磨 石， 石皿 ，石 製勾 玉 小玉 13 4

1 9 B 3 i 8 〔N －3 7 0－W〕 〔楕 円 形 〕 〔5 ．8 5〕× 〔4 ．3 4〕 8 － 1 0 平 坦 2 3 自然 縄 文土 器， 磨石 ，洋 子 S I1 8・2 1 ，SK 1 24 ・1 26 ・1 27 ・1 2 8・1 2 9・1 3

0・1 3 1・1 3 4→ 本跡

2 0 C 3 a l 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 平 坦 6 2 7 1 不 明 縄 文土 器 S 13 3，S K l lO ・1 1 1，TM l→ 本跡

2 1 B 3 h 8 〔円　 形 〕 東 西 径 6 ．0 6

南 北 径 1 ．9 0

2 2 － 3 0 平 坦 4 4 自然 縄 文土 器， 耳飾 り， 石皿 ，敵 石

凹石， 磨製 石斧 ，石 釧， 石匙 ，

石 製勾 玉

本跡 →S l 18 ・1 9．S K 12 1・12 2 ・12 3・13 5

2 2 B 3 j 8 〔N －6 6 0－W〕 〔楕 円 形 〕 〔5 ．7 3〕× 〔5 ．0 6〕 不　 明 平 坦 8 9 1 不 明 縄 文土 器 本跡 →S K 56 ・5 7・5 8・6 3 ・10 3 ・16 0

2 3 C 2 a o （円　 形 〕 〔4 ．7 5〕× 〔4 ．7 0〕 不　 明 平 坦 6 1 1 不 明 縄 文土 器， 磨石 S 12 4－B ，S K7 5・8 1・1 19→ 本跡

2 4－A C 2 b o N －3 3 0 －E 〔楕 円 形 〕 〔5 ．3 0〕×4 ．7 3 1 5 ～ 6 0 平 坦 7 7 1 自然 縄 文土 器， 石皿 ，磨 石， 打製 石

斧 ，磨 製石 斧， 石剣 ，勾 五 石

鉄 ，敲 石

S I2 4－B→ 本跡

2 4－B C 2 b o N －1 6 0 －W 楕 円 形 8 ．2 6 × 7 ．9 0 1 0 － 2 5 平 坦 4 6 1 自然 縄 文土 乱 土 製仮面 ， スプ ー ン

形 土製 品

SK 8 1・8 3→ 本跡 →S I2 4－A ，S K 74 ・7 9・

14 8

2 5 C 2 C 7 円　　 形 4 ．3 6 × （2 ．8 8） 1 0 － 1 7 平 坦 3 1 自然 縄 文土 器 SK 1 6 3→ 本跡 → SK 1 64

2 6 B 3 i 4 不　　 明 不　　 明 不　　 明 不　 明 平 坦 6 4 1 不 明 縄 文土 器 TM l→ 本跡　 埋 設土 器

2 8 C 3 b 2 N －3 5 0－E 楕 円 形 5 ．2 5 × 4 ．6 8 1 0 ” 2 0 平 坦 4 7 2 自然 縄 文土 器 S I3 0 ，S K l O9 ・1 1 5→ 本跡→ S K 77

2 9 C 3 a 5 N －3 0　－E 楕 円 形 4 ．1 9 × 3 ．8 9 5 ～ 1 4 平 坦 3 2 1 自然 縄 文土 器 ，異形 台付 土乱 磨 石

磨 製石 斧 ，石 則，石 棒， 石錐

TM 2→ 本跡→ S K lO 4

3 0 C 3 C 3 〔円　 形 〕 5 ．6 6 × （3 ．7 6） 1 0 － 1 5 平 坦 5 1 1 自然 縄 文土 器 SK lO 9・1 1 5→ 本 跡→ S 128

3 1 8 4 h 2 N －1 1 0－E 柄 鏡 形 柄 部 1．6 × 1．2 不　 明 凹 凸 6 不 明 縄 文土 乳 耳飾 り S I 17→本 跡

3 2 B 2 j 3 不　　 明 不　 明 不　　 明 不　 明 凹 凸 6 3 1 不 明 縄 文土 器 TM l→ 本跡

3 3 B 3 j l 〔円　 形 〕 〔7 ．6 0〕 不　 明 平 坦 3 1 不 明 縄 文土 器 TM l、SK l 1 8→ 本 跡→ SK l l l・1 12 ・1 16
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今回の調査では，竪穴住居跡32軒を検出した。大半の竪穴住居跡は，掘り込みが浅く，さらに遺構の重複が

激しく，遺存状況は良好とは言えない。壁の立ち上がり及び床の広がりを確認することができず，炉やピット

だけしか検出できなかった竪穴住居跡もある0なお，竪穴住居跡と思われる遺構に第卜33号まで番号をつけ

たが，第11・13・27号住居跡については，欠番とした。また，第15号，第24号住居跡については，調査の過程

で重複関係のある2軒の住居跡であることが判明したため，それぞれ第15－A号，第15－B号，第24－A号，

第24－B号住居跡とした。

2　土坑

当遺跡からは，土坑が112基検出されている。出土遺物及び形態から縄文時代の土坑及び性格不明な土坑も

検出されている。ここでは土坑の形状，規模，出土遺物等に特徴があるものについて記載し，それ以外の土坑

については実測図及び土坑一覧表だけの掲載とした。時期については，底面出土位置及び覆土の堆積状況，出

土量等から推定した。また，多時期にわたり，しかも遺物の偏りがない場合は「A式期－B式期」で記載した。

出土遺物が少なく，推定困難なものについては「不明」とした。また，重複関係については備考欄に記載した。

第7号土坑（第74図）

位置　調査区の東部，B6dl区。

規模と平面形　長径1．35m，短径1・17mの楕円形，深さ60cmである。

長径方向　N－730－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から328点出土している。第81図の1・2は，深鉢形土器で覆土中

層から出土している。3は探鉢形土器の口縁部片，4・5は胴部片でいずれも覆土中から出土している06

は磨製石斧で覆土上層から出土している。

所見　本跡は，自然堆積であるが，覆土中層から同時期の遺物がまとまって出土している0時期は，出土遺物

から縄文時代後期（称名寺Ⅱ式期）の土坑と思われる。

第17号土坑（第74図）

位置　調査区の東部，B6d3区。

規模と平面形　長径1．23m，短径1・10mのほぼ円形で，深さ145cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　7層からなる人為堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から526点出土している。第82図の1は，深鉢形土器で覆土中層か

ら，2－5は深鉢形土器の口縁部及び胴部片で，6は磨製石斧，7は石皿でいずれも覆土中から出土してい

る。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）の土坑と思われる。
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第47号土坑（第75図）

位置　調査区西部，B3a8区。

規模と平面形　長径1．25m，短径1．04mの楕円形で，深さ59cmである。

長径方向　N－470－W

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から57点出土している。第84図の1は，探鉢形土器で覆土下層から

出土している。2は口縁部片で覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）の土坑と思われる。

第52号土坑（第75図）

位置　調査区の西部，B3h7区。

規模と平面形　長径2．63m，短径1．85mの楕円形で，深さ75cmである。

長径方向　N－250－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から1，492点出土している。第85図の1は，深鉢形土器で覆土中から

出土している。2－6は口縁部，7は凹石でいずれも覆土中から出土している。

所見　本跡は，自然堆積であるが，多量の遺物がまとまって出土しており，投棄された可能性も考えられる。

時期は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内式期）の土坑と思われる。

第74号土坑（第76図）

位置　調査区の西部，C3cl区。

重複関係　本跡は，第24－B号住居跡に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径1．38m，短径1．33mのほぼ円形で，深さ80cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層からなる人為堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土及び底面から313点出土している。その他，覆土中層及び底面から多量

の石器がまとまって出土している。第87図の1－3は，深鉢形土器の口縁部及び胴部片で覆土下層から出土

している。4の石錐，5－13の石鉄はいずれも底面から出土している。

所見　本跡からは，覆土中及び底面から9点の石鉄及び半製品と剥片が出土している。出土遺物及び形状から

縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）の石器制作に伴う遺構と思われる。

第105号土坑（第77図）

位置　調査区の西部，C3j6区。
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規模と平面形　長径0・69m，短径0・65mのほぼ円形で，深さ57cmである。

壁面　外傾しながら立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

遺物縄文土器及び縄文土器片が，覆土中び底面から225点出土している。第89図の1は異形台付土器で，ノ底

面から斜位の状態で，2は台付土器の鉢部で底面から出土している。3は深鉢形土器の口縁部片で，覆土中

から，4の耳飾りは底面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代後期（安行Ⅱ式期）の土坑と思われる。

第111号土坑（第77図）

位置　調査区の西部，B3jl区。

重複関係本跡は，第33号住居跡に掘り込まれ，第20号住居跡を掘り込んでおり，第20号住居跡より新しく，

第33号住居跡より古い。

規模と平面形　長径0・99m，短径0・85mの楕円形で，深さ31cmである。

長径方向　N－650－W

壁面　外傾しながら立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

遺物　第90図の1の深鉢形土器が，底面から1点出土している0

所見　本跡からは，出土遺物から縄文時代後期（称名寺Ⅱ式期）の土坑と思われる。

第114号土坑（第77図）

位置　調査区の西部，B3j5区。

規模と平面形　長径1・21m，短径0・89mの楕円形で，深さ10cmである0

長径方向　N－730－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土1層からなる人為堆積である。

遺物縄文土器及び縄文土器片が，覆土中及び底面から144点出土している。第89図の1・2は，深鉢形土器

の口縁部で覆土中から，3の石剣，4の磨石はいずれも底面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代晩期（安行Ⅲb式期）の墓境と思われる。

第124号土坑（第77図）

位置　調査区の西部，B3h8区。

重複関係　本跡は，第19号住居跡を掘り込んでおり，第19号住居跡より新しい0

規模と平面形　長径0．92m，短径0・65mの楕円形で，深さ58cmである0

長径方向　N－730－W

壁面　外傾しながら立ち上がる。
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底面　平坦である。

覆土　3層からなる人為堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から43点出土している。第91図の1は，深鉢形土器で覆土中層から

横位の状態で，2は口縁部で覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代後期（堀之内I式期）の土坑と思われる。

第148号土坑（第78図）

位置　調査区の西部，C3cl区。

重複関係　本跡は，第24－B号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長径1．41m，短径1．19mの楕円形で，探さ107cmである。

長径方向　N－880－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層からなる人為堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から610点出土している。第91図の1－3は，深鉢形土器の口縁部

片で，4は磨石でいずれも覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期（加曽利BⅢ式期）と思われる。また，覆土下層から多量の

炭化種子が出土していることから貯蔵穴と思われる（付章参照）。

第161号土坑（第78図）

位置　調査区の西部，C3a8区。

規模と平面形　長径0．57m，短径0．51mのほぼ円形で，深さ74cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片が，覆土中から8点出土している。第93図の1は，鉢形土器で覆土下層から出

土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代後期（加曽利BI式期）の土坑と思われる。

第1号土坑土層解説（第74回）

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量・ローム中・小ブロック中量

第2号土坑土層解説（第74図）

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第3号土坑土層解説（第74回）

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

第6号土坑土層解説（第74図）

1　褐　色　ローム粒子多量

第7号土坑土層解説（第74図）

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第13号土坑土層解説（第74図）

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

第14号土坑土層解説（第74図）

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第15号土坑土層解説（第74図）

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量
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第16号土坑土居解説（第74園）

1　暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第17号土坑土居解説（第74図）

1　暗褐色　炭化・焼土・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化・焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
6　褐　色　ローム粒子中量
7　褐　色　ローム粒子中量，炭化・焼土粒子微量

第18号土坑土居解説（第74図）
1暗褐色　ローム粒子多量

第19号土坑土居解説（第74図）

1　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

第20号土坑土居解説（第74図）

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量，
炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム大・中ブロック中量

第21号土坑土居解説（第74回）
1　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量
2　褐　色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子中量

第22号土坑土居解説（第74回）

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

第23－A号土坑土層解説（第74図）
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

第23－B号土坑土居解説（第74図）
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子少量
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第23－C号土坑土居解説（第74図）
1　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

第24号土坑土層解説（第74回）
1褐　色　ローム中・小ブロック少量，ローム粒子微量

第25号土坑土居解説（第74回）

1　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子・ローム大・中ブロック多量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック微量

第29号土坑土層解説（第74図）
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・焼土ブロック微量
2　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子・焼土ブロック微量

第34号土坑土層解説（第74回）
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土・炭化粒

子微量

第38号土坑土居解説（第75回）
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子微量

第45号土坑土層解説（第75図）

1極暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・
ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

第46号土坑土居解説（第75回）
1　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

第47号土坑土居解説（第75図）
1　黒褐色　焼土・炭化・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　褐　色　ローム粒子微量

第48号土坑土居解説（第75回）
1黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化・ローム粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　褐　色　ローム粒子微量
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第49号土坑土層解説（第75回）
1暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

第50号土坑土層解説（第75図）
1極暗褐色　焼土小ブロック・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第51号土坑土層解説（第75回）
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　褐　色　ローム中・小ブロック多量

第52号土坑土層解説（第75回）
1黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化ブロック・炭化粒子・焼土

中ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化ブロック・焼土粒子・ロー
ム中ブロック微量

3　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

第53号土坑土層解説（第75図）
1極暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量

3　褐　　色　焼土中ブロック微量
4　褐　　色　ローム中ブロック中量

第55号土坑土層解説（第75図）
1褐　色　炭化小ブロック・ローム粒子微量
2　褐　色　炭化・ローム粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第56号土坑土層解説（第75図）
1暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　色　焼土・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

第58号土坑土層解説（第75図）
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子微量，炭化小ブロック微量
3　褐　色　炭化・ローム粒子微量

第59号土坑土層解説（第75図）
1暗褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，ローム中ブロ

ック微量

2　暗褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子少量，ローム小ブロッ
ク・焼土粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム・焼土粒子少量

第60号土坑土層解説（第75図）
1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子

微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・焼土粒子微量

第63号土坑土層解説（第75図）
1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子微量

第64号土坑土層解説（第75図）
1暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量
2　褐　色　炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム中ブロック中量

第66号土坑土層解説（第75回）
1暗褐色　ローム・焼土・炭化粒子中量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子

微量

4　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
5　褐　色　ローム・炭化粒子少量

第67号土坑土層解説（第75図）
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・焼土・ローム粒子微量
3　褐　色　ローム・炭化粒子微量

第68号土坑土層解説（第75図）
1黒褐色　焼土・ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック微量
3　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック微量
4　褐　色　炭化小ブロック微量

第69号土坑土層解説（第76図）
1暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

第71号土坑土層解説（第75回）
1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土小ブロ

ック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック微量
3　褐　色　ローム中ブロック少量

第72号土坑土層解説（第76回）
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化小ブロック・

焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・炭化・ローム粒子微量
4　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

第73号土坑土層解説（第76図）
1暗褐色　ローム・焼土・炭化粒子・焼土小ブロック少量，炭化物

微量

2　暗褐色　ローム・焼土粒子・焼土中ブロック中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土ブロック微量

4　褐　色　ローム粒子中量

第74号土坑土層解説（第76図）
1褐　色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム大・中ブロック多量
4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量
5　暗褐色　ローム粒子・ローム大・中ブロック少量
6　暗褐色　ローム大ブロック多量，ローム粒子少量

第75号土坑土層解説（第76図）
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム大・中ブロック多量

第77号土坑土層解説（第76図）
1黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・炭化小ブロック・焼土粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化・ローム粒子微量

第78号土坑土層解説（第76回）
1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　色　炭化物少量，ローム小ブロック微量

第79号土坑土層解説（第76図）
1暗褐色　ローム粒子・砂粒少量
2　暗褐色　ローム粒子・砂粒・ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第80号土坑土層解説（第76回）
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化小ブロック少

量，炭化粒子微量

2　暗褐色　炭化小ブロック・ローム小ブロック微量
3　暗褐色　炭化小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　褐　色　炭化小ブロック・ローム粒子微量



第81号土坑土層解説（第76図）
1　暗褐色　ローム粒子少量，白色微粒子微量

第86号土坑土層解説（第76回）

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

第90号土坑土層解説（第77図）
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量

第91号土坑土層解説（第77回）
1　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム・焼土・炭化粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック
少量

第101号土坑土層解説（第77図）

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土・炭化粒子
微量

2　褐　色　ローム大・中ブロック多量
3　褐　色　ローム大・中ブロック多量，ローム粒子少量

第103号土坑土層解説（第77図）
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子少量

第104号土坑土層解説（第77図）
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化小ブロック・焼土粒子微量

第105号土坑土層解説（第77図）
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化・焼土粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子中量，炭化・ローム粒子少量
3　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック微量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

第109号土坑土層解説（第77図）
1　暗褐色　炭化・ローム粒子微量

2　褐　色　炭化・ローム粒子微量

第110号土坑土層解説（第77回）
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化物粒子微量

2　暗褐色　ローム大・中ブロック中量，ローム粒子少量

第111号土坑土層解説（第77回）

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第112号土坑土層解説（第77図）

1　黒褐色　炭化小ブロック中量，ローム中ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化小ブロック少量
3　褐　色　炭化小ブロック少量，ローム粒子微量

第113号土坑土層解説（第77図）
1　褐　色　ローム中・小ブロック多量，炭化粒子微量

第114号土坑土層解説（第77図）

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

第115号土坑土層解説（第77図）
1　暗褐色　炭化・ローム粒子微量

2　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック微量

第116号土坑土層解説（第77図）

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　褐　色　ローム・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子中量

5　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム大・中ブロック少量，炭化粒子少量
8　褐　色　ローム粒子多量

第117号土坑土層解説（第77図）

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

第118号土坑土層解説（第77回）
1　暗褐色　炭化・ローム粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第121号土坑土層解説（第77図）
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，炭化小ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
5　褐　色　ローム粒子少量

第122号土坑土層解説（第77図）
1　暗褐色　炭化・焼土・ローム粒子微量
2　褐　色　炭化・ローム粒子微量

第123号土坑土層解説（第77図）
1黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

第124号土坑土層解説（第77図）

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

第126号土坑土層解説（第77回）

1　暗褐色　炭化・ローム粒子微量
2　褐　色　炭化・ローム粒子微量

第127号土坑土層解説（第77図）

1　暗褐色　ローム中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第128号土坑土層解説（第77図）
1　褐　色　ローム粒子中量
2　褐　色　暗褐色土中ブロック微量

第129号土坑土層解説（第77図）

1　暗褐色　焼土・炭化・ローム小ブロック微量
2　暗褐色　炭化・ローム粒子微量

第130号土坑土層解説（第78図）
1　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック微量

第131号土坑土層解説（第78図）

1　暗褐色　炭化小ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　色　炭化・ローム粒子微量

第132号土坑土層解説（第78回）

1　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　褐　色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム中・小ブロック中量

6　褐　色　ローム粒子少量

第133号土坑土層解説（第78図）

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

第134号土坑土層解説（第78図）
1　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第135号土坑土層解説（第78図）
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック少量
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第136号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック微量
4　暗褐色　焼土中・小ブロック・ローム中ブロック少量，焼土大

ブロック微量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量
6　暗褐色　焼土中ブロック中量，ローム中・小ブロック少量
7　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量
8　暗褐色　ローム中ブロック多量

第138号土坑土層解説（第78図）
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

第140号土坑土層解説（第78図）
1暗褐色　焼土小ブロック・焼土・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子少量

第146号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第147号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　焼土・炭化・ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土・炭化粒子中量，ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子少量

第148号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，焼土・炭化粒子

少量・

3　暗褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量
4　黒褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，焼土・炭化粒子

微量
6　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック小量，焼土・炭化粒子

微量

第149号土坑土層解説（第78回）
1褐　色　ローム中・小ブロック多量，炭化粒子少量

第150号土坑土層解説（第78図）
1暗褐色　ローム粒子多量，炭化物粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

第151号土坑土層解説（第78図）
1　暗褐色　炭化・焼土粒子少量
2　褐　色　炭化粒子・ローム大・中ブロック微量

第153号土坑土層解説（第78図）
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化・焼土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量

第155号土坑土層解説（第78図）
1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック中量

第156号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　炭化粒子・ローム大・中ブロック・ローム粒子微量
2　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

第157号土坑土層解説（第78図）
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

第158号土坑土層解説（第78図）
1　暗褐色　炭化・ローム粒子少量
2　暗褐色　炭化・ローム粒子・ローム小ブロック少量
3　暗褐色　炭化粒子少量・ローム粒子微量
4　暗褐色　炭化・ローム粒子・ローム中ブロック少量

第160号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　炭化・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

第161号土坑土層解説（第78図）
1　暗褐色　ローム・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

第162号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　ローム中・小ブロック・焼土粒子微量

第163号土坑土層解説（第78回）
1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

第164号土坑土層解説（第79図）

1暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化・焼土粒子微量
3　暗褐色　炭化小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

第165号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第166号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　炭化・ローム粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量

第167号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

第168号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　炭化小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

第169号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化小ブロック・ローム小ブロック微量

第174号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　炭化・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土大ブロック・ローム小

ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・焼土大ブロック・ローム小
ブロック微量

第175号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　ローム・炭化・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム中ブロック少量，炭化・焼土・ローム粒子微量

第181号土坑土層解説（第79図）
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土大・中ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック中量，ローム大ブロック

少量
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第80図　土坑出土遺物実測・拓影図（1）
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第81図　土坑出土遺物実測・拓影図（2）
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第83図　土坑出土遺物実測・拓影図（4）
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第84図　土坑出土遺物実測・拓影図（5）
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第85国　土坑出土遺物実測・拓影図（6）
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第86図　土坑出土遺物実測・拓影図（7）
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第87図　土坑出土遺物実測・拓影図（8）
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第88図　土坑出土遺物実測・拓影図（9）
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第89図　土坑出土遺物実測・拓影図個
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第90図　土坑出土遺物実測・拓影図（11）
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第91図　土坑出土遺物実測・拓影図（12）



第92図　土坑出土遺物実測・拓影図（13）
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第93図　土坑出土遺物実測・拓影図（14）
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第94図　土坑出土遺物実測・拓影図（15）



土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 音 形 及　 び 文 線　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 80 図 深鉢形土器 A 〔30 ．6〕 口縁部 か ら胴部下半 にか けての破片。胴部 は内攣 し，外傾 しなが 長石 ・ス アリア P 6 5　　　　 50％

縄 文 土 器 B （37 ．5） ら口縁部 に至 る。 口縁部直下 は横方向 の沈線が施 され，突起の中 にぷい橙色 SK－3　 覆土中

1 央 に 2 個 の貫通孔 を有 し， 回 りには円形刺突文が施 されてい る。

口縁 部か ら頚部 にかけては，磨 り消 され隆帯上 には押捺が なされ

ている。胴部 は，単節縄文 L R の地文 に曲線 及び直線状 の沈線 に

より文様が構 成 されている。

普通 （堀之 内 I ）

第 81 図 探鉢形土器 A 〔3 6．4〕 口縁 部か ら胴部上半 にかけての破片 。沈線 に．より文様が構成 され 長石・石英・スコリア P 66　　　　 30％

1 縄 文 土 器 B （1 8．2） てお り，区画内は刺 突列点文が施 されている。 橙色

普通

SK－7　 覆土 中層

（称名寺 Ⅱ・）

2

探鉢形土器 A 〔2 3．0〕 口縁部か ら胴部にかけての破片 。胴部 は外傾 し．，やや内攣 しなが スコリア P 67　　　　 30 ％

縄 文 土 器 B （1 6．2） ら口縁部 に至る。口縁部 は無文 で 4 個 の橋状把手 を もち，把手 に 浅黄橙色 SK－7　 覆土 中層

は円形刺突文が施 されている。胴部 は摩滅が著 しいが，単節縄文

R L の地文 に曲線的な沈線 が施 されている。

普通 （称名寺 Ⅱ）

第 82 図 探鉢形土器 A　2 6．6 胴部下半は外傾 した後中位 で くびれ，緩 やかに外傾 しなが ら口縁 長石 ・石英 P 68　　　　 50 ％

1 縄 文 土 器 B （2 0．7） 部 に至る。摩滅が著 しいが，口縁 部直下か ら単節縄文 R L が施文 ‘橙色 SK－1 7　 覆土 中層

され， くびれ部分は磨 り消 されている。 普通 （堀 之内 I ）

第 84 図 深鉢形土器 A 〔3 3．0〕 口縁部及び頚部には粘土紐貼 り付 けの刻文帯 ，・胴部 には斜 め方 向 長石 P 69　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （9．5） の粗い条線が施 されている。 橙色

普通

SK－2 9　 覆土 中

（加曽利 B Ⅱ）

第 84 図 深鉢形土器 B （2 8．6） 底部か ら胴部上半 にかけての破 片。平底で，胴部は外傾 して立 ち 長石 ・スコリア P 70　　　　 60％

1 縄 文 土 器 C　 7．8 上が る。底部か ら胴部下半は無文で，胴部上半は粗 い沈線 が施 さ にぷ い橙色 SK－4 7　 覆土下層

れてい る。 普通 （堀 之内 I ）

第 85 図 深鉢形土器 B （8．4） 底部か ら胴部下半 にかけての破片 。平底で，緩やかに外傾 しなが 長石 ・石英 P 71　　　　 50 ％

1 縄 文 土 器 C ‾　6．2 ら立 ち上が る。横及び縦方向の沈線が施 されている。 にぷい褐色

普通

SK－5 2　 覆土 中

（堀之内 Ⅱ）

第 ．86 図 ・探鉢形土器 A　2 2．1 胴部か ら口縁部 にかけての破片。胴部は内攣 し，外傾 して立ち上 長石・石英・スコリア P 72　　　　 30 ％

1 ． 縄 文 土 器 B （2 0．1） がる。胴部 は無節縄文 L が施文 され頚部か ら口縁部は磨 り消 され にぷい黄橙色 SK－6 3　 覆土 中

てい る。 普通 （堀之内 I ）

第 89 図

1

異形台付土器 A　 6．9 台部 は内攣 し，胴部は 「く」の字状か ら垂直 に立ち上が り，口縁 長石 P 73　　　 100 ％

縄 文 土 器 B　 8．3 部 に至 る。 口縁部上端には連続刻文が施 され，胴部は 4 単位 の交 にぷい赤褐色 SK－1 05　 底面

C　 4．5 差す る刻文帯の中央部には，横 長の痛が貼 りつけ られお り，癌 の 良好 （安行 Ⅱ）

D　 3．0 上下 には半月状の孔が穿たれている。胴部中位には 2 個 の刻 みを

施 した中空で．ラッパ状の突起 と横 刻み を施 した縦長の痛 がラ ッパ

状の突起 と対 に付け られている。台部は横 長の突起 に縦刻みを施

し， 4 個の三角形状の孔 が穿たれている。

2

異形台付土器 A 〔8．3〕 台部欠損。 口縁部か ら2 段 の隆起 帯刻文が巡る。口縁 部隆起 帯 と 長石 ・石英 P 74　　　　 20 ％

縄 文 土 器 B （3．7） 第 2 隆起帯間は矢羽状の沈線が施 され，隆起 帯上にはブ タ鼻状貼 橙色 SK－1 05　 底面

．癌が付 されている。 普通 （安行 Ⅱ）

第・90 図 深鉢形土器 A 〔2 6．3〕 底部欠損。胴部は緩やかに外傾 して立ち上がった後内攣 し，口縁 長石 ・石英 P 75　　　　 80 ％

1 縄 文 土 器 B （3 9．8） 部 に至 る。沈線区画内は列点文が施 されている。 黒褐色

普通

SK－1 11 底面

（称 名寺 Ⅱ）

第 91 図 探鉢形土器 A　2 7．5 底部 は平底占底部か ら胴部下半にかけては外傾 しなが ら立 ち上 が 長石 ・石英 P 76　　　 100 ％

縄 文 土 器 B　3 7．9 り，胴部は内攣 し外傾 しなが ら口縁部 に至る。単節縄文 L R の地 にぷ い褐色 SK－1 24　 覆土中層

1 C l O．6 文 に， 口縁部は横 方向の 4 本の沈線 ，口縁部 か ら胴部 にかけては

曲線的な 4 本及び垂下する 5 本の沈線 に より文様 が構成 されてい

る。胴部下半か ら底部にかけては縦方 向の 削 りが施 されている。

普通 （堀 之内 I ）

第 92 図 探鉢形土器 B （2 1．1） 胴部片。蛇行する平行沈線 区画 内は，無節縄 文R が施文 されてい 長石 P 7 7　　　　 30％

1 縄 文 土 器 C 〔1 1．0〕 る。胴部下半は磨 り消 されている。 橙色

普通

長石 ・石英

SK－14 0　 覆土中

（堀 之内 Ⅱ）

P 7 8　　　　 30％第 93 図 深鉢形土器 A 〔2 8．5〕 口縁部か ら胴部下半にかけての破片 。口縁部 は，横方 向の平行沈

1

第 9 2 図

縄 文 土 器

ミニチュア1器

B （3 3．1）

A 〔4 ．8〕

．線区画内 に．棒状工 具による押圧 がな され，大形 の刺突文 の両脇 に にぷ い樺色 SK－14 9　 覆土中

2 個 1 組の刺突文が施 されている。胴部 は，複節縄文 R L R の地

文 に沈線が施 され，磨 り消 されている。

胴部片。胴部は緩 やかに立 ち上 がる。内 ・外面 に指頭 による整形

普通

長石 ・ス コリア

（堀 之内 I ）

P ．7 9　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （．3．1） 痕が残 されてrいる。 橙色

普通

長石 ・石英

SK－1 55　 覆土中

第 93 図 探鉢形土器 A 〔2 9．7〕 底部か ら口縁 部にかけての破 片 。底部平底 。胴部 は，外傾 してた P 8 0　　　　 25 ％

1 縄 文 土 器 B 1 8．9 ちあがる。口縁部 か ら胴部 中位 にかけては無節．縄文 が施 され，昭 にぷ い橙色 SK－1 6‾1 覆土下層

C　 9．3 部下位は磨 り消 されている。 普通 （加 曽利‘B I ）
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備 ‾　　　 考

第 94 図 ・注 口 土 器 一長さ（4．一1） 注 口部片。基部外径3 ．2cm， 内径 1．4cm， 先端 部外径1こ9cm ，内径 長石 ・ P 81　　　　 5 ％・

1 縄 文 土 器 1．2cm，基部か ら反 り気 味に注 口部に至 る。外面ナデ整形 されてい 橙色 SK －165　 覆土中

る。 普通 （後知 か）

第 94 図 深鉢形土器 A 〔29．5〕 口縁部か ら胴部 にかけての破片。口縁部 と胸部上 半に紐線文が貼 長石・石英・スコリア P 82 ‾‾　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （20．0） 付 され，押捺が付 さ‾れてし、る。．細線 雲間は，弧線文及 び斜 め‘の条 黒褐色 SK －17 4　 覆土 中

線が施 されている。 普通 （加 曽利 B Ⅲ）

土坑出土土製品観察表

図版番号 器　　 種
計　 測　 値．（cm） 重　 量

（‾g ）

現存率

．（％）

器 形 及 び 文 様 の．掛 徴 備　　　　 考 ．
最大長 最大幅 轟不厚

第83図10 腕輪状土製品 〔3．6〕 （4 ．2） 1．0 － （云0 ．0） ．．30・ 孔径 〔4 ．1〕。m 。平行す る 4 本の沈線 が施 され D P 38　 SK－2 5　 覆土 中

て いる。 長石　 褐色　 普通

第83図 6 土 ‘製 円 板 4．6 5 ．1 1．0 2 3．6 10 0 横及 び蛇行す る沈線が施文。 D P 39　 SK－3 8　覆土 中

第88図 4 土　　　 錘 4 ．6 2 ．2 1．9 17．2 io o 楕 円形で，扁平であ る。長軸 に深い溝が 1 周 D P 40　 SK－1 01 覆土中

してい る。＿ 長石 ・石英　 褐色　 普通

第89図 4 耳 ’飾　 り 2．2 2 ．2 1．4 5．8 10 0 環形 ∴内径 1．4。m で表面 及び側面 は磨 きが施 D P 41 SK－1 95　 底面

され，無文である。 長石　 褐色　 普通 （後期後葉）

第90図 1 舟形土製品 6．7 5．．0 4 ．2 6 5．8 1100 丸底。．内 ・外面は無文で，整形痕が粗 く残る。D P 42　 芋K－117　 覆土 中

側面 には，孔 が 1 個穿たれている。 長石 ・パ ミス　 褐 色　 普 通

第92図 5 耳　 飾　 り 2 ．3 〔2・3〕 1．5 （6．1） 70 環形。・l内径 1．4cm で表面 に刻 みが施 さ華 ，側 D P 43　 SK－1 53　 覆土 中

面は磨 きが施 されている。 長石　 黒褐色　 普 通

6 土 製 円 板 4 ．5 4．3 1．3 2 3．1 1 00 表面に貼癌 が付 阜れている。 D P 4 4　S K－1由　 覆土 中

7 有孔．円板形 8 ．2 （5．3） 2 ．2 （87．7） 50 無文。ナデ整勅 がな されているが，摩滅 が著 D P 4 5　S K－15 3　 覆土 中

土　 製　 品 しい。 長石 ・石英　 褐色　 普通

第94図 3 土 製 円 板 3．9 4 ．2 1 ．0 18 ．0 10 0 表面に粗 い条線が施 されていろ。 D P 4 6　S．K－16 9　 痩土 中

土坑出土石器観察表

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　 ．値

石　　 質， 備　　　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm）・ 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第80図 1 石　　　 皿 14 ．5 （9．0） 3．8 （7 20 ．0） 安　 山　 岩 Q 66　 欠損 品　 S班－5　 痙土 中

第81図 6 磨 製 石 斧 （7 ．7） 6．0 4．1 （3 60．0） 硬　 砂　 岩 Q 6 7　定角武　 欠癌 品　 SK－7　 覆土上層

第82図 6 磨 製 石 斧 （13 ．2） （7．9） 4．6 （5 80．0） 花　 崗　 岩 Q 6 8　寿角式　 欠損 品 ．SK－17　 覆土中

第82図 7 石　　　 皿 （17．0） （7 ．1） （9．6） （13 60．0） 安‾　山　 岩 Q 6 9　欠損 品　 SK－17　 覆土 中

第81図 5 磨　　　 石 9．．3 （6 ．4） 6．0 （48 0．0） 安　 山　 岩 Q 7 0　欠損 品　 SK－19 ．虜 土中

第81図 6 打 製 石 斧 一（9．4） （5 ．3） （1．4） （80．0） 粘　 板　 岩 ．，Q 、7 1 分銅形　 一部欠損　 SK－1白　 覆土中

第84図12 凹　　　 石 7．9 ケ．0 4 ．6 40 0．0 安　 山　 岩 Q 7 2　SK－2 9　 覆土中

第85図 7 凹　　　 石 8．4 7 ．2 5．4 34 0．0 安　 山　 岩 Q 74　 磨石兼用 ‘sK－5 2　 覆土中

第86図 4 石　　　 鉄 （2．5）＿ （2 ．0）、 0．5 （1．2） チ ャ　ー ト Q 7 5 ．一部欠損品　 凹基無茎鉄　 SK－6 7　 覆土 中

第86図 4 塵　　 石 8．6 7．4 6 ．2 56 0．0 安　 山　 岩 Q 76　 SK－6 9　覆土 中

第87図 4 石　　　 錐 （3．1） 1．9 0 ．7 （2．8） チ ャ　ー ト Q 77　 一部欠損品　 SK－7 4　底面

5 ・石　　　 鉄 2．4 1．8 0 ．6 1．9 チ ャ ー ト Q 78　 凹基無茎鉄　 SK－7 4　底面

6 石　　　 鍍 （1．9） 1．2 0 ．6 （0 ．9） チ ャ　ー ト Q 79　 一部欠損品 ’凹基無茎鉄　 SK－7 4　底面

7 石　　　 鍍 （1．5） 1．5 0 ．3 （0 ．5） チ ャ　ー ト ・Q 80　 －†部欠損品　 凹基無茎鉄　 SK－74　 底面

8 石　　　 鉄 1．4 1．2 0．4 0 ．4 黒　 曜　 石 Q 81 凹基無茎鉄　 SK－74 ．底面

9 石　　　 鉄 （1 ．3） 1．5 0．4 （0 ．6） チ ャ　ー ト Q 82　 一部欠損 品　 凹基無茎鉄　 SK－74　 底面

10 石　　　 鍍 2 ．3 （1．5） 0．4 （0 ．8） チ ャ ー ト Q 8 3　 一部 欠損 品　 凹基 無筆鉄　 SK－74　 底面

11 石　　　 鉄 2 ．3 （1．3） 0．5 （0 ．7） チ ャ　ー ト Q 8 4　 一部 欠損 品　 凹基 無茎鉄　 SK－74　 底面

12 石　　　 鉄 （1．9） （1．1） 0．5 （0．6） チ．ヤ ー ト Q 8 5　 一部 欠損 品　 凹基無茎鉄　 SK－74　 底面

13 石　　　 鉄 2．5 （1．9） 0．8 ▼（3．4） チ ヤ・．－ ト Q 8 6　一部欠損 品　 平基無茎鉄　 SK－74　 底面

第88図 3 管状石製品 （2．0） 0 ．8 －
（1．1） 滑　　　 石 Q 8 8　一部欠損 晶　 径0 ．3 cmの通孔　 SK－1 13　 覆土中

第89図 3 石　　　 剣 48．5 4 ．0 3．0 88 0．0 粘　 板　 岩 Q 8 9　S K－114　 底面

4 磨　　　 石 9．3 7 ．7 5．6 56 0．0 安　 山　 岩 Q 9 0　S K－114　 底面

第90図 2 石 ‾　　 棒 （23．7） 6．9 6 ．2 （1 42 0．0） 粘　 板　 岩 Q 9 1 欠損品　 SK－11 7　覆土＿中
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図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　 軍 備　　　　　　　　　　　　 考

罠さ （cm）・幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （．g ‾）

第92図 9 浮　　　 子 （5．0） 4 ．0 1．3 （8．0） 軽　　　 石 Q 92　欠損 品　 径0 ．9cm の通孔　 SK －14 7　 覆土 中

第91図 4 磨　　　 石 （4．8） 6 ．5 3．6 （16 0．b） 安 ‘山　 岩 Q 93　敲石兼用　 欠損品　 云旺148　覆土 中層

第92図 8 石　　　 錘 （4．0） 3 ．0 0．7 （13．0） 硬　 一砂　 岩 Q 94　一部 欠挽　 SK－15 3 ‾覆土 中

第93図 1 打 製 石 斧 （10 ．1） （7 ．8） 2．2 （200．0） 粘　 板　 岩 Q 95　分銅形　 一部 欠損　 SK －16 2　覆土 中

第94図 4 浮 ・　 子 （3 ．8） （4 ．3） （2．6） （9．3） 軽　　　 石 Q 96　 欠損 品　 SK －17 5　 覆土中

ここでは，前項で解説できなかった，土坑の出土遺物の出土状況及び拓影図の解説について記述する。

第2号土坑（第74図）

第80図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は胴部片で沈線，2は把手で操られてお

り大きめの刺突が施されている。

第6号土坑（第74図）

第80図1は覆土中から出土した縄文土器片の柘影図である。胴部片で，縄文地文に沈線により区画がなされ

磨り消されている。

第7号土坑（第74図）

第81図3－5は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。3は口縁部片で口唇部に刺突がなされてい

る。4・5は胴部片で，4は沈線区画内は列点文，5は平行沈線が施されている。

第13号土坑（第74図）

第80図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部片で羽状縄文が沈線により区画されてい

る。

第14号土坑（第74図）

第80図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部片で隆帯上は押捺がなされ，平行沈線が

施されている。

第15号土坑（第74図）

第80図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で列点文が施されている。2

－4は胴部片で，2は単節縄文LRの地文に垂下する平行沈線が施され磨り消されている。3は2本の沈線，

4は粗い刺突がなされている。

第17号土坑（第74図）

第82図2－5は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。2は胴部片で同心円状のモチーフが措かれ

ている。3・5は単節縄文LRの地文が沈線により区画されており，4は胴部片で単節縄文LRの地文に縦及

び横方向の沈線が施され，胴部下半は縦方向ゐ削りがなされている。
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第18号土坑（第74図）

第81図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で縄文地文に口縁部は磨り消

され，胴部上半は横及び斜め方向の沈線が施されている。2は胴部片で縄文地文に垂下する3本の沈線が施さ

れ，横方向の平行沈線内は磨り消されている。

第19号土坑（第74図）

第81図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で沈線により区画され，2

は列点文が施されている。3・4は口縁部片で，3は単節縄文LRの地文に沈線が施され磨り消しがなされて

いる。4は胴部が内攣し，口縁部は外傾して立ち上がり，単節縄文LRの地文に沈線が施されている。

第20号土坑（第74図）

第81図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は単節縄文RLの地文に沈線により

区画され，区画内は磨り消されている。

第21号土坑（第74図）

第82図1－5は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で縦方向に粗い条線が施され

ている。2・3は胴部片で，2は「Ⅴ」字状の沈線，3は垂下する沈線，4は口縁部片で無文，5は胴部片で

列点文が施されている。

第22号土坑（第74図）

第82図1は覆土中層から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部から胴部にかけての破片で，口縁部は

太い平行沈線が施され，頚部から胴部にかけては縄文地文に平行沈線が施されている。

第23－A号土坑（第74図）

第83図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は胴部片で縦方向の沈線，2は口縁部か

ら胴部にかけての破片で，口縁部は横方向の沈線上は縦長の刺突がなされ，胴部は単節縄文RLの地文に平行

沈線が施され，区画内は磨り消されている。

第23－B号土坑（第74図）

第83図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，1は単節縄文RLの地

文に縦方向の沈線区画内は磨り消されている。2は列点文が施されている。

第23－C号土坑（第74図）

第83図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で縦方向の沈線が施されている。

第24号土坑（第74図）

第82図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，押捺を加えた粘土紐上に

は縦長の貼癌がなされている。2は胴部片で縄文地文に斜め方向の条線が施されている。
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第25号土坑（第74図）

第83図1－9は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1－6は口縁部片で，1・3は口縁部直下

に深めの沈線が施され，2は単節縄文LRの地文に削りがなされ，4は口縁部直下に沈線が施され，斜め方向

の平行沈線が施されている。5は口縁部直下に縦長の刺突がなされている。6は単節縄文RLの地文に横及び

斜め方向の沈線が施されている。7－9は胴部片で縄文地文に，7は円形及び蛇行する沈線，8は平行沈線区

画内は磨り消され，9は縦及び横方向の沈線が施されている。いずれも堀之内式期に比定される。

第29号土坑（第74図）

第84図2－11は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。2は口縁部から胴部にかけての破片で，2

は縄文地文に沈線及び円形竹管文が巡る。3－6は口縁部片で，3は格子状の沈線が施され，4は押捺を加え

た粘土紐が貼付され，5・6は斜め方向の沈線が施されている。7・8・10は胴部片で横方向の粗い沈線が施

され，9は口縁部片で口唇部は刻みが施されている。11は胴部片で単節縄文LRの地文に沈線が施され，沈線

区画内は磨り消されている。いずれも，加曽利BⅡ式期に比定される。

第34号土坑（第74図）

第83図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部片で，口縁部直下には沈線が施されてい

る。

第38号土坑（第75図）

第83図1－5は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1－5は口縁部片である。1は波状口縁で

口縁部文様帯は4段の隆起帯縄文と癌の貼付により構成され，孔が穿たれている。2・3は口縁部に隆線を貼

り付け，指頭による押捺がなされている。4は縦刻み及び沈線を巡らせている。5は波状口縁の披頂部で，頂

部の突起の貼癌に刻みが施されている。いずれも，安行I式期に比定される。

第45号土坑（第75図）

第83図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3は口縁部片で，1は口縁部下に横及

び縦方向の沈線，2・3は蛇行する沈線が施されている。いずれも，堀之内I式期に比定される。

第46号土坑（第75図）

第83図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で，垂下する沈線が施されている0

第47号土坑（第75図）

第84図2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で，口縁部下に沈線が巡る。

第48号土坑（第75図）

第84図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，口縁部下に沈線が巡

り，胴部は斜め方向の沈線が施されている。3・4は胴部片で，縦及び横方向の沈線が施されている。いずれ

も堀之内I式期に比定される。
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第49号土坑（第75図）

第85図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，口縁部下に沈線が巡

り，胴部は平行沈線が施されている。3・4は胴部片で，3は縄文地文に曲線状の沈線，4は粗い沈線が施さ

れている。

第51号土坑（第75図）

第85図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，1は縄文地文に縦方向

の沈線が施され，2は隆帯上に刺突が施されている。

第52号土坑（第75図）

第85図2－6は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。2－6は口縁部片で，2は口縁部下に沈

線が巡り，2個の刺突が施されている。3は穿孔及び刺突が施され∴4は縄文地文に横及び縦方向の沈線が施

されている。5の口縁部下は磨り消され，連続刺突文が施され，6は口唇部に沈線が巡る。

第58号土坑（第75図）

第85図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，縄文地文に沈線が施さ

れている。

第59号土坑（第75図）

第85図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，単節縄文RLが施文され

ている。2は胴部片で貼癌に刺突が施されている。

第60号土坑（第75図）

第85図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部片で，横及び斜め方向の沈線が施されて

いる。

第64号土坑（第75図）

第86図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片，2・3は胴部片で，縦方向

の沈線が施されている。

第66号土坑（第75図）

第86図1－4は覆土中層から出土した縄文土器片の拓影図である。1－4は口縁部片で，1は単節縄文LR

が施文され，2は付加条一種付加2条の縄文が施文されている。3は沈線が施され，4は隆帯上に刻みが施さ

れている。

第67号土坑（第75図）

第86図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は口縁部下に沈線

が施され磨り消され，2は隆帯上に押捺がなされている。3は胴部片で刻文帯に縦長の癌が貼られ横方向の刻
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みが施されている。

第68号土坑（第75図）

第86図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は胴部片で，単節縄文LRの地文に隆線

及び沈線で文様が構成されている02－4は口縁部片で，2は縄文地文に沈線が施され，3は口唇部に刻みが

施され，4は縄文帯間は磨り消されている○

第69号土坑（第76図）

第86図1－3は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，2本の沈線内には2個

の刺突がなされている。2・3は胴部片で，2は連続刺突を加えた隆帯が貼られている。3は縄文地文に蛇行

沈線が施されている。いずれも，堀之内I式期に比定される0

第71号土坑（第75図）

第86図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，単節縄文LRの地文に

垂下する沈線が施されている。

第72号土坑（第76図）

第87図1－6は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である01－5は口縁部から胴部にかけての破片

で，1は小波状口縁で沈線が巡り，胴部は弧線及び蛇行する沈線が施され，2は太い沈線が施されている。3

・4は口縁部下に沈線が巡り，3は沈線により文様が構成され，4は単節縄文LRが施文されている。5は沈

線により文様が構成され，6は胴部片で縦方向に連続刺突文が施されている0

第73号土坑（第76図）

第87図1－5は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は下向きの弧線が

施され，2は小波状口縁で口唇部に刺突がなされている03・4は胴部片で，沈線により文様が構成されてい

る。5は口縁部片で縄文地文に沈線が施され，沈線区画内は磨り消されている。

第74号土坑（第76図）

第87図1－3は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部から胴部にかけての破片，2

・3は胴部片で，縄文地文に沈線が施され，沈線区画内は磨り消されている0

第75号土坑（第76図）

第88図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。大形の橋状把手で，単節縄文LRが施文されて

いる。

第78号土坑（第76図）

第87図1－3は覆土中層から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は波状口縁で横

長の癌が貼られ，2は沈線により楕円区画がなされている0いずれも，安行Ⅲb式期に比定される03は胴部
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片で縄文地文に沈線が施され，流れ込みと思われる。

第79号土坑（第76図）

第88図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片，2・3は胴部片でいずれも

列点文が施されている。

第80号土坑（第76図）

第88図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で隆帯が貼られ，2は胴部片

で縄文地文に隆線及び沈線が施されている。

第86号土坑（第76図）

第88図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，口縁部下に横方向の

沈線が巡り，2は2個の刺突がなされている。3は胴部片で，単節縄文LRの地文に沈線が施されている。4

は口縁部片で，無文で沈線区画内に刺突が施されている。

第90号土坑（第77図）

第88図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は胴部片で，縄文地文に沈線が施されて

いる。2・3は口縁部片で，2は粗い条線，3は単節縄文LRが施文されている。

第91号土坑（第77図）

第88図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，1は列点文，2は蛇行

する沈線が施されている。

第101号土坑（第77図）

第88図1－3は覆土中層から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3は胴部片で，弧線状及び直線状の

沈線により文様が構成されている。

第103号土坑（第77図）

第88図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，1は単節縄文RLが施

文され，2は沈線が施されている。

第104号土坑（第77図）

第88図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3は口縁部片で，1は沈線区画内に列

点文が施され，2・3は口縁部下に沈線を巡らせ，曲線状の沈線により文様が構成されている。4・5は胴部

片で，縦及び斜め方向の沈線により文様が構成されている。

第105号土坑（第77図）

第89図3は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部片で，縄文帯に縦長の貼癌に横方向の
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刻みが施され，刻文帯上にはブタ鼻状の貼癌が接続されている。安行Ⅱ式期に比定される。

第110号土坑（第77図）

第88図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で，粗い沈線が施されている。

第112号土坑（第77図）

第88図1－3は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で，列点文が施されている。

第113号土坑（第77図）

第88図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，単節縄文RLの地文に口

縁部下は削りがなされている02は胴部片で，縄文地文に隆線及び沈線が施されている。

第114号土坑（第77図）

第89図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は弧線状の条線が

施され，2は小突起に刻みが施されている。安行Ⅲb式期に比定される。

第116号土坑（第77図）

第89図卜3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，単節縄文LRの地文

に口縁部下は削りが施されている03は胴部片で，単節縄文RLの地文に直線的に垂下する磨消帯が施されて

いる。

第121号土坑（第77図）

第89図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で，沈線が施されている。

第122号土坑（第77図）

第89図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で，1は曲線状の沈線，2は直線状

の沈線が施されている。

第123号土坑（第77図）

第89図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は小波状口縁で口

唇部に沈線が施され，2は口縁部下から付加条一種付加2条の縄文が施文されている。

第124号土坑（第77図）

第91図2は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部片で，口縁部下に沈線が施され，堀之

内式期に比定される。

第126号土坑（第77図）

第90図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，縄文地文に粗い削りがな
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され，2は胴部片で縦方向の粗い沈線が施されている。

第127号土坑（第77図）

第90図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，沈線下に無節縄文Lが施

文されている。2・3は胴部片で，縄文地文に曲線状の沈線が施されている。

第128号土坑（第77図）

第90図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，口縁部下に沈線が巡り，

2は胴部片で，縄文地文に沈線が施されている。

第130号土坑（第78図）

第91図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は単節縄文RLの

地文に口縁部直下から沈線により文様が構成されている。2は口縁部直下からヘラ状工具等による削りがなさ

れている。3・4は胴部片で，3は単節縄文LRの地文に沈線が施され，沈線区画内は削りが施されている。

4は粘土紐上に連続刺突文が施されている。

第131号土坑（第78図）

第90図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，曲線及び直線状の沈線

が施されている。

第132号土坑（第78図）

第91図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部から胴部にかけての破片で，隆

線上には押捺がなされ，貼癌上には2個の刺突が施されている。2・3は口縁部片で，4は胴部片で，縄文地

文に沈線が施されている。

第133号土坑（第78図）

第91図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は口縁部下から縄

文が施文され，2は6条の横方向の沈線が施されている。3は胴部片で，縄文地文に縦方向の沈線が施されて

いる。

第134号土坑（第78図）

第91図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。胴部片で，縄文地文に沈線が施されている。

第136号土坑（第78図）

第91図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，1は直線及び斜め方向

の沈線，2は曲線状の沈線が施されている。3は口縁部片で3段の刻文帯が施されている。

第140号土坑（第78図）
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第92図2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。口縁部片で，沈線区画内は磨り消しがなされて

いる。

第147号土坑（第78図）

第92図1－8は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である01－5は口縁部片で，1は口縁部に粘土紐

に押捺が加えられ，下向きの弧線が施されている02は単節縄文LRの地文に口縁部下に沈線が施され，3は

格子状の沈線が施され，4は波状口縁で刻みが施されている0　5は口縁部下から粗い条線が施されている。6

－8は胴部片で，粗い条線が施されている。

第148号土坑（第78図）

第91図1－3は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である01－3は口縁部片で，1はロ縁部に刻み

が施され，2は粘土紐に押捺がなされ，3は3段の縄文帯同は磨り消されている。いずれも，加曽利BⅢ式期

に比定される。

第149号土坑（第78図）

第93図2－5は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である02は口縁部片，3は胴部片で列点文が施さ

れ，4は口縁部下に沈線が巡り，刺突が施されている。5は胴部片で，蛇行する沈線が施されている。

第151号土坑（第78図）

第92図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，斜め方向の条線が施され

ている。2－4は胴部片で，2・3は粗い条線，4は格子状の沈線が施されている。

第153号土坑（第78図）

第92図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・4は口縁部片で，縄文帯間は磨り消さ

れている。2は口縁部下に押捺が加えられ，3は胴部片で，刻文帯上にブタ鼻状の貼癌が付されている。

第156号土坑（第78図）

第92図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は横方向の粗い条

線，2は付加条一種付加2条の縄文が施文されている。

第158号土坑（第78図）

第92図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，縄文帯間が磨り消さ

れ，1は癌が貼付されている。

第160号土坑（第78図）

第93図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，単節縄文LRの地文に

沈線が施されている。いずれも，堀之内I式期に比定される。
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第163号土坑（第78図）

第93図1・2は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は胴部片で，縄文地文に沈線が施

されている。いずれも，堀之内I式期に比定される。

第165号土坑（第79図）

第94図2－5は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。2は口縁部片で，口縁部下には粘土紐上は

押捺がなされ，磨り消されている。3－5は胴部片で，3は単節縄文RLの地文に沈線により楕円状の区画が

なされ，区画内は磨り消されている。4は無節縄文が施文され，まばらな削りが施され，5は沈線が施されて

いる。

第166号土坑（第79図）

第94図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，1は口縁部が外反し

沈線により区画され磨り消されている。2は無節縄文Rが施文されている。

第169号土坑（第79図）

第94図1・2は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は胴部片で，横長の連続刺突が粘土紐上

に施され，2は口縁部片で，単節縄文LRが施文されている。

第174号土坑（第79図）

第94図2－6は覆土下層から出土した縄文土器片の拓影図である。2－5は口縁部片で，2は波状口縁で小

突起を有し，口縁部と頚部には沈線が施され磨り消しがなされている。3は縄文帯間は磨り消され，4は口縁

部下に刻みが施され，沈線区画内は単節縄文RLが施文されている。5は口縁部に刻みが施され，単節縄文R

Lの地文に沈線により区画がなされている。6は胴部片で，粘土紐上には押捺がなされている。

第175号土坑（第79図）

第94図1－3は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1・3は胴部片で，1は沈線で「J」字文

を描き，区画内は磨り消し区画外は単節縄文LRが施文されている。3は沈線区画内に単節縄文RLが充填さ

れている。2は口縁部片で，格子状の沈線が施されている。

第181号土坑（第79図）

第94図1－4は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，沈線上に孔が穿たれてい

る。2－4は胴部片で，2は単節縄文LRの地文に沈線が施され，3は単節縄文RLが施文され，4は横方向

の粗い条線が施されている。
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表6　釈迦才仏遺跡土坑一覧表

土坑

番号

位置 長径 （軸）

方　　 向

平　 面　 形 長径 ×短径

（m ）

深 さ

（cm）

壁面 底面 覆土 時　　 期 ．出　 土　 遺　 物 備　　　　　 考

＊重複関係 ．（新→旧）

1 B5fo N－680－E 楕　 円　 形 ：1．29×1 ．11 65 緩斜 平坦 自然 不 明

2 B5fo N－100－W 楕　 円　 形 1．15×0 ．99 63 外傾 平坦 自然 不 明＿－ 縄文土器

3 B6b7 N－450－E 楕　 円　 形 0 ．75×0 ．59 45 垂直 平坦‾ 自然 不明　 － 縄文土器 本跡→Sト2

5 B6e l N－470－W 楕　 円　 形 0 ．80×0 ．69 25 垂直 平坦 自然 不明 石皿

6 B5eo 円　　　 形 1．10×1．08 20 緩斜 皿状 自然 不明 縄文土器

7 B6d l N－730－E 楕　 円　 形 1．35×1．17 60 緩斜 皿状 自然 称名寺 Ⅱ 縄文土器，磨製石斧

13 B6e 3 N－210－E 楕　 円　 形 1．40×0 ．98 21 緩斜 皿状 自然 不明 縄文土器

14 B6e 3 N－420－E 不整楕 円形 0．74×0 ．59 24 緩斜 皿状 自然 不明 縄文土器

15 B6d 3 円　　　 形 0．84 ×0．78 　22 外傾 皿状 自然 後期前葉 r 縄文土器

16 B6d 3 N－660－E 楕　 円　 形 1．25 ×0．72 89 垂直 平坦 自然 不明 縄文土器

17 B6d 3 円　　　 形 1．23 ×1．10 14 5 垂直 皿状 人為 堀之内 I 縄文土器，磨製石 斧

石皿

18 B6d 4 N⊥660－E 楕　 円　 形 0．94 ×0．79 46 外傾 皿状 自然 不明 縄 文土器

19 B6d 3 N l 76 01W 不整楕 円形 0．91 ×0．83 29 垂 直 平坦 自然 後期後葉 縄 文土器，打 製石斧

磨石

本跡－→SK－20

20 B6 d 4 N －280－E －〔楕 円 形〕 〔2．32 ×1．52〕 65 垂直 平坦 自然 不 明 縄文土器 SK－19→本跡

21 B5g 9 ．円　　 形 1．09 ×・1．05 48 外傾 凹凸 自然 不 明 縄文土器 Sト4－→本跡

22 B6e l 円　　　 形 0．70 ×0．66 65 垂直 平坦 人為 堀之 内 I 縄文土器

23－A B5g 7 N－4 0－E 〔楕 円 形〕 〔0．84 ×0．．74〕 46 緩斜 凹凸 自然 不 明 縄文土器 SI－4，SK－23B・C→本跡

23－B B5g 7 N－3 0－E 〔楕 円 形〕 〔1．70×1．00〕 44 ．緩斜 平坦 自然 不 明 縄文土器 Sト4，SK－23C→本跡

23－C B5g 7 N－4 0－E 〔楕 円 形〕 〔0 ．80×0 ．70〕 16 緩斜 平坦 自然 不 明 縄文土器 SI－4－→本跡一→SK－23A・B

24 B 6e 3 N－220－W 〔楕 円 形〕 〔1．39〕×1．09 ・ 58 媛斜 凹凸 自然 不明 縄文土器

25 B6e 3 円　　　 形 ・ 1．09×1．09 12 3 垂直 平坦 人為 堀 之内期 縄文土器，腕輪状土

製 品

29 B5f7 N－7 0－E 楕　 円　 形 1．35×0 ．92 92 垂直 皿状 自然 加曽利 B Ⅱ 縄文土器， 凹石

34 B4g 5 角　　 形 1．43 ×1．38 40 外傾‾凹凸 自然 不明 縄文土器 TM－6－→SI－8→ 本跡

38 B4g 6 円 ‘　 形 1．26 ×1．20 79－外傾 平坦 自＿然 安行 I 縄文土器 ，土製円板

45 B3j5 N－560－E 〔楕 円 形〕 （1．64）×1．51 73 緩斜 凹凸 自然 堀之内 I 縄文土器 TM－4→本跡

46 C3a8 N－660－W 楕　 円　 形 0．89 ×0．67 26 外傾 平坦 自然 不明 ・ 縄 文土器

47 B3j8 N－470－W 楕　 円　 形 1．25 ×1．04 59 垂 直 平坦 自然 堀之内 I 縄 文土器

48 B3j 8 N－650－W 楕　 円　 形 1．25 ×1．07 62 外傾 平坦 自然 堀之内 I 縄 文土器

49 B3j 8 円　　　 形 1．06 ×0．98 43 援斜 平坦 自然 不明 縄 文土器

50 B3j 5 円　 ． 形 1．08 ×1．00 23 緩 斜 皿状 自然 不 明

51 B3h 7 不 整 円 形 1．09 ×1．09 36 緩 斜 皿状 自然 不 明 縄文土器

52 B3h 7 N－250－W 楕　 円　 形 2．63 ×1．85 75 緩斜 皿状 自然 堀之内期 縄文土器，凹石

縄文土器

SI－22→本跡

TM－2→ 本跡→ Sト29

53 B 3 j 4 N－9 0－W 〔楕 円 形〕 0．71× 〔0．55〕 31 垂直 平坦 自然 不 明

55 B3j 6 N－100－W 不　 整　 形 1．18 ×1．00 32 緩斜 平坦 自然 不 明

56 B3j 7 N－170－W 楕　 円　 形 0．92 ×0．82 34 緩斜 皿状 ・自然 不 明

58 B3j 7 N－150－W 〔楕 円 形〕 〔0．95×0．56〕 35 外傾 平坦 自然 不 明

59 B3h 5 N－770－E 楕　 円　 形 0．64 ×0．47 41 垂直 平坦 人為 後期前 葉 縄文土器

縄文土器

縄文土器

60 B3j 5 N－810－E 不　 定　 形 2．61×1．43 46 外傾 凹凸 自然 不 明

63 B3j 7 N－310－E

N－180－E

楕　 円　 形 0．95×0．83 33 外傾 平坦 自然 不明

64 C3j 6 不 整 円 形 1．55×1．50 68 垂直 平坦 自然 不明

66 C3a 6 不整楕円形 1．98×1．20 58 外傾 平坦 自然 堀 之内 Ⅱ

67 B3j 6 N－340－E 楕　 円　 形 1．25×1．06 44 垂直 平坦 自然 不明 縄文土器，石鉄

68 C3b 5 Nr 68 0－E 楕　 円　 形 2．24 ×0 ．81 36 外傾 皿状 自然 不明 縄文土器 TM－2→本跡

69 B3j 5 N－260－E 楕　 円　 形 3 ．53×3 ．15 34 媛斜 平坦 自然 堀之内 I 縄文土器，磨石 本跡→SK－50　 不明

71 B3j 5 N－440－W 楕　 円　 形 0 ．88×0 ．78 36 垂直 平坦 自然 不明 縄文土器

－129－



土坑

、番号

位置 長径 （軸）

方 ’向

平　 面　 形 長径 ×短径

（m ）

深 さ

（cm）

壁 面 底面 覆土 時　　 期 出　 土　 遺　 物 備　　　　　 考

＊重複関係 （新 →旧）

72 B3 j4 N－30 0－W 楕　 円　 形 1．21 ×0．75 75 外傾 皿状 人為 堀之内 I 縄 文土器 TM二4→本跡

73 B3 j 5 N－6 0－E 〔楕 円 形〕 〔2．19〕×‾1．24 ・ 69 外傾 皿状 ・人為 不明 ・縄 文土器 TM－4→本跡

74 C3 c l 円　　　 形 1．38×1‘．33 8 0 垂直 平坦 人為‾加曽利 E Ⅲ 縄 文土器 ，石錐 ，石鉄 SI－24 B→本跡　 石器制作

75 C2 a o N－16 0－E 楕　 円　 形 1．30×0 ．75 4 9 緩斜 平坦 自然 不明 縄文土器 本跡－→SI－23

77 C3 b l N－76 0－E ‘ 不整楕円形 4 ．18×1 ．44 3 6 外傾 平準 自然 不明 縄文土器 Sト28→本跡

78 C3b l N－6 0－W 不整楕円形 1．57×1 ．22 6 2 垂直 平坦 自然 安行 Ⅲ b 縄文土器

79 C3b l N－4 0－E 楕　 円　 形 1．54×1 ．32 4 8 外傾 皿状 自然 不 明 縄文±器 Sト24 B－→本跡

80 C3b l N－330－E 不 整楕 円形 1．90×1．50 3 5 緩斜 平準 白．然 不 明 縄文土器

81 C 2b o 円　　　 形 1．36×1．27 66 垂直 平坦 自然 不 明 本跡 （後世）→SI－24 B

8 6 B 2 j8 円　　　 形 2．16 ×2．03 36 準斜 皿状 自然 後期前葉 縄文土器

90 C 2a 8 N－2 0－W 楕　 円　 形 1．55 ×1．18 55 緩斜 平坦 自然 不明 縄文土器

91 C 2b 8 N－500‾－E 楕　 円　 形 0．84 ×0．74 60 外傾 皿状 人為 後期前葉 縄文土器

101 B 3j 8 N－24 0－E 楕　 円　 形 0．85 ×0．76 85 垂直 平坦 ∧為 堀之内 Ⅱ 縄文土器，土錘

103 B 3j 7 ・N－48 0－W 楕　 円　 形 1．68 ×1．19 72 外傾 平坦 自然 不明 縄文土器 Sト22→本跡

104 C3 a 5 N－110－W 楕　 円　 形 2．20×1．34 20 外傾 凹凸 自然 不明 縄 文土器 TM－1→SI－29→ 本跡

105 C3 j 6 円　　　 形 0．69×0 ．65 57 外傾 平坦 自然 安行 Ⅱ 縄 文土 器，耳飾 り

109 C3 b 3 N－32 0－E 楕　 円　 形 0．84￥0 ．62 19 外嘩 平坦 自然 不明 本跡 （後世）→ SI．－28・30

1 10 C3 a l N－59 0－E 楕　 円　 形 0．92×0 ．78 4 7 垂直 平坦 自然 不明 縄文土器 本跡→SI－20

1 11 B3 j l N－65 0－W 楕　 円　 形 0．99火0 ．85 3 1 外傾 平坦 自然 称名寺 Ⅱ 縄文土器 Sト33→本跡→S．ト20

11 2 B3 j l N－38 0－W 楕　 円　 形 0 ．90×0 ．81－ 44 外傾 平坦 自然 称 名寺 Ⅱ 縄文土器 SI－33→本跡

113 B2 j 9 N－2 0－W 楕　 円　 形 0 ．45×0 ．35 5 1 外傾 皿状 自然 不 明 縄文土容，管 状石製品

114 B 3 j 5 N l 73 0lW 楕　 円　 形 1．21×0 ．89 1 0 緩斜 皿状 自然 安行 Ⅲ b 縄文土器 ，石剣 ，磨石 ．墓墳

115 C3 b 3 N l 55 0lW 〔楕 円 形〕 〔0 ．99×0 －85〕 23 緩斜 平坦 自然 ．不 明 事跡 （後世）→Sト28 ・39

11．6 B 2 j o N－110－W 〔不 定 形〕 〔1 ．03〕×1．56 11 8 垂直 平坦 自然 不 明 縄文土器

117 C 3 a 6 Nこ610－E 隅丸 長方形 2．34 ×1．20 1 2 緩斜 凹占 自然 不 明 舟形土製品，石棒

118 B 3 j l N－710－W 楕　 円　 形 1．74 ×0．86 4 9 外傾 皿状 自然 不 明 本跡 （後世）→S1－33

121 B 3h 8 N－770－E 〔楕 円 形〕 d．83× 〔0．56〕 50 垂直 平坦 自然 不明 縄文土器 Sト21－→本跡

122 B 3h 8 N－230－W 楕　 円　 形 0．89 ×0．70 30 緩斜 皿状 自然 不明 縄文土器 Sト21－→本跡

123 B 3h 8 円　　　 形 0．73 ×0．69 80 垂 直 平坦 自然 不明 縄文土器 SI－21→本跡

124 B3 h 8 N－730－W 楕　 円　 形 0．92 ×0．65 58 外傾

垂直 －

緩斜

垂直

緩斜

∴垂直

垂直

垂直

外傾

平坦 人為

．自然

堀之内 I 縄 文土器 本跡→SI－19

12 6 B3 h 8 N l70 0lW 楕　 円　 形 0．81 ×0．63 18 平由 不明 縄 文土器 本跡→Sト19

12 7 B3 h 8 ・N－23 0－E 楕　 円　 形 0．91×0．85 2年 皿状 白銀

自然

自然

自然

自然

人為

不明 縄 文土 器 本跡－→Sト19

12 8 B3 h 8 N－43 0－W 楕　 円 ．形 0．90×0 ．68 2 0 平坦 不明 縄 文土器 本跡→Sト19

12 9 B3 i 8 N－19 0－E 楕　 円　 形 1．32×0 ．99 5 6 平坦 不 明 縄文土器 本跡 （後世）⊥S ト19

13 0 B3 i 8 N－30 0－W

N－190－W

楕　 円　 形 0．64×・0 ．57 2 7 車坦 不 明 縄文土器 本跡一→Sト19

13 1 B 3 i 7 円　　　 形 0 ．60×0 ．59 1 9 平坦 不 明 縄文土器 本跡－→SI－19

132 B 3 i 9 楕　 円　 形 1．57×0．91 8 0 平坦 堀之 内 I － Ⅱ 縄文土器 Sト7→本跡

133 B 3h 9 N－870－W

N－110－W

N－74㌦E

楕　 円　 形 1．37 ×1．23 64 凹凸 ・自然 不 明 縄文土器 Sト18→本跡

134 B 3 i8 円　　　 形 0．93 ×0．90 2 2 緩斜 平坦 自然 不 明 縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄 文土器，．浮子

SI－18→本跡→Sト19

1 35 B 3h 9 楕　 円　 形 0．94 ×0．71 60 垂直 平坦 自然 不 明 SI－21一本跡一一SI－18

1 36 B4 g l 円　　　 形 1．2＿5 ×1二19 64 外傾 平坦 人為 堀之 内・I ～Ⅱ Sト1‾7・31→本跡

本跡 （後世）→Sト9

13 8 B3 h o 〔楕 円 形〕 0 ．87× （0．65） 29 緩斜 ‘皿状 自然 不明

140 B3 h o N－810－E 楕　 円　 形 0．98 ×0．85 23 緩斜 皿状 自然 不明

146 B5 h 5 N－29 0－E 楕　 円　 形 0．32 ×0．24 87 外傾 平坦 自然 ＿不明

147 B5h 5 N－20 0－W 楕　 円　 形 1．13×1．05 2 0 外傾 平坦 自然 不明 SI－9－→本跡

148 C3 c l N－88 0－E

N－300－W

楕　 円　 形 －1．41×1．1＿9 10 7 垂直 平坦 人為 加曽利 B ・Ⅲ 縄文 土器，磨石 本跡→Sト24 B

149 C3 c l 円　　　 形 0 ．66×0 ．65 3 0 外傾 平坦 自然 不明 縄文 土器

縄文土器

150 C 3 c l 〔楕 円 形〕 （1 ．34 ×0 ．86） 66 外傾 平坦 人為 不 明

151 B 5g 5 円　　　 形 1．15×1．08 2 8 緩斜 皿状 自然 不 明
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土坑

番号

位直 長径 （軸）

方　　 向

平　 面　 形 長径 ×短径

（m ）

深 さ

（cm）

壷面 底面 覆土 時　　 期 出　 土　 遺　 物 備　　　　　 考

＊畢複関係 （新→旧）

153 B4 j4 N－58 0－E 楕‘円　 形 1．36×0 ．70 3 0 緩斜 平坦 自然 後期後 葉 縄文土器，耳飾 り，

円板 ，有孔円板 ，石錘

155 B 4 i5 N－5 0－E 隅 丸 方 形 1．10×1．00 2 3 外傾 平坦 自然 不明 縄 文土器

156 B 4 f云 円　　　 形 1．44 ×1．36 2．2 外傾 平坦 自然 不明 縄文土器 TM－6→SI「8→本跡

157 B 5h 4 N－150－E 楕　 円　 形 1．14 ×0．93 4 5 垂直 凹凸 自彿 不明 縄文土器 本跡 （後世）→SI－6

158 B 5h 3 N l 120－W 不 ．定　 形 0．89 ×0．88 65 華 直 平坦 自然 不明 縄文土器

160 B 3 j 8 N－360－W 不　 定　 形 1．16 ×0．99 79 彿傾 平準 人為 堀之内 I 縄文土器 Sト22－→本跡

161 C3 a 8 円　　　 形 0．57 ×0．51 74 垂 直 凹凸 自然 加 曽利 B I 縄文土器

162 C3 a 8 N－74 0－W 精 ．円 ．形 0．56 ×0．45 17 ‘緩 斜 皿状 自然 不明 縄文土器，打製石斧

163 C2 C 7 円　　　 形 0．90 ×0．82 9 5 垂直 凹申 自然 堀之 内 I 縄文土器 本跡→Sト25

16 4 C2 d 8 N－30 0－W 楕　 円　 形 0．92×0．75 60 外傾 血状 自然 不 明 本跡 （後世）→Sト25

16 5 C3 a 9
南　 形〕 0．79 ×〔0．78〕 75 垂直 平坦 自然 不 明 縄文土器

166 C3 a 9 N l72 0lE 〔楕 円 形〕 0．94 ×〔0 ．・68〕 25 外傾 皿状 自然 不 明 縄文土器

167 C3 A 9 N－55 0－E 〔楕 円 形〕 1．65 ×〔0 ．88〕 16 緩斜 皿状 自然 不 明

168 C3 a＿9 N－59 0－E 〔楕 円 形〕 1．53 ×〔1．13〕 30 垂直 平坦 自然 不 明 縄文土器

169 C3 b 9 N l 3 0lE 〔楕 円 ・形〕 〔1 ．10〕×0．95 2 9 外傾 平坦 自然 不 明 縄文土器 ，土製 円板

174 B 5h 6 円　　　 形 1．24×1．20 7 3 外傾 皿状 自然 加 曽郵 B Ⅲ 縄文土器 本跡→Sト9

1 75 B 5g云 N－66 0－W 〔楕 円 ‘形〕 1．50 ×（1．30） 50 垂直 凹凸 人為 不 明 縄 文土器 ，浮子

181 B 5g 6 N－43 0－W 〔楕 円 形〕 1．10 ×（0．86） 30 外傾 平坦 自然 不明 縄 文土器

3　方形周溝墓

当遺跡からは，方形周溝墓が6基検出されている○いずれも，調査区の中央部及び西部に集中している0ま

た，埋葬施設と思われる遺構はいずれからも確認できなかった。以下，検出した遺構及び遺物について記載する。

第1号方形周溝墓（第95図）

位置　調査区西部，B3j3区を中心に検出。

重複関係　本跡は，第20・26・32・33号住居跡と重複している。いずれよりも，本跡の方が新しい。

規模と平面形　平面形は，東西方向最大長10．6m，南北方向最大長（8．6）mで，わずかに細長の隅丸長方形と

思われる。方台部は，東西方向最大長8．2m，南北方向最大長（7．3）mである。また，各コーナーは弧状を呈

している。

方位　南北方位N－260－Wと西に傾いている。

周溝　北部の一部が区域外に延びているが，周回していると思われる。上幅0・56－1・44m，下幅0・24－0・76m

と位置により幅に違いがあり，深さ0．34－0．56mである。底面は平坦であるが，南東部の方が浅い。方台部

側と外周部側の壁の立ち上がり方に違いは認められず，どちらも緩やかに傾斜して立ち上がっている。周港

内には，土坑は確認されなかった。

覆土　周港内の覆土は2層で，いずれもロームブロックを含む褐色系の土が堆積しており，壁面の崩れによる

ものと思われる。また，各層ともレンズ状堆積となっていることから，自然堆積と思われる。

苦層雷霊色。＿ム粒子多量，。＿ム大ブ。ツク中量　　　　2褐色。－ム粒子中量，。－ム大・中ブロック少量

遺物　遺物は，周構内の覆土中から土師器片9点，縄文土器片1，424点が出土している。第97図の1・2は，土

師器高杯の脚部片でいずれも周溝南東部コーナーの覆土下層から潰れた状態で出土している○

－131－



0　　　　　　　　　　　　　　　4m」

ー132－

第95図　第1～3号方形周溝墓実測図

l－

頂訝‾

．1・

「享／／ノ′
2m

ヒ㍉…二∃



所見　本跡は，方台部がすでに削平されており盛土は確認できなかった。時期は，出土遺物・形状から古墳時

代前期と思われる。

第2号方形周溝墓（第95図）

位置　調査区西部，C3a5区を中心に検出。

重複関係　本跡は，第29号住居跡，第67・68・104号土坑を掘り込んでいる。よって，いずれの遺構よりも新し

い。

規模と平面形　コーナー部が離れた「コ」の字状に，3条の溝が配列している。南部に巡ると思われる溝は，

確認できなかった。北部の溝の最大長4．4m，東部3．1m，西部3．8mである。

方位　南北方位N－420－Wと西に傾いている。

周溝　上幅0．40－1．52m，下幅0．26－0．96mと位置により幅に違いがあり，深さ0．20－0．28mである。底面は

平坦である。方台部側と外周側の壁の立ち上がりに違いは認められず，どちらも緩やかに傾斜して立ち上が

っている。周港内には，遺構に伴う土坑は確認されなかった。

覆土　周港内の覆土は1層で，ロームブロックが少量認められ，自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　遺物は，周溝内の覆土中から土師器片10点，縄文土器片1，172点出土している。第97図の3は，土師器相

の口縁部片，4はミニチュア土器でいずれも周溝北東部コーナーの覆土下層から出土している。

所見　本跡は，方台部がすでに削平されており盛土は確認できなかった。時期は，出土遺物・形状から古墳時

代前期と思われる。

第3号方形周溝墓（第95図）

位置　調査区西部，C3C6区を中心に検出。

規模と平面形　平面形は，東西方向最大長8．7m，南北方向最大長（4．8）mで，わずかに縦長の隅丸長方形と思

われる。方台部は，東西方向最大長6．6m，南北方向最大長（3．4）mである。また，各コーナーは弧状を呈し

ている。

方位　南北方位N－340－Wと西に傾いている。

周溝　南部の一部が区域外に延びているが，周回していると思われる。上幅0．76－1．60m，下幅0．30－0・98m

と位置により幅に違いがあり，深さ0．64－0．76mである。底面は平坦である。方台部側と外周部側の壁の立

ち上がりに違いは認められず，どちらも緩やかに立ち上がっている。周港内には土坑は確認されなかった。

覆土　周港内の覆土は4層で，いずれもローム小ブロックを含む褐色系の土が堆積しており，壁面の崩れによ

るものと思われる。また，各層ともレンズ状堆積となっていることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム小ブロック多量

3　褐　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

遺物　遺物は，周構内の覆土中から土師器片5点，縄文土器片3，295点出土している。第97図の5は，土師器壷

で周溝西部の覆土下層から潰れた状態で出土している。

所見　本跡は，方台部が撹乱されており盛土は確認できなかった。時期は，出土遺物・形状から古墳時代前期

と思われる。
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第4号方形周溝墓（第96図）

位置　調査区の西部，B3i5区を中心に検出。

重複関係　本跡は，第45・72・73号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　周溝の一部のみが確認されている。よって，規模と平面形は不明である。

方位　不明。

周溝　周溝の一部が確認されている。第2号方形周溝墓と同様に，遺存する掘り込みが浅く，周回するかは不

明である。上幅1．42－1．78m，下幅1．12－1．50mで，深さ0．24mである。底面は平坦である。壁は，緩やか

に傾斜して立ち上がっている。

覆土　周港内の覆土は2層で，いずれもロームブロック含む褐色系の土が堆積しており，壁面の崩れによるも

のと思われる。また，各層ともレンズ状堆積となっていることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化小ブロック・焼土　2　褐　色　ローム中ブロック・炭化小ブロック微量

粒子微量

遺物　遺物は，周溝内の覆土中から土師器片9点，縄文土器片260点が出土している。第97図の6は，土師器

壷で周港内の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，第2号方形周溝墓と同様に，周溝の覆土が薄く周溝の一部のみの確認であったが，遺構に伴う

遺物の出土状況から方形周溝墓と判断した。時期は，出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第5号方形周溝墓（第96図）

位置　調査区中央部，B4hl区を中心に検出。

重複関係　本跡は，第17号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　周溝西部の一部が確認されている。東西方向最大長（3．0）mで，方台部は，東西方向最大長（2．6）

mである。よって，全体の規模と平面形は不明である。

方位　不明。

周溝　周溝の西部のみが確認されている。遺存する掘り込みが浅く，周回するかしないかは不明である。上幅

0．54一一0．70m，下幅0．37－0．59mで，深さ0．22mである。底面は平坦である。壁は，緩やかに傾斜して立ち

上がっている。周溝内には，土坑は確認されなかった。

覆土　周溝内の覆土は2層で，いずれもロームブロックを含む褐色系の土が堆積しており，壁面の崩れによる

ものと思われる。また，層はレンズ状堆積となっていることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色　ローム中・大ブロック多量

遺物　遺物は，第97図の7の土師器小形嚢が周溝西部コーナーの覆土下層から，横位の状態で1点出土してい

る。

所見　本跡は，方台部がすでに削平されており盛土は確認できなかった。時期は，出土遺物から古墳時代前期

と思われる。

第6号方形周溝墓（第96図）

位置　調査区中央部，B4j5区を中心に検出。

重複関係　本跡は，第4号溝に掘り込まれ，第8号住居跡，第34・156号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　平面形は，東西方向最大長〔10．4〕m，南北方向最大長（6．8）mで，わずかに横長の隅丸長方形
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と思われる。方台部は，東西方向最大長〔8．6〕m，南北方向最大長（5・3）mである。また，各コーナーは弧状

を呈している。

方位　南北方位N－200－Wと西に傾いている。

周溝　北部の一部が区域外に延びているが，周回していると思われる0上幅0・46－1・30m，下幅0・26－1・20m

と位置により幅に違いがあり，深さ0．20－0・26mである○底面は平坦であるが，東部及び西部は浅くなって

おり，南部はやや深くなっている。方台部側と外周部側の壁の立ち上がり方は，方台部側はやや外傾しなが

ら立ち上がるが，外周側は緩やかに傾斜して立ち上がる。周溝内には，土坑は確認されなかった0

覆土　周港内の覆土は4層で，いずれもロームブロックを含む褐色系の土が堆積しており，壁面の崩れによる

ものと思われる。また，各層ともレンズ状堆積となっていることから，自然堆積と思われる0

吉層≡≡富呂：温呈！豊霊票少量　　呈霊芝呂：温呈「豊霊票少量

遺物　遺物は，周港内の覆土中から土師器片4点，縄文土器片416点が出土している。第97図の8・9は，土

師器嚢の破片で周溝南西部コーナーの覆土中から出土している。

所見　本跡は，方台部がすでに削平されており盛土は確認できなかった0時期は，出土遺物・形状から古墳時

代前期と思われる。
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第97図　第1～6号方形周溝墓出土遺物実測図

方形周溝墓出土遺物観察表

二二二二

図 版 番 号 器　　 種 計測 値 （伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 97 図 高　　　 杯 B （ 5 ．4 ） 脚 部 片 。 ラ ッ パ 状 に 下 方 へ 開 き ， 外 面 一 縦 位 の 丁 寧 な ヘ ラ 磨 き 。 長 石 ・ス コ リ ア P 83　　　　 4 0 ％

1 土　 師　 器 D 〔1 7 ．0 〕 中 位 か ら裾 部 に か け て 水 平 に 近 く 内 面 一 横 位 の パ ケ 目 整 形 。 に ぷ い 橙 色 第 1 号 方 形 周 溝 墓

E （4 ．4 ） 広 が る 。 中 位 に 3 孔 ， 下 位 に 3 孔

が 空 け ら れ て い る 。

普 通 周 溝 南 東 部

コ ー ナ ー 覆 土 下 層

2

高　　　 杯 B （ 6 ．7 ） 脚 部 片 。 ラ ッパ 状 に 下 方 へ 開 く。 外 面 一 縦 位 の 丁 寧 な ヘ ラ 磨 き 。 長 石 P 84　　　　 30 ％

土　 師　 器 E （ 5 ．5 ） 上 位 に 3 孔 が 空 け ら れ て い る 。 内 面 一 横 位 の 丁 寧 な パ ケ 目 整 形 。 橙 色

普 通

第 1 号 方 形 周 溝 墓

周 溝 南 東 部

コ ー ナ ー 覆 土 下 層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

3

柑 A 〔12 ．0〕 口縁部片。外傾 して立 ち上が る。 外面一横位のヘ ラ磨 き。 長石・石英・スコリア P 85　　　　 10％

土　 師　 器 B （6 ．7） 内面 一横位のヘ ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

第 2 号方形周溝墓

周溝北東部

コーナー覆土下層

4

手 控 土 器 A 〔5．4〕 棒形。丸底で不安定 である。外傾 内 ・外面 ともに指頭 による粗 いナ 長石 ・石英 P 86　　　　 55％

土　 師　 器 B　 2．7 して立ち上がる。口縁 部下に細 い デ。 暗褐色 第 2 号方形周溝墓

C　 l．7 沈線が巡る。 普通 周溝北東部

コーナー覆土下層

5

士璽E A 14．4 突出 した小 さい平底。体部は偏平 外 面一体 部はパケ 日整形 。目線部 長石 ・スコ リア P 87　　　　 85 ％

土　 師　 器 B　24．6 な球形 を呈 し，最大径 を中位 に も 粗 い縦位 のヘラナデ。 にぷい橙 色 第 3 号方形周溝墓

C　 6．9 つ。 口縁部 は 「く」の字状 に外傾

して開 く。

内面一体部はナデ。口縁部 は横位

のパケ 目整形。

普通 周溝西部覆土下層

6

＝土ゴ∃互 A ll．1 体部上半か ら口縁部 にか けての破 外面一横位のヘラナデ。 長石 P 88　　　　 35％

土　 師　 器 B 11．1 片。体部 は内攣 し， 口縁部 は外傾 内面一横ナデ。体部に輪積 痕。 橙色 第 4 号方形周溝墓

して立 ち上が る。 普通 周溝覆土下層

7

小　 形　 棄 A lO ．8 底部 は僅か に窪み をもつ。体部 は 外面一体部上半はパケ 目整形，下 長石 ・石英 P 89　　　 100 ％

土　 師　 器 B　 8 ．0 偏平 な球形 を呈 し，最大径 を中位 半はヘ ラ削 り。頚部 に縦位 明赤褐色 第 5 号方形周溝墓

C　 3 ．2 に もつ。 口縁部 は頸部か ら 「く」 のパケ 目整形。口縁部はハ 普通 周溝西部

の字状 に立 ち上が る。 ケ目整形後ナデ。

内面 一体部 はヘ ラナデ。 口縁部は

横位のパケ 目整 形。

コーナ ー覆土下層

8

・＝ヒ互E A 17 ．8 体部上半 か ら口縁部 にかけての破 外面 ⊥体部 はナデ後，縦位のヘ ラ 長石 ・石英 P 90‾　　　　 40％

土　 師　 器 B （13 ．0） 片。体部 は球形 を呈 し，有段 口縁 磨 き。 口縁部 は縦位のパケ 橙色 第 6 号方形周溝墓

で，外傾 して立 ち上 がる。 目整形。上位 は 5 組の棒状

浮文が加飾 され，間 は横ナ

デ。

内面 一横 ナデ云輪積痕。

普通 周溝南西部

コーナー覆土 中

9

襲 A ・〔12．0〕 体部上半か ら口縁 部にかけての破 外面 一体部 はナデ後，縦位 のヘ ラ 長石 P 91　　　 10％

土　 師　 器 B （17．0） 片。休部は内攣 し球形 を呈する。 磨 き。口縁部 は横 ナデ。 にぷい橙色 第 6 号 方形周溝墓

口縁部は外傾 して立ち上が り，折 内面 一体部 はナデ。口縁部 は横位 普通 周溝南 西部

り返 しの複合口縁である。 パケ 目整形 。 コーナー覆土中

4　塚

今回の調査では，近世の塚1基が検出されている。以下，その特徴について記載する。

第1号塚（第98図）

位置　調査区中央部，B4f9区を中心に検出。

方位　南北方位N－480－Eと東に傾いている。

盛土　現況は漆の木等が樹生しており，木根による撹乱が認められ各層とも締まりがない。6層からなる人為

堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子少量（旧表土と思われる）

3　褐　色　ローム中・小ブロック中量

4　褐　色　ローム大・中ブロック中量

5　暗褐色　ローム中ブロック少量（旧表土と思われる）

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物少量

遺物　覆土中から，土師質土器片12点，縄文土器片19，051点，古銭4点が出土している。数が示す通り，各層

から投棄されたと思われる縄文土器片が多数出土していることが特徴的である。第99図の1・2は土師質土

器で，盛土下層の旧表土と思われる層から，3－6は古銭でいずれも覆土中から出土している。

所見　本跡は，盛土を突き固めた様子がほとんどないこと，埋葬施設をもたないこと，周溝が存在しないこと

等から塚と判断した。時期は，土師質土器の出土状況から近世後半と思われる。
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第98図　第1号塚実測図
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第99図　第1号塚出土遺物実測・拓影図
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塚出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 99 図 ほ う　ろ　く A 〔37．0〕 1底部か ら口縁部 にか けての破片。 内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 P 92　　　　 3 0％

1 土肺質土器 B　 3．1 平丸底で，体部 は内攣 しなが ら立 黒色 盛土下層

C 〔35．8〕 ち上が る。体部上位か ら下位 に内

耳貼 り付 け。

普通 近世後半

．2

ほ う　ろ　く A 〔31－．4〕 底部か ら口縁部 にかけての破片。 内 ・外面ナデ。 長石・石英・スゴリア P 93　　　　 10 ％

土師質土器 B　 5．7 平底で，体部 はやや外傾 して立ち にぷい橙色 盛土下層

上が る。体部上位か ら下位に内耳

貼 り付 け。

普通 近世後半

底部 は摩滅が著 し

い。

塚出土古銭観察表

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm）‘ 初　 鋳　 年

出 ‾　土　 地　 点 備　　　　　　　 考

直径 （cm） 重量 （g ） 時　　 代 年　　 号

第99図 3 宣 和 通 賓 2．5 2．7 北　　 宋 111 9 覆土甲 M l

4 寛 永 通 賓 2．5 2．8 江　　 戸 176 5 覆土中 M 2

5 寛 永 通 賓 2．5 2．2 江　　 戸 176 5 覆土中 M 3

6 不　　　 明 2．3 2．4 不　　 明 不明 覆土中 M 4

5　溝

当遺跡からは，溝が6条検出されている。数条の溝によって区画されているようにも考えられるが，区域内

に関連する遺構や遺物が確認されていないため，時期の判定や遺構の性格は不明である。よって，確認された

溝については，一覧表で記載した。なお，各溝の断面図はここで掲載するが，配置や全体の形状については折

り込みを参照されたい。

第100図　第1～6号溝実測図
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表7　釈迦才仏遺跡溝一覧表

溝

番

口‾弓‘

位置 主軸方 向 断　 面 形　 状 壁面 底面 覆土 出　 土　 遣　 物 備　　　 考長 さ

（m ）

上　 幅

・（m ）

下 ・幅

（m ）

最深

（m ）

1 B6d7 ．N－240－W LJ　 状 クラ ンク （44） 1 ．6－3．5 0 ．5～1．1 1．38 夕順 平坦 自然 縄文土 器，打 製石斧 時期不 明

2 B6gl N－800－E 皿　　 状 直　　 線 （30） 2．8－3．2 1 ．6－2．4 0 ．86 垂直 平坦 自然 縄 文土 器 時期不明

3 B5f4 N－700－E 皿　 彿 クランク （40） 0．9・～1．7 0 ．4－0．8 0 ．．58 外傾 平坦 ・自然 縄 文土器，打製石斧 ，土 製品 時期不明

4 B4g7 N－700－E レJ　 状 クランク （19） 1．9－2 ．8 0 ．2－0．5 1 4 4 外傾 平坦 自然 縄 文土器 ，土 製品 時期不明

5 B4°i4 N－300－E 皿　　 状 曲　　 線 （20） 1．0－1．2 0 ．3－0．6 0 ．90 外傾 平坦 自然 縄文土器 時期不明

6 B4i3 N－310－E 皿　　 状 直　　 線 ＿（13） 2．6．－3 ．2 0 ．3－0．8 1 ．04 ＿外傾 平坦 自然 縄文土器 時期不明

6　井戸

当遺跡からは，井戸が1基検出されている。出土遺物は，縄文土器片が極少量で時期は不明である。

第1号井戸（第101図）

位置　調査区中央部，B4ho区。
J

重複関係　本跡は，第3号溝を掘り込んでいる。よって，本跡の方が新しい。

規模と形状　上面は長径64cm，短径50cmの楕円形である。深さは，湧水のため（1．76）mまでしか調査できなか

った。掘り方は，確認面から0．64mまで垂直に掘り込み，そこから下は膨らみ，径1．42mの円筒形に掘り込

計れている。

長径方向　N－450－W

覆土13層からなる人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム小・中ブロック多量
6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
7　暗褐色　ローム小・中ブロック中量
8　暗褐色　ローム粒子多量
9　暗褐色　ローム大・中ブロック多量
10　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
11暗褐色　ローム大・中ブロック中量
12　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量
13　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　覆土上層から，混入と思われる縄文土器片が102点出土している。

所見　形状及び湧水の状況から井戸と判断したが，時期を判断する遺物が出土

していないため，時期は不明である。
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7　遺物包含層及び遺構外出土遺物

当遺跡の中央部，B4j9区を中心とする地点から，遺物包含層が検出されている。遺物は，縄文時代中期から

晩期にかけての縄文土器片，石器，石製品，土製品が多数出土している。B4j9区からB4i9区にかけての・北西

に最大幅（5．6）mで，標高差0．6mの傾斜する凹地に堆積した包含層である。遺物は，ほとんどが細片である。

層位は，時代毎の堆積状況を示していない。

また，その他に遺構に伴わない遺物が多量に出土している。

ここでは，包含層及び遺構外出土遺物について，観察表，実測図及び拓影図で一括して記載する。

包含層出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） ・器 ．形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 1 03 図 深鉢形土器 B （11．3） 胴部 下半 か ら底部 にかけ て‘の破片。平底 で， 胴部 は外傾 して開 長石 ・一石英 P 9 4　　　　 1 5％

1 縄 文 土 器 C　 5．5 ‾ く。 胴部下半 に縦方 向の磨 き，底部外面 に も磨 きが施 され てい にぷい橙色 （堀之 内 Ⅱ）

る。 普通

2

探鉢形土器 A 〔21．6〕 胴部 上半 か ら口縁部 にか けての破片 。波状 口縁 で，縄文 帯 間は 長石 ・ス コリア P 9 5　　　　 1 0％

縄 文 土 器 B （14 ．4） 磨 り消 され，貼痛が付 されてい る。 黒褐色

普通

（安行 I ）

3

探鉢形土器 A 〔26 ．0〕 胴部 上半 か ら口縁部 にか けての破片 。口縁部 は，押捺 を加 えた 長石・石英・スコリア P 9 6　　　　 1 0％

縄 文 土 器 B （8 ．7） 粘土 紐 を貼 り付 け， 胴部 は斜 行条線文 が施文 され ている。 暗褐色

普通

（安行 Ⅱ）

4

深鉢 形土 器 A 〔23 ．8〕 胴部 か ら口縁 部 にかけて の破 片。 内攣 して口縁部 に至 る。無 文 J長石 ・ス コリア P 9 7　　　　 10％

縄 文 土 器 B （16 ．5） で ，内面 ナデ，外面 削 り後 ナデで整 形 されてい る。 にぷい樟色

普通

（安行 Ⅲ a ）

5

深鉢形土器 A 〔22 ．5〕 胴部 か ら口縁 部 にかけて の破片。胴 部は 内攣 し， 口縁 部 は外 傾 長石 P 9 8　　　　 15％

縄 文 土 器 B （14 ．4） して立 ち上が る。沈 線 に より 2 段 の方形 のモチー フが施 されて にぷ い橙色 （安行 Ⅲ C ）

いる。 普通

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

6

ほ う　ろ　く A 〔3 5．0〕 底部か ら白縁部 にか けての破片。 内 ＿・外 面ナデ。 長石・石英・スコリア P 99　　　　 3 0％

土師質土器 B　 3．4 平底で，体部 は内攣 して立 ち上が

る。

黒褐色 ・

普通

近世後 半

7

ほ う　ろ　く A 〔34 ．1〕 底部か ら口縁部 にか けての破片。 内 ・外 面ナデ。 長石 ・スコリア P lOO　　　 10％

土師質土器 B　 3 ．3 平底で，体部 は内攣 して立 ち上が

る。体部上位か ら下位 に内耳貼 り

付 け。

明赤褐色

普通

近世後 半

第103図8－17は包含層から出土した縄文土器片の拓影図である。8は胴部片で加曽利EⅢ式期に比定され，

縄文地文に平行沈線が垂下し，沈線間は磨り消されている。9は胴部片で称名寺Ⅱ式期に比定され，列点文が

施されている。10は口縁部片で安行I式期に比定され，口縁部に刻みが施されている。11は胴部片で安行Ⅱ式

期に比定され，刻文帯上にブタ鼻状の貼癌が付されている。12・13は胴部片で大洞式の影響が見られる土器で

ある。沈線及び刻みが施されている。14－16は口縁部片で安行ⅢCに比定され，14・16は浅い横走り沈線が施

され，15は入り組みの弧線文が施文されている。17は口縁部片で前浦式期に比定され，太く粗い縄文及び沈線

が施されている。
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第103図　包含層出土遺物実測・拓影図（1）
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包含層出土土製品観察表

図版番号 器　　 種

計　 測　 値 （云m） 重　 量

（g ）

現存苧・

（％）

器 形 ・及 び 文 様 の 特 徴

山形土偶 の左脚部。つ ま先 は突 出す る。

備　　　　　　 考

D P ．4 7

最大長 最大幅 最大厚

第 10 4 図 土　　　 偶 ‾ （5．6） 3．0 4 ．2 （5 1．5） 10

18 文様 は施 されていない。 長石 ・石英　 褐色　 普通

（後期中葉）

・19 土　　　 版 （9．4） （5 ．7） 2 ．4 （10 7．2） 2 5 楕 円形を呈 し，表 ．・裏面 ともに沈線 によ D P 48

り 「く」の字状 の文様 が施 され，裏面 は 長石 ・石英　 暗褐色　 普通

貼痛が付 されている。

楕円形 を呈 し，表 ・裏面 とも▼に渦巻状 の

（晩期前葉）

D P 49
20 土　　　 版 （8．8） （6 ．3） 2．3－ （10 6．1） 3 0

沈線が施 され，側面 には沈線 及び刻みが

施 されてい る。両面は，丁寧 に磨かれて

いる。

長石 ・石英　 明褐色　 普通

21

2 2

2 3

24

25

26

27

28

29

土 製 円 板

土 製 円 板

5．9 5．9・ 1．．5 42 ．8 1 00 表面 に縄文帯及 び貼痛。 D P 5 0

5．6 5．1 1．5 25 ．8 1 00 表面 に縄文地文 に沈線。 D P 5 1

土 製 円 板 4 ．4 4．2 1．0 19 ．3 ．．100 表面 に格子状沈線。 D P 5 21

土 製 ‘円 ．板

土 製 円 板

4 ．2

4．3

4．8 1．0 （19 ．0） 90 表面 に条線。 D P 53　 一部摩滅 。

4 ．4 1．2 24 ．8 100 経文。 D P 54

土 製 円 板

土 製 円 板

土 製 円 板

3．9

3．9

4 ．1

4 ．1

1．1 1 7．3 100 無文二 ・D P 55

0．9 1 2．0 100 表面に沈線。 D P 56

3．0 3．3 0．5 4．6 10 0 表面に単節縄 文 L R 。 D P 57

土 製 円 板 2．7 3．2 0．9 8．9 10 0 ・ 表面 に単節縄文 L R 。 D P 58

包含層出土石製品観察表

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第104図30

31

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

4 ．1 2．．5 0．9 14 ．2 緑 泥 片 岩 Q 9 7　走角式

（6 ．9） （7．3） 1．9 （89 ．4）・ 砂　　　 岩 Q 9 8　分銅形　 欠損 品

32

33

磨　　　 石

磨　　　 石

6．2 6．2 4．5 29 1．0 安　 山　 岩 Q 9 9

5．6 5．3 5．3 21 8．1 安　 山　 岩 Q lOO

34 蔽　　　 石 7．9 6．3 4 ．5 32 1．0 安　 山　 岩 Q lO l 摩石兼用

35 石　　　 皿 （8．5） （7．0） 4 1．1 （29 3．5） 安　 山　 岩 Q lO 2　欠損品

36 砥　　　 石 13．0 2．7 3 ．0 18 0．0 緑 泥 片 岩 Q lO 3

3 7 勾　　　 玉 2．6 1 ．6 0－．7 4．5 薪　　　 翠 Q lO 4

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形　 及　 び 文　 様　 の　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

P lO1　　　 20％
第 105図 深鉢形土器 B 〔3．4〕 底部から胴部下半にかけての破片。底部は上げ底で，組紐文が 長石1

1 縄 文 土 器 C 〔9．1〕 施文されている。 橙色

普通

表採

（関山）

2

把　　　 手 長さ（8．2） 中空の把手片。波状口縁先端部に付けられた，大型のC 字状貼 －長石 P lO2　　　　 5％

縄 文 土 器 幅　 7．7 付文で縄文地文に太い沈線が2個の刺突に連携 している。側面 橙色 表採

は2個の孔が穿たれている。縄文帯上に連続刺突文が施されて

いる。

普通 （称名寺）

，3

深鉢形土器 B （26．8） 胴部片。胴部は内攣する。単節縄文L R の地文に蛇行する沈線 長石 ・石英 P lO3　　　　 70％

縄 文 土 器 が施されている。 褐色

普通

表採

（堀之内 I）

4

深鉢形土器 B （14．7） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で．，胴部は外傾して開 長石 P lO4　　　 30％

縄 文 土 器 C lO．0 く＿。胴部下半に縦方向の磨きが施されている。 にぷい橙色

普通

表採

（堀之内）

5

把 ’　 手 長さ（4．6） 波状口縁披頂部の把手。沈線上に刺突が付され，中心部に大き 長石・石英・＿スコリア P lO5　　 ．10％

縄 文 土 器 幅　 5．2 な刺突が施 されている。側面は，深めの連続刺突が施されてい 浅黄橙色 表採

る。 普通 （後期前葉）

－145－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ？焼成 備　　　 考

第 105図 把　　　 手 長さ（7．7） 胴上部の橋状把手。外面は単節縄文L R の地文に深めの沈線が 長石 ・石英 P lO6　　　 10％

6 縄 文 土 器 施され，把手の上下には深めの刺突が2個ずつ付 されている。 にぷい橙色　 －

普通

表採

（後期前葉）

7

探鉢形土器 B （5．5） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で，網代痕が残されて 長石 ・石英 　P lO7　　　 10％

縄 文 土 器 C 〔8．8〕 し．－る。胴部は外傾 して開く。胴部下半に縦方向の磨きが施され にぷい橙色 表坪

ている。 普通 （堀之内）

8

探鉢形土器 B （4．3） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で，網代痕が残されて 長石 P lO8　　　 10％

碑 文 土 器 C 〔9．1〕 いる。胴部は外傾して開 く。胴部下半に磨きが施されている。 橙色

普通

表採

（堀之内）

9

深鉢形土器 B （5．0） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で，網代痕が残 されて 長石 ・スコリア P lO9　　 10％

縄 文 土 器
し

C 〔8．0〕 いる。胴部は外傾 して開く。胴部下半に単節縄文L R が施文さ 橙色 表採

れている。・ 普通 （堀之内）

10

深鉢形土器 B （4．0） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で，網代痕が残されて 長石・石英・スコリア P llO　　　 lO％

縄 文 土 器 C 〔8．5〕 いる。胴部は外傾 して開く－。胴部下半に縦方向の磨きが施され 明赤褐色 表採

ている。 普通 （堀之内）’

11

探鉢形土器 B （4．2） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で，網代痕が残されて 長石 ・石英 P ll1　　　　 5％

縄 文 土 器 C 〔6．0〕 いる。胴部は外傾して開 く。無文である。 灰白色

普通

表採

第106 図 深鉢形土器 A 〔24．6〕 口縁部から胴部にかけての破片。波状口縁で，胴部は内攣 し， 長石 ・雲母 P 112　　　　 5％

12 縄 文 土 器 B （15．7） 口縁部はやや外傾して開く。口縁部は刻みが施 され，沈線で区 黒褐色 表採

画され単節縄文L R の地文に区画内は磨 り消されている。頚部

は棒状工具により押捺がなされ，胴部は単節縄文L R が施文さ

れている。

普通 （加曽利B Ⅲ）

13

鉢 形土 器 B （2．8） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で，網代痕が残されて 長石 P 113　　　　 5％

縄 文 土 器 C 〔8．6〕 いる。胴部は外傾 して立ち上がる。胴部下半は横方向の磨きが にぷい褐色 表採

E　 l．3 施されている。 普通 （後期中葉か）

14

皿 A 〔11．8〕 胴部は内攣しながら立ち上が り，口縁部に至る。平底で磨きが 長石 P 114　　　　 50％

縄 文 土 器 B　 3．6

C　 4．0

施されている。胴部は，横方向の粗い沈線が施されている。 暗赤褐色

普通

表採

（晩期前葉か）．

15

深鉢形土器 B （7．6） 胴部下半から底部にかけての破片。平底で，胴部は羽状縄文が 長石 P 115　　　　 20％

縄 文 土 器 C　 4．4 施文ざれている。 にぷい橙色

普通

表採

16

異形台付土器 B （7．7） 台部から胴部にかけての破片。攣曲した台部で，胴部は 「く」 長石 ・石英 P 116．　　　 40％

縄 文 土 器 ・C 〔6．2〕 の字状を呈する。台部下端には連続刻文が施され，中位には2 明赤褐色 表採 ・

D　 3．8 段の刻文帯が巡 り，刻文帯上には痛が貼 りつけられ，癌を挟み

‘上下に0．7Cふの孔が穿たれている。胴部中位には刻みを施した

中空でラッパ状の突起と刻文帯上に癌が貼りつけられている。

普通 （安行 Ⅱ）

17 異形台付土器 E （3．5） 台部片。刻文帯上に0・8cmの孔が穿たれている。上脚 こは 「く」 石英 ・スコリア P 117　　　　 20％

縄 文 土 器 の字状の沈線が施 されている。 にぷい赤褐色　 普通 表採 （安行Ⅱ）

18 異形台付土器 B （4．3） 胴部片。胴部中位には，刻みを施 した中空でラッパ状の突起が 長石 P 118　　　 20％

縄 文 土 器 付けられている。 橙色　 普通 表採 （安行 Ⅱ）

19 蓋

縄 文 土 器

A 〔9．1〕

B　 2．1

刻文帯が全周 し， 4列の刻文帯が施されていろ。 長石 ・スコリア

にぷい黄橙色　 普通

P l19　　　　 50％

表採

20

注 口 土 器 長さ（4．4） 注口部片。基部外径3．3cm，内径2．2cm，先端部外径1．7cm，内 長石 P 12．0　　　 5％

縄 文 土 器 径1．2cm，基部からやや反 り気味に先端部に至る。注口部下に 療色 表採

刻みが施されている。 普通 （安行Ⅱ）

21

22

探鉢形土器 A 〔29．8〕 胴部上半から口縁部にかけての破片。胴部は内攣し，外傾 しな 長石 P 121　　　 10％

縄 文 土 器

浅鉢形土器

B （10．7）

A 〔17．6〕

がら口縁部に至る。頚部に沈線が施 され，胴部及び口縁部 とも‾ 明赤褐色 表採

に横方向の磨 きが施 されている。 普通 （安行Ⅲb ）

椀状で，内攣 しなが ら口縁部に至る。口縁部には小突起が付け 長石 ・石英 P 122　　　　 30％

縄 文 土 器 B　 4．6 られ，沈線により文様が構成され，横方向の磨きが施されてい 黒褐色

普通

長石

表採

（安行Ⅲb）

P 123　　　 10％23

24

25

鉢 形 土 器 B （2．7）
る。

底部から胴部下半にかけての破片。平底で，底部と胴部の境に
縄 文 土 器 C　 9．1 沈線が巡る。胴部は単節縄文L R が施文されている。 明褐色　 普通 表採 （安行Ⅲb）

鉢 形 土 器 A 〔14．9〕 椀状で，内攣しなから口縁部に至る。丸底で，口縁部は小突起 長石 ・石英 P 124　　　　 40％

縄 文 土 器 B　 6．8 を有する。外面は，横方向の削りで整形されている。 黒褐色　 普通 表採 （安産ⅢC）

浅鉢形土器 A 〔17．6〕 胴部上半から口縁部にかけての破片。口唇部は2 本1組の粘土 長石 ・石英 P 125　　　　 20％

縄 文 土 器 B （2．9） 紐が貼 りつけられ，口縁部下から単節縄文R L の地文に，沈線 にぷい赤褐色 表採

により楕円状の区画がなされている。区画内は磨 り消されてお

り，．上下にはブタ鼻状の癌が貼 りつけられている。

普通 （安行 Ⅱ）

ー146－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

26

鉢 形 土 器 A 〔10 ．6〕 胴部上半か ら口縁部 にか けての破片。胴部 は内攣 し，外傾 しな 長石 P 126　　　　 30％

縄 文 土 器 B （8 ．7） が ら口縁部 に至 る。胴部及 び頚部 は沈線 により区画 され，区画 にぷい黄褐色 表採

内は列点文が施 されてい る。 普通 ・（安行 Ⅲ‾C ）

27

鉢 形 土 器 A 〔14 ．6〕 椀状 で， 内攣 しなが ら口縁部 に至 る。平底で， 口縁部は平縁で 長石 ・ス コリア P 127　　　　 40％

縄 文 土 器 B　 8 ．0

C　 5 ．5

ある。外面 昼，横方向の粗い削 りが施 されてい る。 にぷい橙 色

普通

表採

（安行 Ⅲ C ）

28 鉢 形 土 器 B （2 ．8） ．底部 から胴部下半 にか．けての破片。平底で，胴部 には雲形文が 長石 ・石英 P 128　　　　 40％

縄 文 土 器 C 〔4 ．6〕 施 されている。 黒褐色　 普通 表採 （大洞 C l）

29 皿 A 〔15 ．4〕 椀状で， 内攣 しなが ら口縁部 に至 る。 口縁部上端 に2 個 1 組の 長石 P 12 9　　　　 40％

縄 文 土 器 r B （4 ．6） 小突起 を施 し，胴部 には羊歯状文が施 されている。 灰褐色　 普通 表採 （大洞 B C ）

第 107 図 探鉢形土器 A 〔17 ．6〕 胴部上半か ら口縁部 にか けての破片。 口縁部上端 に刺突 を施 し 長石 P 13 0　　　　 40％

30 縄 文 土 器 ．B （15 ．5） た小突起 を有 し，胴部 は沈線及び列点文が施 されている。 にぷい橙色　 普通 表採 （称名寺 Ⅱ）

31 手 提 土 器 B （5 ．2） 底部か ら胴部 にか けての破片。丸底で，胴部は内攣する。内 ・ 長石 P 13 1　　　 80％

縄 文 土 器 外面 に指頭 による整形痕が残 されてい る。 にぷい橙色　 普通 表採

32

ミニチュア土器 A 〔2 ．8〕 壷型で，胴部 は内攣 し， 口縁部 に至 る。胴部中位 に最大径を も 長石 P 13 2　　　　 50％

縄 文 土 器 B　 4 ．6

C 〔2 ．6〕

つ。内 ．・外面 に磨 きが施 されている。 橙 色

普 通

表採

33 手 控 土 器

縄 文 土 器

A 〔3 ．4〕

B （3 ．0）

底面 は，凹凸で不安定である。輪積痕が残る。 長石

にぷい褐色　 普通

P 13 3　　　　 70 ％

表採

34 ミニチュア土器 B （2 ．0） 底部か ら胴部上半 にかけての＿破片。平底で，沈線に より文様 が ．長石 ・スコ リア P 13 4　　　　 30 ％

縄 文 土 器 C 〔3 ．0〕 施 されてい る。 にぷい橙色　 普通 表採

35 鉢 形 土 器

縄 文 土 器

B （4 ．3） 口縁部片で，表面 に3 段 の赤彩が施 されている。 長石

黒色　 普通

P 13 5　　　　 5 ％

表採

36 注 ‾口 土 器 長ぎ（3．3） 注 口部片 。基部外鐘2．・9cm ，内径1 ．7cm，先端部外 径1．8cm ，内 長石 P 13 6　　　　 5 ％

縄 文 土 轟 径1．2cm，基部 か らやや反 り気味 に先端部 に至 る。 にぷい褐色　 普通 表採

37 台 付 土 器・ B （2．9） 台部片。斜め方向の沈線 が施 されている。全面 に赤彩 が施 され 長石 ・ P 13 9　　　　 20 ％

縄 文 土 器 てい る。 橙色　 普通 表採 （晩期前葉）

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備‾　　　 考

第 107 図 ほ う　ろ　く A 〔37．2〕 底部 から口縁部 にか けての破片。 内 ・外面 ナデ。 長石 ・雲母 P 14 0　　　 15 ％

38 土 師質土器 B　 4．7 平底で，体部 は内攣 して立 ち上が 橙色 表採

C 〔31．7〕 る。 普通 近世後半

39

ほ う　ろ　 く A 〔30．0〕 底部か ら口縁部 にか けての破片。 内 ・外面 ナデ。 長石 ・雲母 P 14 1　　　 10 ％

土師質土器 B　 5．1 平底で，体部 は内攣 して立 ち上が にぷい赤褐 色 表採

C 〔25．0〕 る。 普通 近世 後半

40

ほ う　ろ　 く A 〔31．5〕 底部か ら口縁部 にか けての破片。 内 ・外面 ナデ。 長石 P 142　　　 20元

土師質土器 B　 3．1 平底で，体部 は内攣 して立ち上が 橙色 表採

C 〔29．4〕 る。体部上位か ら下位 に内耳貼 り

つ け。

普通 近世後半

41

ほ う　ろ　く A 〔27．4〕 底部か ら口縁部 にかけての破片。 内 ・外面 ナデ。 長石 P 143　　　 10％

土師質土器 B　 2．7 平底で，体部は内攣 して立ち上が 橙色 表採

C 〔24 ．6〕 る。体部上位か ら下位 に内耳貼 り

つけ。

普通 近世後半

42 椀 A 〔11．6〕 体部か ら口縁部にかけての破 片。 ロクロ成形。体部内面及び 胎土 ：にぷい黄橙色 P 14 4　　　　 5％

陶　　　 器 B （5 ．0） 体部は内攣 して立ち上が り，口縁 外面 まで鉄牙由施牙由。 粕 ：極 暗赤褐色 表採

部は僅か に外反する。 良好 （瀬戸 ・美濃系）

43 椀 A 〔11 ．5〕 体部か ら口縁部にかけての破 片。 ロクロ成形。休部内面及び 胎土 ：にぷい黄樺色 P 14 5　　　 10％

・陶　　　 器 B （1 ．8） 体部は内攣 して立ち上 が り・，口縁 外面 ませ鉄瓶施粕。 粕 ：極 暗赤褐色 表採

部に至る。 良好 （瀬戸 ・美濃系）
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図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第 10 8 図

1

土　　　 偶 （7．8） （6 ．5） （5．6） （12 1．5） 3 0 中空の遮光器系土偶の頭部。頭部は，王 D P 5 9　表採

冠状の装飾が施 されている。顔面の形状 長石 ・石英

は楕円形 を呈 し，頭頂部は ‘2 本の沈線が 黒褐色

施 され，眉及び顔の回 りは単節縄 文 L R 普通

が施文 されている。 目は 1 本の沈線 ，皐

の下 には 2 本の沈線が施 され，高い鼻 を

もち，一部が欠損 している。頭頂部 に赤

彩 痕がある。

（晩期後葉）

2

土　　　 偶 （6．4） （4 ．2） （3．4） （8 2．6） 2 0 みみず く土偶 の頭部 。刻 みを施 したボ タ D p 60　 表採

ン状の貼癌 で 目と口が描 かれている。後 長石 ・石英　 黒褐色　 普通

頭部は貼癌 に縦方向の刻 みが施 されてい

る。

（後期後葉）摩滅が著 しい

3

土　　　 偶 （6．8） （7．0） （3．0） （8 4．’8） 20 みみず く土偶 の頭部 。隆帯 で顔 の輪郭 を D P 61 表採

表現 し，ボ タン状 の貼痛 で 目と口を表現 長石 ・パ ミス　 橙色 ・普通

し，右 目は欠損 していも。鼻 は棒状 の粘

土紐 を貼 りつけている。頭頂部 は，不整

形 な癌 が貼 りつけられている。

（後期後葉）

4

土　　　 偶 （4 ．7） （2．5） （2．0）・ （1 9．1） 10 みみず く土偶 の右脚部 。＿単節縄文 R L の D P 62　 表採

地文に， 3 本の沈線が施 されている。 長石 ・石英　 赤褐色　 普通

（後期後葉）

5

土　　　 偶 （6 ．8） （3．6） （2．1）＿ （3 6．7） 10 みみず く土偶 の右脚部。側面 に刻 み，裏 D P 63　 表採

面 に 1 本の沈線 が施 されている。 長石 ・石英　 黒褐色　 普通

（後如後葉）

6

土　　　 偶 （5．5） （4⊥2） （1．5） （34 ．3） 10 右腕部片 。連続 した小刺突が弧線状 に施 D P 64　 表採

されている。 長石 ・石英　 黒褐色　 普通

（晩期）

7

土　　　 偶 （5．3） （6．2） （4 ．5） （144 ．4） 10 右脚部 。深 めの沈線 を巡 らせ，上部 には D P 65　 表採

縦方 向の刻 みが施 されている。 長石 ・石英　 橙色　 普通

（後期後葉か）

8

土　　　 偶 （6 ．9） （4．9） （4 ．0） （129 ．8） 20 左脚部 。沈線 を巡 らせ，側面・には縦方 向・ D P 66　 表採

の渦巻状 の沈線が施 されている。 長石 ・パ ミス　 橙色　 普通

（晩期前葉）

9　° 土　　　 偶 （5 ．3） （4．5） （4 ．8） （72 ．2） 20 右脚部。足 は全体 に突 出気味で縦方向 の D P 67　表採

磨 きが施 され，文様 は施 され ていない。 長石・石英　 赤褐色　 普通 （後卿

1 0 土　　　 偶 （4 ．4） （2．9） （3 ．3） （35 ．3） 10 左脚部。 つま先 は突 出す る。文様 は施 さ D P 68　　　 表採

れていない。 長石　 橙色　 普通 （後期）

1 1 土　　　 偶 （3 ．9） （2．9） （1．8） （18 ．2） 10 左腕部片。表面 は楕円状 の沈線が施 され D P 69　　　 表採

てお り，裏面 は文様 は施 されてい ない。 長石　 黒褐色　 普通 （晩期前葉）

12

耳　 飾　 り 5 ．7 5．5 2 ．5 47 ．5 1 00 滑車形。外周 に刻み を施 した小突起が12 D P 7 0　　　 表採

個， 中間部 と中心部 に 4 個ずつ付 けられ 長石 ・石英　 赤褐色　 普通

ている。 中心部 は1．1云m の孔が 穿たれ て

お り，それ を取 り巻 く最大 径2．1 cm の孔

が穿 たれている。

（後期後葉）

＼

13

耳　 飾　 り 5 ．3 5．1 2 ．8 39声 1 00 滑車形。外周 に刻み を施 した小突起が12 D P 7 1 表採

個， 中心部 に 4 個付 けられてい る。中心 長石 ・石英　 赤褐色　 普通

部 は0 ．9cm の孔が穿 たれてお り，それ を

取 り巻 く最大径 1．9cm の孔 が穿 たれて い

る。

’（後期後葉）

14

耳　 飾　 り 5．5 5．5 1．9 4 9．4 10 0 滑車形 。内径1 ．8 cm。 5 本の半 円形状 の D P 7 2　表採

粘土紐 を貼 り付 け，表面及び側面は磨 き 長石　 黒褐色　 良好

が施 されてい る。 （後期後葉）

15

耳　 飾　 り 5．4 5．4 2．1 （4 8．1） 9 0 滑車形 。内径1 ．7 cm。外 周 に 7 個 の小突 D P 7 3　表採

起が施 されてい る。表面及び側面は磨 き 長石　 黒褐色　 良好

が施 されてい る。 （後期後菓）

16

耳　 飾　 り （4．9） （4 ．8） （1．7） （2 3・．3） 9 0 滑車形 。内径2 ．0 cm。’孔 内面 に刻 み を施 D P 74　 表採

した縦長の貼痛が施 されている。 長石　 橙色　 普通

（後期後菓）

17 耳 ‘飾　 り 2．0 1．9 1．6 5．0 10 0 環形。内径1．2cm で無文 である。 D P 7 5　表採

長石　 樟色　 普通 （後期後菓）

第 10 9 図

1 8

耳　 飾　 り 2．6 （2 ．5） 2．3 （7．9） 9 0 滑車形。内径0．7cm で無文 である。 D P 7 6　表採

長石　 橙色　 普通 （後期後葉か）

1 9 耳　 飾　 り （2．7） （2 ．8） 2．5 （1 0．3） 9 0 滑車形。内径0．8cm で無文で ある。 D P 7 7　表採

長石　 橙色　 普通 （後期後葉か）

2 0 耳　 飾　 り （2．3） （2 ．2） 2．3 （8．8） 9 0 滑車形。無文である。 D P 78　 表採

長石　 褐色　 普通 （後期後葉か）

D P 79　 表採2 1

22

耳　 飾　 り

耳　 飾‘ り

3．0

2 ．3

2．9

2．3

1．7

2．2

1 1．0

1 1．6

10 0

100

滑車形。外周に，刻みを施 した小 突起 が

4 個施 されている。 長石　 橙色　 普通 （後期後葉）

臼形。無文で，ナデに より整形 されてい D P 80　 表採

る。 長石　 橙色　 普通 （後期後葉）
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図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（‾％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　 考

・最大長 最大幅 最大厚

23

耳　 飾　 り 1．9 1 ．8 1．7 6 ．3 100 臼形。表 ・裏面 ともに凹んでお り，無文 D P 8 1 表採

である。 長石　 にぷい嘩色　 普通

（後期後菓）

24 耳　 飾　 り 1．5 1 ．6 1．6 4 ．2 100 ・ 臼形。表面の外周 に刻みが施 され，側面 D P 8 2　表採

は磨 きが施 されてい る。 長石　 橙色　 普通 （後期後葉）

25 耳　 飾　 り 〔5．6〕 〔5 ．6〕 2．2 （14 ．4） 20 滑車形。円形の貼癌が 2 個施 され，表面 D P 8 3　表採

及び側面は磨 きが施 されている。 長石　 赤褐色　 普通 （後期後葉）

26

耳　 飾　 り 〔5．6〕 〔5 ．6〕 2．3 （14 ．8） 50 滑車形。 内径 ［3 ．7］cm 。外周及 び内周 D P 84　　　 表採

に刻み を施 した小突起 を有 し，磨 きが施 長石 ・雲母　 黒褐色　 普通

されている‘。 （後期後葉）

27

耳　 飾　 り 〔8．2〕 〔8 ．2〕 1．5 （10 ．9） 30 環形。 内径 ［4．5］ cm。表 面 は洗練 に よ D P 8 5　表採

り文様 が描かれ，磨 きが施 されている。 長石 ・雲母　 黒褐色　 普通

（晩期前葉）

28

耳　 飾　 り 〔7．6〕 〔7 ．6〕 （1．2） （5．8） 30 滑車形。 内径 ［5 ．0］cm 。外周及 び内周 D P 86　 表採

に刻みが施 され，表面及び側面 は磨 きが 長石 ・パ ミス　 黒褐色　 普通

施 されている。 （後期後葉）

29

耳 r　飾　 り 〔5・6〕 〔5 ．7〕 1．9　° （4 ．6） 20 環形。内径 ［4．2］ cm。無文 で，丁寧 な D P 87　 表採

磨 きが施 されている。 長石 ・パ ミス　 黒褐色　 普通

（晩期前葉か）

30

耳　 飾　 り 〔5．6〕 〔5－．6〕 1．9 （5 ．4） 20 環形 。内径 ［3．8］ cm 。無文 で，粗 い磨 D P 88 °表採

きが施 されている。 長石 ・石夷　 橙色　 普通

（後期 後葉か）

31

耳　 飾　 ＿り 〔5 ．6〕 〔5．6〕 1 ．8 （2 ．6） 20 環形 。内径 ［4 ．2］．cm 。無文 で，丁寧 な D P 8 9　 表採

磨 きが施 されている。 長石 ・パ ミス　 黒褐色　 普 遍

‘（晩期 前葉か）

32 耳　 飾　 り 〔3 ．0〕 〔3．0〕 1 ．6 （3．7） 50 滑車形。透 か し彫 りで，側面 は粗いナデ D P 9 0　 表採

整形が施 されている。 長石　 橙色　 普通 （後期後葉）

33

土　　　 版 （6 ．8） （5．4） 2．0 （77．8） 50 楕 円形 を呈 し，表面 は長辺 を縦 に 2 分す D P 9 1 表採

る弧線状沈線が描 かれてい る。裏面 は租 罠 石 ・雲 母　 黒褐色　 普通

い磨 きが施 されてい為。 （安行 Ⅲ b ）

34

土　　　 版 6．9 3．9 1．8 5 2．5 10 0 楕 円形 を呈 し，表面 は縦及 び横方向の沈 D P 9 2　表採

線で文様が措 かれている。裏面は無文で

ある。

長石 ・雲母　 にぷい橙色　 普通

35

土　　　 版 （6．0） （3．4） 2．4 （41．8） 20 楕 円形 を呈 し，側面か ら表面 にかけて沈 D P 9 3　表採

線 によ り文様が措かれてい る。両面 とも 長石 ・パ ミス　 黒褐色　 普通

に丁寧 な磨 きが施 ざれてい る。 （安行 Ⅲ C ）

36

土　　　 版 （4．1） （4 ．4） 2．0 （30．9） 40 楕円形 を呈 し，表面 は長辺 を縦に 2 分す D P 94　 表採

る弧線状沈線が措かれている。‾裏面は中 長石 ・パ ミス　 黒褐色　 普通

心部 に刺突が施 されている。 （安行 Ⅲ C ）

37 有孔 円板形 （9．3） ．（4 ．7） 3．1 （12 9．9） 50 無文。 内径 ［1．4］cm。 ナデ整形が な さ D P 9 5　表採

土　 製　 品 れている。 長石 ・石英　 褐色　 普通

138 有孔土製品 （3．9） （4 ．1） 1．0 （13．7） 90 不整円形 。内径 ‘［0 ．8］占m 。円形 の沈 線 D P 96　 表採

が施 され，連続する刺突が巡る。 長石 ・パ ミス　 赤褐色　 普通

39 有孔土器片 （4 ．2）1 （4．9） 1．3 （29 ．3） 30 貫通孔 が 1 個施 されている。 D P 97　 表採

長石　 褐色 ‘普通

40 土 製 円 板 （7 ．7） 8．4 1．3 （86．4） 90 深鉢形土器 の底部 片の再利用 。 D P 98　 表採

41 土 製 円 板 6 ．3 7．1 1．0 50 ．6 1 00 無文 。円板状 であるが縁 は未調整。 D P 99　 表採

42 土 製 円 板 5 ．2 5．8 1 ．2 38 ．3 1 00 無文 。’円板状 であるが縁 は未調整。 D P lOO　 表採

43 土 製 円 板 5 ．3 4．8 0 ．8 19 ．5 1 00 無文 。円板状 であるが縁 は未調整。 D P lO l 表採

44 土 製 円 板 4 ．2 5．3 1 ．0 25．1 10 0 無文。 円板状 であるが縁 は未調整。 ・D P lO2 ‾表採

第110図45 土 製 円 板 4 ．1 5．3 1 ．3 28．1 10 0 斜 め方 向の条線が施 されている。 D P lO3　 表採

46 土 製 円 板 4 ．3 5．3 0 ．9 2 1．0 10 0 条線が施 されている。 D P lO4　 表採

47 土 製 円 板 4．7 ・ 4．9 0．9 2 0．1 10 0 縄文地文 に沈線が施 されてい る。 D P l O5　 表採

48 土 製 円 板 4．5 4 ．5 1．2 2 7．0 10 0 無文。 D P l O6　 表採

49 土 製 円 板 4．5 4 ．6 0．9　‾ 17．6 10 0 沈線が施 され ている。 D P l O7　 表採

50 土 製 円 板 4．7 4 ．8 0．7 ‘ 18．4 10 0 沈線 に刻みが施 されてい る。 D P l O8　 表礫

51 土 製 円 板 4．4 4 ．5 1．3 1 8．7 10 0 条線が施 されてい る。 D P lO 9　 表採

52 土 製 円 板 4．0 4 ．0 1．5 1 8．8 10 0 2 段の刻みが施 されてい る。 D P l lO　表採

53 土 製 円 板 4．2 4 ．4 1．2 1 9．2＿ 100 刻み及び条線が施 されている。 D P l ll 表採

54 土 製 円 板 4 ．2 4 ．3 0．8 1 9．1 100 無文。 D P 1 12　表採

55 土 製 円 板 4 ．2 3 ．8 1．0 1 7．0 100 無文。 D P 1 13　表採 1

5 6 土 製 円 板 4 ．1 4 ．1 1．2 22 ．3 100 無文。 D P 11 4　表採

57 土 製 円 板 3．9 3．8 1．3 20 ．1 100 単 節縄 文及び沈線が施 されている。 D P 11 5　表採

58 土 製 円 板 3．7 4．3 0 ．8 12 ．6 1 00 縦方向の沈線 が施 されている。 D P 11 6　表採

59 土 製 円 板 3 ．3 4．0 1．0 14 ．2 1 00 縄文帯 間は磨 り消 しが施 されている。 D P 11 7　表採

60 土 製 円 板 4 ．0 3．6 1 ．0 18 ．0 1 00 無文 。 D P 11 8　表採

61 土 製 円 板 3 ．6 3．5 1 ．1 13．9 1 00 無文 。 D P 11 9　表採

62 土 製 円 板 3 ．6 3．4 1 ．0 13．9 1 00 無文 。・ D P 12 0　表採

63 土 製 円 板 3 ．4 3．5 1 ．1 15．1 10 0 無文。 D P 12 1 表採

64 土 製 円 板 3 ．5 3．4 1 ．0 16．5 10 0 単節縄文 L R が施文 されている。 D P 12 2　表採

65 土 製 円 板 3 ．8 4．0 0 ．8 11．4 10 0 縄文帯 間は磨 り消 しが施 されてい る。 D P 12 3　表採
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図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　 考

最大長 最．大幅 最大厚

第110図66 土 製 円 板 4 ．0 3．6 0 ．6 8．6 10 0 無文。 D P 1 24　 表採

67 土 製 円 板 3．5 3．7 0 ．9 13．4 10 0 － 無文。 D P 1 25　 表採

68 土 製 円 板 3．5 3．6 0 ．8 10．3 10 0 単節縄文 L R の地文 に，沈線及 び磨 り消

しが施 されている。

D P 1 26　 表採

69 土 製 円 板 3．1 3．6 1．0 11．7 10 0 粗 い条線が施 されてい る。 D P 1 27　 表採

70 土 製 円 板 3．5 3．6 0．7 9．1 10 0 縄文が施文 されてい・る。 D P 1 28　表 採　 摩滅が著しい。

71 土 製 円 板 3．6 3．6 0．6 7・．5 10 0 沈線 区画内 に単節縄文 R L が施文 されて

いる。

D P 1 29　 表採

72 土 製 円 板 3．3 3．6 0．8 9．9 10 0 無文。 D P 1 30　 表採

73 土 製 円 板 3．3 3．2 0．5 7．9 10 0 単節縄文 に沈線が施 されてい る。 D P 1 31 表採

74 スプー ン形 （6．5） （3．5） （2．9） （34．4） 70 内 ・外面 は，丁寧 なナデ整形が されてい D P 1 32　 表採

土　 製　 品 る。 長石 ・石英　 樺色　 普通

75

動物形土製品 （8．3） 4 ．5 3 ．6 （12 3．2） 60 体部 の下半両足 にか けての破片。腹部 に D P 1 33　 表採

最大径1．4cm ，深 さ1．0cmの孔があ けられ

ている。

長石 ・石英 ・パミス　 橙色　 普通

76 土　　　 錘 ．3．9 2．4 1 ．5 16．6 10 0 楕 円形 を呈 し，長軸 に深い溝が 1 周 して D P 1 34　 表採

いる。 長石　 橙色　 普通

77 土　　　 錘 4．2 1．2 1 ．2 6．3 10 0 長方形 を呈 し，長軸 に浅い溝が 1 周 し， D P 1 35　 表採

溝上 に径0 ．3cm の孔が穿たれている。 長石　 樫色　 普通

78

不明土 製品 6．3 4．6 4 ．4 75．5 10 0 口部 は，円形で探 目の沈線が施 されてい D P 136　 表採

る。胴部 は，段 を有 し丁寧 に磨 きが施 さ

れている。

長石 ・石英　 橙色　 普通

79 不 明土製品 3 ．8 3．8 3 ．1 （46．7） ・90 表 ・裏 ・側面 ともナデ整形 されてい る。 D P 137　 表採

粗雑 である。 長石 ・石英　 にぷい橙 色　 普通

80

不明土製品 （4 ．0） （4．3） －
（25 ．0） － ラ ッパ状 に開 き， 2 個 の径0．8cm の孔が ・D P 138　 表採

穿たれている。丁寧 な磨 きが施 されてい 長石 ・石英 ・パミス　 にぷい橙色

る。 普通

遺構外出土石製品観察表

図版番号 器　　 種

計　　 測　　 畢
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第11 1図1 磨 製 石 斧 （9．9） 5．2 2 ．8 （26 0．0） 硬　 砂　 岩 Q l O5　 乳棒状　 一部 欠損　 表採

・‾2 磨 製 石 斧 （8．7） 4．6 2 ．1 （14 0．0） ．彿　　 岩 Q lO6　 走角式　 一部 欠損　 表採

3 磨 製 石 斧 （7．4） （7．2） 3 √6 （22 0．0） 安　 山　 岩 Q l O7 ．定角式　 欠損 品　　 表採

4 磨 製 石 斧 （6．5） （5．0） 3 ．2 （16 3．9） 安　 山　 岩 Q l O9　 乳棒状　 欠損 品　 表坪

5 磨 製 石 斧 （7．1） （6．1） 3 ．3 （19 7．4） 流　 紋　 岩 Q l lO　 乳棒状　 欠損 品　　 表採

6 打 製 石 斧 （9．1） （5．2） 1 ．7 （9 7．1） 砂　　　 岩 Q l O8　 分銅形　 未製品　　 表採

7　▼ 打 製 石 斧 （12．1） 7．8 2 ．1 （20 0．0） 安　 山　 岩 Q l ll 分銅形　 一部 欠損　 表採

8 打 製 石 斧 （11．5） 7．6 1 ．5 （16 0．0） 安　 山　 岩 Q 1 12　 分銅形 ・一部 欠損　 表採

9 打 製 石 斧 （11．7） 7．6 2 ．1 （22 0．0） 硬　 砂　 岩 Q 1 13　 分銅形　 一部欠損　 表採

10 打 製 石 斧 （12．5） （7．6） 3 ．4 （32 0．0） 砂　　　 岩 Q 1 14　 分銅形　 一部欠損　 表採

’11 打 製 石 斧 11．5 8：1 2 ．0 16 0．0 砂　　　 岩 Q 1 15　 分銅形　 表採

第112図12 打 製 石 斧 ．（13．1） 7．0 3 ．0 （34 0．6） 頁　　　 岩 Q 1 16　 分銅形　 一部 欠損　 表採

13 打 製 石 斧 （11．1） 7．4 2 ．3 （24 0．0） 安　 山　 岩 Q 1 17　 分銅形　 一部 欠損　 表採

14 打 製 石 斧 12．0 6．6 1 ．9 ． 16 0．0 粘　 板　 岩 Q 1 18　 分銅形　 表採

15 打 製 石 斧 （11．4） （7．7） 2 ．5 20 6．5 粘　 板　 岩 Q 1 19　 分銅形　 表採

16 打 製 石 斧 13．0 （6．5） 1 ・．7 （16 0．．0） 粘　 板　 岩 Q 1 20　 分銅形　 一部 欠損　 表採

17 打 製 石 斧 9．9 6．5 （2 ．9） （18 0．0） 粘　 板　 岩 Q 1 21 分銅形　 一部 欠損　 表採

18 打 製 石 斧 （10．3） 6．6 1 ．9 （14 0．0） 安　 山　 岩 Q 1 22　 分銅形　 一部 欠損　 表採

19 打 製 石 斧 10．1 6．7 2 ．3 14 0．3 硬　 砂　 岩 Q 1 23　 分銅形　 表採

20 打 製 石 斧 9．．2 6．8 1 ．7 12 0．0 安　 山　 ＿岩 Q 1 24　 分銅形　 表採

21 打 製 石 斧 10．3 6．4 1 ．8 12 0．0 安　 山　 岩 ・Q 1 25　 分銅形　 表採

22 打 製 石 斧 8．7 5．7 2 ．0 10 0．0 安　 山　 岩 Q 1 26　 分銅形　 表採

第113図23 石　　　 棒 （26．1） 4．8 2．2 （48 0．0） 緑 泥 片 岩 Q 1 27　 欠損 品　 表採

24 石　　　 棒 （14．7） 6．5 5 ．1 （84 0．0） 緑 泥 片 岩 Q 1 28　 欠損 品　 表採
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図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　 ‘考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

25 石　　　 棒 （12．4） 4．6 2 ．0 （22 0．5） 緑 ‘泥 片 岩 Q 129 ＿　欠損品　 表採

26 石　　　 棒 （8．6） 2．7 2 ．5 （120．0） 粘　 板　 岩 Q 13 1 欠損品　 表採

27 石　 ‾　　 ＿棒 （6．7） 3．2 0 ．9 （40 ．0） 緑 泥 片 岩 Q 133　 欠損晶　 表採

28 ＿ 石　　　 剣 （12．8） 3 ．3 2 ．6 （160 ．0） 粘　 板　 岩 Q 130　 欠損品　 表採

29 石　　　 剣 （10 ．8） （3 ．0） （1．0） （40 ．0） 粘　 板　 岩 Q 13 2　欠損品　 表採

30 石　　　 剣 （7 ．1） 3 ．7 2．6 （100 ．0） 粘　 板　 岩 Q 13 4　欠損 品　 表採

31 独　 鈷　 石 12 ．8 6 ．9 2．8 380 ．0 安　 山　 岩 Q 13 5　表採

32　－ 独　 鈷　 石 （9．7）一 4 ．8 4．0 （22 0．0） 硬　 砂　 岩 Q 13 6　 欠損 品　 表採

33 磨　　　 石 9．1 6．8 4．8 44 0．0 安　 山　 岩 Q 13 7　表採

34 磨　　　 石 9．8 6．1 4．5 42 0．0 ・安　 山　 岩 Q 13 8　蔽石 兼用　 表採

第114図35 磨　　　 石 8．3 6．9 5．4 42 0．2 安　 山　 岩 Q 139　 表採

36 磨　　　 石 6．8 6．4 4．8 30 0．4 安　 山　 岩 Q 14 0　 表採

37 磨　　　 石 7．2 6．7 3．3 24 0．6 安　 山　 岩 Q 14 1 敵石兼用　 表採

38 磨　　　 石 7．4 6．5 3 ．8 26 0．5 安　 山　 岩 Q 142　 衷採

39 磨　　　 石 6．2 6．0 5 ．2 26 0．2 安　 山　 岩 Q 143　 表採

40 磨　　　 石 6．台 ・6．3 4 ．8 26 0．2 安　 山　 岩 Q 144　 表採

41 磨　　　 石 6．8 6．2 4 ．2 24 0．6 安　 山　 岩 Q 145　 表採

42 磨　　　 石 6．3 5．8 3 ．6 180．2 安　 山　 岩 Q 146　 表採

43 磨　　　 石 6．1・ 6．2 3 ．9 2 20．3 安　 山　 岩 Q 147　 表採

44 磨　　　 石 6．0 6 ．4 4 ．5 2 20．1 ．安　 山　 岩 ＼
Q 148　 表採

第115図45 磨　　　 石 （8 ．5） 7 ．5 4 ．3 （420 rO） 安　 山　 岩 Q 14 9　欠損品　 表採

46 石　　　 皿 （14 ．4） （11 ．．5） 3．9 （708 ．6） 安　 山　 岩 Q 15 0　欠損品　 表採

47 石　　　 皿 （11 ．2） （7 ．7） 4 ．6 （362 ．9） 安　 山　 岩 Q 15 1 欠損 品　 表採

48 石　　　 皿 （10 ．1） （7 ．1） 5．9 （428 ．0） 安　 山　 岩 Q 15 2　欠損 品　 表採

49 石　　　 皿 （8 ・0） （7 ．7） 5．1 （28 1．8） 安　 山　 岩 Q 15 3　 凹石兼用　 欠損晶　 表採

50 石　　　 皿 （6 ．4） （10 ．3） 4．0 （18 1．3） 安　 山　 岩 ・ ・Q 15 4　 凹石兼用　 欠損 品　 表採

51 石　　　 皿 （7 ．4） （7 ．0） 4．1 （169 ．7） 安　 山　 岩 Q 15 5　欠損 品　 表採

52 石　　　 皿 （5 ．5） （7 ．云） 5．5 （164 ．8） 安　 山　 岩 Q 15 6　欠損 品　 表採

53 石　　　 皿 （5 ．0） （5 ．8） 3．7 （83．7） 安　 山　 岩 Q 15 7　欠損 品　 表採

54 凹　　 ‘皿 （11．0） （10 ．6） 4．2 （67 7．6） 安　 山　 岩 Q 15 8　欠損 品　 表採

第116図55 凹　　　 皿 （10 ．5） （13 ．1） 3．8 （41 1．2） 安　 山　 岩 Q 15 9　欠損 品　 表採

56 凹　　　 皿 （7 ．9） （10 ．3） 4．4 （26 8．3） 軽　　　 石 Q 16 0　欠損 品　 表採

57 凹　　　 皿 （7 ．1） （10 ．1） 4．4 （33 2．8） 安　 山　 岩 Q 16 1 欠損 品　 表採

58 スタン珊妬製品 （8 ．8） 9．5 4．7 （36 0．0） 安　 山　 岩 Q 16 2　一部欠損 晶　 表採

59 石　　　 錘 （8 ．1） 3．4 1．2 （55．5） 砂　　 一着 Q 16 3　一部欠損 晶　 表採

60 砥　　　 石 （7 ．1） （3．2） （3．6） （96．1） 吟　　 岩 Q 16 4　 欠損 品　 表採

61 浮　　　 子 （5．8） （4 ．5） （1．9） （16．5） 軽　　 石 Q 16 5　 欠損 品　 表採

62 浮　　　 子 （5．2） （3．7） （2．7） （11．6） 軽　　　 石 Q 16 6　欠損 品　 表採

63 石　　　 鉄 （2 ．9） 1．9 0．4 （1．5） チ ャ　ー ト Q 16 7　 凹基無茎鉄　 一部欠損 畠　 表採

64 石　　　 鉄 2．4 1．6 0．3 0 ．9 チ ャ　ー ト Q 16 8　 凹基無茎鉄　 表採

65 石　　　 鉄 2．6 1．5 0．3 0 ．6 チ ャ　ー ト Q 169　 凹基無茎鉄　 表採

66 石　　　 鉄 2．7 1．5 0．5 0 ．9 チ ャ　ー ト Q 170　 凹基無茎鉄　 表採

67 石　　　 鉄 2．2 1．6 0．4 0 ．7 チ ャ　ー ト Q 171 凹基無茎鉱 一　表採

68 ・石　　　 鉄 工7 1．4 0．4 0 ．6 チ ャ　ー ト Q 172　 凹基無茎鉄 ．表採

69 勾　　　 玉 2．5 1．6 0．8 ．4 ．1 滑　　　 石 Q 173　 表採

70 小　　　 玉 1．3 1．2 0．9 2 ．8 硬　　　 玉 Q 174　 径0．4c ITの通孔　 表採
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第117－120図1－86は縄文土器片の拓影図である。

1－5は前期の土器で，黒浜式期に比定される。1は口縁部から胴部にかけての破片で，口縁部下から単節

縄文RLが施文され，胴部中位には粘土紐貼り付けの上下に太い沈線が巡らされている。2－5は胴部片で，

縄文が施文されている。

6－11は中期の土器である。6－8は加曽利EⅢ式期に比定される土器である。6は口縁部片で，沈線及び

連続する刺突が施されている。7・8は胴部片で，7は縄文地文に平行沈線が垂下し，沈線間は磨り消され，

8は微隆起線及び単節縄文RLが施文されている。9－11は加曽利EⅣ式期に比定される土器である。9－11

は口縁部片で，9・10は大形の把手が付けられ，11は口縁部は磨消帯，微隆起線下は羽状縄文が施文されてい

る。

12－62は後期の土器である。12－18は称名寺式期に比定される土器である。12－14は口縁部片で，縄文及び

沈線が施文され，13は連続刺突文が施されている。16は波状口縁の波頂部で，大形のC字状貼付文で太い沈線

が2個の刺突に連携している。15・17・18は胴部片で，15は列点文，16は縄文地文に太い沈線で区画され，17

は連続刺突が施されている。19－31は堀之内I式期に比定される土器である。19・21－24は波状口縁部片で，

19－22・24は沈線により文様が措かれ，23は連続刺突が施されている。25－31は胴部片で，25－30は平行及び

蛇行する沈線が施され，31は胴部を垂下する隆線に刻みが施されている。32－37は堀之内Ⅱ式期に比定される

土器である。32－35は口縁部片で，32は単節縄文RLの地文に沈線，33は隆線上に刻み，33は口縁部下の隆線

上に縦長の刺突が施されている。35は表・裏面に文様が施されている。表面は，隆線上に刻み及び縦長の刺突

が施され，裏面は縄文地文に沈線が施されている。36・37は胴部片で，縄文地文に沈線が施されている。38－

42は加曽利BI式期に比定される土器である。38・39は口縁部片で，38は沈線，39は横帯文が施されている。

40は口縁部から胴部にかけての破片で，口唇部に刻み，口縁部下から横帯文が施文されている。41・42は胴部

片で，41は深めの沈線，42は粘土紐貼り付けに押捺が加えられている。43－46は加曽利BⅡ式期に比定される

土器である。いずれも口縁部片で，43は蛇行する沈線，44は平行沈線区画内に刻みが施されている。45・46は

格子状の沈線が施されている。47－49は加曽利BⅢ式期に比定される土器である。47は口縁部から胴部にかけ

ての破片で，口縁部は磨り消され，胴部は格子状の沈線が施されている。48は小突起を有し，49は波状口縁で

刻み及び斜め方向の条線が施されている。50－52は曾谷式期に比定される土器である。いずれも口縁部片で，

50は口縁部に平行沈線，51は沈線区画内に2段の刻みが施され，52は口縁部が磨り消されている。53－58は安

行I式期に比定される土器である。53は波状口縁で隆起帯縄文間に貼癌が付され，貼癌に孔が穿たれている。

54は口縁部から胴部にかけての破片で，胴部に刻文帯が施されている。56・57は口縁部片で，56は口縁部に縄

文帯，57は口縁部に刻文帯，刻文帯間は磨り消されている。58は胴部片で，刻文帯上に円形の癌が貼られてい

る。59－62は安行Ⅱ式期に比定される土器である。59は波状口縁で縄文帯上に縦長の癌に横方向の刻みが施さ

れている。60は小突起を有し，縄文帯上には横長の癌に縦方向の刻みが施され，刻文帯上にはブタ鼻状の貼癌

が付されている。61は縄文帯上に貼癌が付され，62は刻みが施されている。

63－85は晩期の土器である。63－66は安行Ⅲa式期に比定される土器である。いずれも口縁部片で，63は口

縁部から胴部にかけて粗い刻文帯が施され，64は縄文帯間は磨り消されている。65は貼癌が付され，66は外反

する小突起を有する。67－71は安行Ⅲb式期に比定される土器である。67は「く」の字状に外傾する口縁部で

ある。68は波状口縁で，沈線による楕円区画がなされている。69は小突起を有し，太い沈線で文様が措かれて

いる。70は鋸歯状の突起が付けられ，縄文地文に沈線が施されている。71は波状口縁で波頂部に粘土紐が巻つ

けられている。72－75は安行ⅢCに比定される土器である。72－74は口縁部片で，いずれも小突起を有する。
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72は入組弧線文，73は4条の沈線が巡り，74は列点文が施されている。75は胴部片で，細かい列点が施されて

いる。76－79は安行Ⅲdに比定される土器である076－78は口縁部片で，76は入組弧線文，77は三叉状入組文

が施され，78は口唇部に押捺が加えられている079は胴部片で，胴部は平行沈線により磨消帯と縄文地文に沈

線を施した文様帯が分けられている080－83は大洞式の影響が見られる土器である。80は口縁部から胴部にか

けての破片で，「く」の字状に外傾する口縁部である。81は胴部片で，82は口唇部に沈線が施されている。83

は粘土紐貼り付けに横長の押捺が施されている084・85は口縁部片で，それぞれ貫通孔をもち再利用の土器と

思われる。86は須恵器大喪の胴部片と思われる土器片で，外面に平行夕タキ痕が見られる。
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第105図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第107図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第111図　遺構外出土遺物実測図（7）
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第112図　遺構外出土遺物実測図（8）
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第115図　遺構外出土遺物実測図（11）
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第4節　まとめ

当遺跡の調査により明らかになった遺構は，竪穴住居跡32軒，土坑34基，方形周溝墓6基，塚1基，井戸1

基，溝6条，不明土坑78基である。時期は，縄文時代中期後葉から晩期前葉にかけての遺構が中心である。遺

物は，縄文土器の他に多数の土製品と石製品が出土している。特に，土製品では多数の耳飾りと県内でも出土

例の少ない土製仮面が出土している。ここでは，各時期の検出遺構と出土遺物について概要を述べ，まとめと

したい。

1　縄文時代

当遺跡の中心となる時期で，遺構は縄文時代中期から晩期にかけて検出されている。遺物は，縄文時代前期

から晩期にかけてのものが出土している。前期の遺物は，黒浜式期の土器片が少量出土しているだけで，この

時期に該当する遺構は見られない。集落が営まれたのは，中期後葉と思われる。以下，大きく5つの時期に区

分し，それぞれの時期について概観してみたい。

I期　中期後葉　　Ⅱ期　後期前葉　　Ⅲ期　後期中葉　　Ⅳ期　後期後葉　　Ⅴ期　晩期前葉

＊　時期特定困難なものは除く。

I期　中期後菓（加曽利EⅢ一加曽利EⅣ式期）

当該期の住居跡は7軒で，加曽利EⅢ式期5軒，Ⅳ式期1軒，Ⅲ－Ⅳ式期1軒である。検出された位置は，

調査区の東部から2軒（第1・2号住居跡），西部から4軒（第15－B・20・24－A・28号住居跡）である。

また，第1・2・24－A・28号住居跡は，屋内施設として土器埋設炉を有する。特に，第1・24－A号住居跡

では，2個の深鉢形土器が炉に設置されている。特徴的な土坑としては，第24－A号住居跡に近接する第74号

土坑の底面から石製品（石鉄10点・石錘1点）が出土している。剥片も多く検出され，石器製作に伴う遺構と

思われる。しかし，同様の遺構は，他には見られなかった。

Ⅱ期　後期前葉（称名寺I一堀之内Ⅱ式期）

当該期の住居跡は11軒で，称名寺Ⅱ式期1軒，称名寺式期1軒，堀之内I式期6軒，堀之内Ⅱ式期2軒，堀

之内式期1軒である。今回の調査で，最も多い軒数である。検出された位置は，調査区の東部から2軒（第3

・5号住居跡），西部から9軒（第7・16・24－B・25・26・29・30・32・33号住居跡）である。第7・25・

29・30号住居跡は，壁の立ち上がりをとらえることができたが，他の住居跡は，掘り込みが浅くとらえられな

かった。炉跡も，ほとんどが確認面と同レベルで検出されている。住居を構築する際，ローム面をあまり掘り

込まず，床をローム面付近に作っていたと思われる。そのため壁の立ち上がりがとらえにくく，平面プランが

はっきりとらえられなかったと思われる。出土遺物では，第24－B号住居跡の北部壁際の覆土下層から土製仮

面が出土している。

Ⅲ期　後期中葉（加曽利BI一加曽利BⅢ式期）

当該期の住居跡は検出されなかった。しかし，土坑は，第29・148・161・174号の4基が検出されている。

遺物も他の時期に比較して少ない。当該期の住居跡は検出されなかったが，遺物の出土から，調査区に隣接あ

るいは近接地区に集落の存在が想定できる。
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Ⅳ期　後期後菓（安行I一安行Ⅱ式期）

当該期の住居跡は5軒で，安行I式期2軒，安行Ⅱ式期3軒である。検出された軒数は少ないが，遺物は多

数出土している。検出された位置は，調査区の中央部から3軒（第6・10・14号住居跡），西部から2軒（第

18・31号住居跡）である。第10号住居跡は，住居の建て替えを行ったと思われる2列の壁柱穴が検出された。

今回の調査では，近接する時期もほぼ同時期の第9号住居跡でも同様の壁柱穴が検出されている。第18・31号

住居跡は，出入り口施設をもつ柄鏡形住居跡である。また，第31号住居跡は，時期を異にするが柄鏡形の住居

跡である。第18号住居跡は3軒の重複，第17・31号住居跡は住居跡が調査区域外に延びており，全体構造は把

握できなかった。3軒は，近接して構築されている。遺物は，祭祀に用いられたと思われる異形台付土器や装

身具の耳飾りが多数出土している点も特徴的である。

Ⅴ期　晩期前葉（安行Ⅲa一安行ⅢC式期）

当該期の住居跡は3軒で，安行Ⅲb式期2軒，安行ⅢC式期1軒である。検出された位置は，調査区の中央

部から1軒（第12号住居跡），西部から2軒（第17・21号住居跡）である。第21号住居跡は，住居跡が調査区

城外に延びており，全体構造はつかめなかったが，掘り込みが深く多数の遺物が出土している。第15－A号住

居跡も，出土遺物が多く，時期は出土遺物から安行Ⅲaから安行ⅢCまでの晩期と思われるが，耳飾り・土版

等の土製品が多数出土している。他にも，石剣・石匙・勾玉等の石製品や多数の耳飾りが出土している。
（1）

以上，I～Ⅴ期までに時期を分類し概要を述べてきたが，今回調査をした隣接する大橋A遺跡では，黒浜式

期の住居跡が検出され，また，当遺跡においても黒浜式期の土器片が出土しており，近隣にこの時期の集落の

存在を予測させるものである。また，このⅤ期をもって人々の活動の痕跡は見られなくなり，古墳時代まで空

自の期間になると思われる。

ここで，今回の調査で出土している耳飾り及び土製仮面についてふれてみたい。耳飾りは，全部で44個出土

している。形状別では，臼形が4個，環形が16個，滑車形が24個である。遺構内からの出土が23個，遺構外か

らが21個である。時期的には，後期後葉から晩期にかけてのものがほとんどである。他の類例としては，当遺
（2）

跡から北東に約10kmほどに位置する小山市寺野東遺跡から，当遺跡と同様に多数の耳飾りが出土している。土

製仮面は，第24－B号住居跡の北部壁際の覆土下層から顔面を下にした状態で出土している。時期は後期前葉
（3）　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　（4）

である。県内では古河第一中学校蔵（出土不明），近県では前述の小山市寺野東遺跡，桶川市後谷遺跡，羽生
（5）　　　　　（6）

市発戸遺跡，板倉町本遺跡で土製仮面が出土している。祭祀的・呪術的な観点から貴重な資料と言える。

2　古墳時代

今回の調査では，古墳時代前期の方形周溝墓が6基検出された。猿島地方では，始めての検出である。いず

れの遺構も，調査区域外に延び全体の構造は把握できなかった。また，方台部もすでに削平されており，盛土

の遺存も確認されておらず，遺構に伴う土坑も確認されていない。しかし，方形周溝墓が検出されたことによ

り，この時期，墓城であったことが明らかになり，周辺に集落の存在が推察される。

3　近世

今回の調査では，塚が1基検出されている。その他の施設等は確認されておらず，性格については不明であ

る。しかし，表土中から土偶・土版・円板等め縄文時代の遺物が出土している。近代になって，畑等から運ば

れ投棄されたものである。
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付

釈迦才仏遺跡から出土した炭化材・種実遺体の種類

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

釈迦才仏遺跡は，利根川左岸の台地上に位置する。発掘調査により，縄文時代・古墳時代・中一近現世の集

落跡や墓地跡が検出された。このうち，縄文時代の集落では，住居跡から住居構築材と考えられる炭化材，土

坑からは食物残直と考えられる種実遺体などが検出されている。茨城県では，これまでに古墳時代や奈良・平

安時代の炭化材や種実遺体の種類を明らかにした例は多いが，縄文時代の資料は少ない。

本報告では，これらの炭化材および種実遺体の種類を明らかにし，当該期の植物利用に関する資料を得る。

1．炭化材の樹種

（1）試料

試料は，縄文時代後期前葉および晩期の住居跡から出土した，住居構築材と考えられる炭化材2点（SI24

炭化材，SI21炭化材）である。

（2）方法

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて材木組織の特徴を観察し，種類を同定する。

（3）結果

SI24炭化材はクリに，SI21炭化材はトネリコ属に同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記する。

・クリ（Castanea cI・enata Sieb．et Zucc．）　ブナ科

環孔材で孔園部は1－4列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管は単

穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，1－15細胞高。柔組織は周囲状および短接線

状。

・トネリコ属（釣・aズ1月uS）　モクセイ科

環孔材で孔圏部は2－3列，孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く，横断面では円形一

楕円形，単独または2個が複合，複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し，壁孔は小型で密に交互状に

配列する。放射組織は同性，1－3細胞幅，1－20細胞高。

（4）考察

住居構築材と考えられる炭化材は，クリとトネリコ属に同定された。このうちクリは，縄文時代の焼失住居

跡から出土する住居構築材の樹種に最も多く確認されている種類である（千野，1983，1992；高橋・植木，1994）。

クリの木材は，強度・耐朽性に優れており，住居構築材としては適材といえる。また，後述するように種実遺

体にクリが認められていることから，集落周辺で木材の入手が容易であったことも考えられる。これらのこと

が，使用された背景に考えられる。

一方，トネリコ属の木材も比較的強度が高く，住居構築材に確認された例も比較的多い。遺跡周辺で普通に

見られる種類であったと考えられ，クリと同様に住居構築材として利用されていたことが推定される。なお，
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SI24とSI21とで出土した種類が異なることから，両住居跡で用材選択が異なっていた可能性がある。しか

し，各住居跡1点の調査であるため，断定には至らない。各住居跡から住居構築材と考えられる炭化材が複数

検出されていれば，これらについても同定を行うことで用材選択の傾向が確認できるかも知れない。

2．種実遺体の種類

（1）試料

試料は，縄文時代後期中葉の土坑（SK148）から出土した種実遺体である。試料は，一括採取され，プラスチ

ック容器に納められている。

（2）方法

緩やかに乾燥させたあと，双眼実態顕微鏡で観察し同定した。

（3）結果

大部分はコナラ属（伽ercus sp．ノの炭化した子葉であるが；その中にクリ伍Sfa月ea Cre月a亡a封eb．e亡Zucc．ノ

の子葉も1個体のみ含まれる。子葉は完形のもはなく，半分に割れたものも多少含まれるが，大部分は細片に

なっている。コナラ属は楕円形で炭化しており，大きさは大きなもので長さ1．5cm程度。曲面には縦方向に維

管束の筋の跡がみられる。一方クリは，破片部から推定される全体の形状は半球型で，大きさは1．5cm程度。

表面のしわはコナラ属よりも不規則で荒く，大きい。

（4）考察

出土したコナラ属とクリは，いずれも可食植物であり，遺跡から出土例も多い。コナラ属は食用に際し「あ

く抜き」が必要になる。これらの種実に関するあく抜き技術は，これまでの研究例により縄文中期以降に本格

化したといわれている。（渡辺，1975）。クリは生食可能であることから，その利用はさらにさかのぼると考え

られる。いずれの種実も収量が多く，周辺に広く分布し，かつ保存も利くことから，縄文時代の重要な植物食

量であったと考えられる。
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1．クリ（SI24炭化材）　a：木口，b：柾目，C：板目

2．トネリコ属（S121炭化材）a：木口，b＝柾目，C：板目
3．コナラ属（SK148）
4．コナラ属（SK148）

5．コナラ属（SK148）

6．クリ（SK148）
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